
特

集
/
地
域
の
豊
か
な
に
ぎ
わ
い
の
場
｢道
の
駅
｣

｢道
の
駅
｣
懇
談
会
の
報
告
と
｢道
の
駅
｣案
内
板
募
集
デ
ザ
イ
ン
の
決
定
に
つ
い
て

道
路
局
国
道
第
一課
ー

｢道
の
駅
｣駅
長
会
議

各
地
の
｢道
の
駅
｣駅
長
さ
ん
が
語
る

｢道
の
駅
｣
は
な
ぜ
造
ら
れ
、な
に
を
目
指
し
て
い
る
か

8

座
長

茨
城
大
学
教
授

山
形
耕
一

パ
ネ
リ
ス
ト

北
海
道
･
津
谷
正
明

山
形
県
･
松
田
禮
一
郎

長
野
県
･
宮
尾
栄
一

新
潟
県
･
室
橋
隆

岐
阜
県
･
松
葉
晴
彦

兵
庫
県
･
黒
川
あ
や
子

鳥
取
県
･
前
田
八
郎

愛
嬢
県
･
井
上
善
一

熊
本
県
･

宮
崎
俊

建
設
省
･
松
浦
化

我
が
町
の
｢道
の
駅
｣

北
海
道
美
深
町

三
重
県
飯
高
町

島
根
県
大
栄
町

島
根
県
頓
原
町

郡

平
成
四
年
道
路
関
係
簿
大
ニ
ュ
ー
ス
卿

道
路
管
理
瑕
疵
に
係
る
損
害
賠
償
と
訴
訟
の
概
況

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
訟
務
班

囎

都
道
府
県
道
の
路
線
認
定
基
準
に
つ
い
て
(そ
の
2
)
道
路
局
路
政
課
総
務
係
棉

平
成
三
年
度
大
気
汚
染
状
況
及
び
自
動
車
交
通
騒
音
の
状
況
に
つ
い
て

道
路
局
企
画
課
道
路
環
境
対
策
室
係
長

今
泉
伸
一
郎

靴

圏
時

･
時

･
時
･･!
･･
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本
誌
の
掲
載
文
は
、
執
筆
者
が
個
人
の
責
任
に
お

い
て
自
由
に
書
く
建
前
を
と
っ
て
お
り
ま
す
。
し
た

一

が
っ
て
意
見
に
わ
た
る
部
分
は
個
人
の
見
解
で
す
。

【　

ま
た
肩
書
等
は
原
稿
執
筆
時
お
よ
び
座
談
会
等
実
施

…

時
の
も
の
で
す
‘



　
　
に
駅

　　
　
　　
　
域
の
趨
い

　
　 　　

地域の豊かなにぎわ "　 　 　　

『週
⑭
駅
』懇
談
会
◎
報
告
と
『週
⑭
厭
』薬
内
糠

募
集
デ
ザ
イ
ン
⑭
決
定
に
つ
い
て

建
設
省
道
路
局
国
道
第
一
課

｢豊
か
な
地
域
｣
の
夢
を
乗
せ
て
各
地
で
地
方
公
共
団
体
を
中
心
に
活
発
に
展
開
さ
れ
て
い
る
地
域
拠
点

づ
く
り
と
、
道
路
の
休
憩
施
設
整
備
を
ミ
ッ
ク
ス
し
た

｢道
の
駅
｣
の
共
通
コ
ン
セ
プ
ト
を
検
討
す
る
た

め
建
設
省
道
路
局
の
諮
問
を
う
け
た

｢道
の
駅
懇
談
会
｣

(座
長
･
越
正
毅
東
大
教
授
)
の
第
三
回
懇
談

会
が
一
二
月
二
日
開
か
れ
、
報
告
書
案
が
合
意
さ
れ
、
同
時
に
一
般
に
公
募
し
て
い
た

｢道
の
駅
｣
案
内

板
デ
ザ
イ
ン
の
当
選
作
品
選
定
審
査
が
行
わ
れ
た
。

な
お
、
建
設
大
臣
に
対
す
る
報
告
書
の
提
出
と
デ
ザ
イ
ン
当
選
者
に
対
す
る
表
彰
は
一
月
一
八
日
に
行

わ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

物
等
の
地
域
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
場
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

(情
報
交
流
機
能
)

こ
の
両
方
の
機
能
を
備
え
た
施
設
を
整
備
し
、

｢道
の

駅
｣
と
呼
ん
で
広
く
道
路
利
用
者
と
地
域
と
の
接
点
と
し
、

に
ぎ
わ
い
の
場
と
す
る
こ
と
は
、
道
路
利
用
者
へ
の
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
の
面
か
ら
も
、
ま
た
地
域
振
興
の
面
か
ら
も

極
め
て
効
果
的
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て

｢道
の
駅
｣
を
つ
く

る
と
と
も
に
、
地
域
と
地
域
が
道
を
軸
と
し
て
協
力
す
る

な
ど
、
地
域
内
及
び
地
域
間
の
連
携
の
場
と
な
る
こ
と
も

期
待
さ
れ
る
。

｢道
の
駅
｣
を
契
機
と
す
る
広
域
的
な
連

携
と
交
流
に
よ
り
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
が
促
進
さ
れ

る
こ
と
と
な
る
。

(地
域
の
連
携
機
能
)

こ
れ
ら
の
機
能
を
担
う
施
設
は
、
駐
車
場
･
ト
イ
レ
･

案
内
所
等
の
基
本
的
な
も
の
か
ら
、
公
園
･
宿
泊
施
設
･

魯
I

『道
の
駅
｣
に
関
す
る
提
言
澤

｢道
の
駅
｣
の
基
本
的
考
え
方

1

｢道
の
駅
こ
の
共
通
コ
ン
セ
プ
ト

一
般
道
路
に
は
、

｢な
が
れ
｣
を
支
え
る

｢た
ま
り
｣

機
能
と
し
て
、
道
路
利
用
者
が
い
つ
で
も
自
由
に
休
憩
し
、

清
潔
な
ト
イ
レ
を
利
用
で
き
る
快
適
な
休
憩
施
設
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

(休
憩
機
能
)

一
方
、
地
域
に
お
い
て
は
、
人
と
人
、
人
と
地
域
と
の

交
流
に
よ
り
、
地
域
が
持
つ
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
い
、
地

域
振
興
を
図
れ
る
よ
う
、
人
･
歴
史
･
文
化
･
風
景
･
産



歴
史
博
物
館
と
い
っ
た
高
度
な
も
の
ま
で
、
地
域
の
状
況

に
応
じ
た
個
性
豊
か
な
も
の
と
な
る
。

｢道
の
駅
｣
づ
く

り
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
の
主
体
的
な
創
意
工
夫
が
不
可

欠
で
あ
り
、
地
域
と
道
路
管
理
者
と
の
協
力
が
重
要
で
あ

る
。こ

れ
ら
を
ま
と
め
る
と

｢道
の
駅
｣
の
共
通
コ
ン
セ
プ

ト
は
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

｢道
の
駅
｣
は
、

今
後
、
道
路
管
理
者
が
休
憩
施
設
を
設
置
す
る
場
合
は
、

で
き
る
だ
け
地
域
と
協
力
し

｢道
の
駅
｣
と
し
て
い
く
こ

と
が
望
ま
し
い
。

2

｢道
の
駅
｣
づ
く
り

へ施
設
構
成
〉

｢道
の
駅
｣
は
各
種
の
地
域
振
興
施
設
と
道
路
管
理
者

の
設
置
す
る
休
憩
施
設
を
複
合
化
し
た
施
設
で
あ
り
、
駐

車
場
、
ト
イ
レ
･
案
内
所
･
電
話
等
の
基
本
的
施
設
に
加

え
、
地
域
の
歴
史
･
産
物
等
の
情
報
を
提
供
し
個
性
豊
か

な
に
ぎ
わ
い
の
場
と
な
る
よ
う
、
地
域
の
主
体
的
な
創
意

工
夫
に
よ
り
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
施
設
が
付
加

さ
れ
る
。

利
用
者
の
立
場
か
ら
考
え
る
と
基
本
的
施
設
に
関
し
て

は
、
次
の
要
件
を
備
え
る
必
要
が
あ
る
。

･
駐
車
場
に
は
、
休
憩
に
立
ち
寄
る
人
の
利
用
に
十
分

な
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
こ
と
。

･
ト
イ
レ
に
は
、
十
分
な
容
量
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

女
性
･
年
少
者
･
高
齢
者
･
身
障
者
な
ど
、
様
々
な

人
の
使
い
易
さ
に
配
慮
す
る
こ
と
。

･
案
内
所

(又
は
案
内
コ
ー
ナ
ー
)
に
は
、
道
路
地

図
･
案
内
板
･
電
話
等
に
加
え
、
各

｢道
の
駅
｣
の

特
性
に
応
じ
て
多
様
な
情
報
提
供
施
設
を
整
備
す
る

こ
と
o

･
こ
れ
ら
の
基
本
的
施
設
は
一
体
的
利
用
が
可
能
な
よ

う
適
切
に
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

へ設
置
位
置
〉

｢道
の
駅
｣
は
、
地
域
の
意
向
に
基
づ
く
地
域
振
興
の

施
設
で
も
あ
る
た
め
、
間
隔
を
定
め
て
設
置
す
る
性
格
の

も
の
で
は
な
い
が
、
休
憩
施
設
と
し
て
の
利
用
し
や
す
さ

や
駅
相
互
の
機
能
分
担
の
観
点
か
ら
広
域
的
な
視
点
で
の

構
想
づ
く
り
が
望
ま
れ
る
。
又
、
ア
ク
セ
ス
道
路
や
案
内

標
識
を
整
備
し
た
上
で
、
主
要
な
幹
線
道
路
か
ら
引
き
込

ん
だ
位
置
に
設
置
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

へ整
備
主
体
〉

地
域
の
玄
関
と
な
る
重
要
な
公
共
施
設
で
あ
り
、
そ
の

整
備
は
、
地
域
を
代
表
す
る
市
町
村
･
公
益
法
人
等
と
道

路
管
理
者
が
一
体
と
な
っ
て
行
う
必
要
が
あ
る
。
こ
の
場

合
、
整
備
に
関
す
る
役
割
分
担
は
下
表
の
よ
う
に
考
え
ら

れ
る
。

へ景
観
計
画
〉

｢道
の
駅
｣
は
走
行
中
の
運
転
者
の
ア
イ
ス
ト
ッ
プ
と

な
り
、
地
域
の
個
性
を
表
現
す
る
場
と
な
る
た
め
、
景
観

計
画
が
特
に
重
要
で
あ
る
。
利
用
者
に
う
る
お
い
や
安
ら

ぎ
感
を
与
え
る
よ
う
、
豊
か
な
植
栽
と
落
ち
着
い
た
色
調

や
素
材
を
用
い
て
、
上
品
な
風
格
あ
る
空
間
づ
く
り
を
目

指
す
こ
と
が
望
ま
し
い
。
特
に
景
勝
地
に
あ
っ
て
は
、
周

辺
の
自
然
景
観
と
の
調
和
に
留
意
し
、
地
域
の
優
れ
た
景

観
を
損
な
う
こ
と
の
な
い
よ
う
、
修
景
方
法
を
十
分
に
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。

へ交
通
安
全
上
の
配
慮
〉

｢道
の
駅
｣
へ
の
安
全
で
円
滑
な
出
入
り
を
確
保
す
る
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考えられる施設*1と整備主体

.
≧尽き 道路管理者 市町村･公益法人等

休憩機能 所憩
地

休
園
場
レ

車
イ
駐

ト
園

施

公

泊
、
宿
し

、

イ

所
き
燻
穿
Z
朧
杉
2

ス

第
し

設

情報交流機能 設施ハ提纖
道 設

、
館

･

施

設

術

ル

信
施
美

一

通
供

、
ホ

種
提
館
流

各
報
料
交

、
情
資

、

×

域
土
場

A

地
郷
広

F

、

、
ト

等

、
所

館

ン
室

話

内

産

べ

議

電

案

物

イ

会

* 1 現在考えられる施設の例。この他にも地域の特性に応じ様々
な工夫が考えられる。

* 2 必要に応じて第 2駐車場を設ける。

休
憩
･
情
報
交
流
･
地
域
連
携
の
機
能
を
も
っ
た
、

地
域
と
と
も
に
つ
く
る
個
性
豊
か
な
に
ぎ
わ
い
の
場



た
め
、
付
近
の
交
差
点
や
近
隣
施
設
の
出
入
ロ
に
も
配
慮

し
て
施
設
を
計
画
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
出
入
ロ

に
右
折
車
線
等
の
付
加
車
線
を
設
置
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
。

3

｢道
の
駅
｣
で
の
サ
ー
ビ
ス

｢道
の
駅
｣
は
何
時
で
も
立
ち
寄
っ
て
ひ
と
休
み
で
き
、

困
っ
た
時
に
必
要
な
情
報
が
得
ら
れ
る
安
心
と
信
頼
の
拠

点
で
あ
る
と
と
も
に
、
道
路
利
用
者
と
地
域
の
接
点
と
し

て
交
流
の
核
と
な
る
施
設
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、

｢道
の

駅
｣
で
は
次
の
サ
ー
ビ
ス
が
確
保
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

･
駐
車
場
･
ト
イ
レ
及
び
地
図
･
電
話
等
の
施
設
は
、

二
四
時
間
利
用
可
能
で
あ
る
こ
と
。

･
案
内
所

(又
は
案
内
コ
ー
ナ
ー
)
に
は
、
原
則
と
し

て
幅
広
い
情
報
を
提
供
で
き
る
駅
員

(案
内
員
)
を

配
置
し
、
地
域
に
関
す
る
偏
り
の
な
い
親
切
な
情
報

提
供
が
な
さ
れ
る
こ
と
。

･
駅
全
体
が
快
適
に
、
特
に
ト
イ
レ
が
清
潔
に
保
た
れ

て
い
る
こ
と
。

利
用
者
の
安
心
へ
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
救
急
機

関
･
医
療
機
関
･
警
察
･
自
動
車
修
理
工
場
等
と
の
連
絡

体
制
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

ま
た
、
常
に
あ
た
た
か
く
心
の
こ
も
っ
た
サ
ー
ビ
ス
が

提
供
で
き
る
よ
う
、
道
路
管
理
者
の
協
力
の
も
と
に
、
地

域
振
興
施
設
の
管
理
者
で
あ
る
市
町
村
等
が
駅
全
体
の
日

常
的
な
維
持
管
理
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。

4

地
域
間
の
連
携

｢道
の
駅
｣
の
機
能
と
魅
力
を
高
め
る
た
め
に
は
、

個
々
の
駅
が
独
自
に
努
力
す
る
だ
け
で
な
く
、
道
を
軸
と

し
て
駅
が
連
携
し
、
機
能
を
補
完
し
あ
う
こ
と
が
不
可
欠

で
あ
る
。
ま
た
、
企
画
･
経
営
内
容
の
改
善
、
サ
ー
ビ
ス

水
準
の
向
上
等
の
た
め
に
も
、
駅
の
計
画
か
ら
運
営
に
至

る
す
べ
て
の
段
階
で
の
駅
相
互
の
情
報
交
流
や
共
同
講

習
･
研
修
等
は
き
わ
め
て
有
用
で
あ
る
。
こ
の
地
域
間
の

連
携
の
た
め
、
各

｢道
の
駅
｣
の
関
係
者
に
よ
る
連
絡
会

な
ど
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
交
換
や
蓄
積
の
た
め
の
体
制
を
整
え

る
必
要
が
あ
る
。
利
用
者
に
対
し
て
も
、
駅
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
存
在
は
大
き
な
魅
力
と
安
心
感
を
与
え
る
も
の
と

な
る
。

5

案
内
の
充
実

｢道
の
駅
｣
の
整
備
効
果
を
高
め
る
た
め
に
は
、
よ
り

多
く
の
人
に
存
在
を
知
っ
て
も
ら
い
、
利
用
者
が
ス
ム
ー

ズ
に
立
ち
寄
れ
る
よ
う
、

｢道
の
駅
｣
の
案
内
の
充
実
を

図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

そ
の
際
、
利
用
者
に
分
か
り
や
す
い
も
の
と
す
る
た
め
、

｢道
の
駅
｣
の
共
通
コ
ン
セ
プ
ト
に
合
致
す
る
施
設
を
登

録
し
、
道
路
管
理
者
が
相
互
に
協
力
し
て
案
内
板
を
設
置

し
、
道
路
地
図
へ
も
掲
載
す
る
な
ど
統
一
的
に
案
内
す
る

仕
組
み
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。

な
お
、
市
町
村
等
の
整
備
す
る
地
域
振
興
施
設
単
独
で

あ
っ
て
も
、
必
要
な
機
能
を
備
え
、
施
設
管
理
者
の
賛
同

が
得
ら
れ
る
場
合
は
、

｢道
の
駅
｣
と
し
て
連
携
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
。

｢道
の
駅
｣
の
案
内
板
デ
ザ
イ
ン
は
、
利
用
者
に
分
か

り
易
く
親
し
み
や
す
い
も
の
と
す
る
必
要
が
あ
る
。
本
懇

談
会
に
お
い
て
一
般
公
募
し
、
多
く
の
応
募
作
品
の
中
か

ら
優
秀
と
認
め
ら
れ
た
作
品
を
も
と
に
考
案
し
た
も
の
が

別
紙
の
図
で
あ
る
。
こ
れ
に
標
識
と
し
て
の
実
用
性
等
の

観
点
か
ら
必
要
な
修
正
を
加
え
た
上
で
、

｢道
の
駅
｣
の

案
内
標
識
等
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

二

よ
り
魅
力
的
な

｢道
の
駅
｣
と
す
る
定
め

の
工
夫

｢道
の
駅
｣
は
、
訪
れ
る
人
と
地
域
と
の
接
点
で
あ
り
、

う
る
お
い
と
や
す
ら
ぎ
を
与
え
る
と
と
も
に
、
地
域
の
顔

と
し
て
、
個
性
的
で
魅
力
あ
る
も
の
と
す
る
こ
と
が
望
ま

れ
る
。
こ
の
た
め
に
は
、
休
憩
施
設
の
基
本
的
要
素
以
外

は
地
域
の
自
主
性
に
委
ね
る
こ
と
が
基
本
で
あ
り
、
地
域

の
主
体
的
な
創
意
工
夫
が
不
可
欠
で
あ
る
。

様
々
な
工
夫
の
視
点
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が

考
え
ら
れ
る
。

◎

｢道
の
駅
｣
の
計
画
･
整
備

･
｢道
の
駅
｣
の
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
将
来
の

｢道
の

駅
｣
の
成
長
･
発
展
及
び
周
辺
の
土
地
利
用
の
変
化
を
念

頭
に
お
い
て
計
画
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
ま
た
、
先

行
的
あ
る
い
は
試
行
的
に
整
備
し
た
施
設
の
利
用
状
況

を
み
な
が
ら
、
道
路
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
や
地
域
住
民
の



意
向
を
充
分
に
取
り
入
れ
、
逐
次
よ
り
魅
力
的
な
施
設

を
目
指
し
て
い
く
こ
と
が
有
効
な
方
法
で
あ
る
。

･
｢道
の
駅
｣
を
地
域
に
住
む
人
の
利
用
に
も
配
慮
し
た

利
便
施
設
、
あ
る
い
は
地
域
を
訪
れ
る
人
の
目
的
地
と

な
る
よ
う
な
魅
力
あ
る
施
設
と
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

ろ
↓。

･
役
場
･公
民
館
等
の
核
と
な
る
公
的
施
設
に
付
加
す
る
形

で
の
展
開
も
考
え
ら
れ
る
。

･
｢道
の
駅
｣
及
び
そ
の
周
辺
の
看
板
等
の
設
置
に
あ
た
っ

て
は
、
景
観
に
十
分
配
慮
し
全
体
と
し
て
質
の
高
い
情

報
空
間
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

･
施
設
の
計
画
に
あ
た
っ
て
は
、
よ
り
魅
力
的
な
も
の
と

す
る
た
め
に
、
地
域
の
創
意
工
夫
を
活
か
し
つ
つ
、
必

要
に
応
じ
て
駅
舎
の
デ
ザ
イ
ン
ヒ
ン
ト
を
公
募
す
る
等
、

豊
富
な
経
験
を
持
つ
専
門
家
に
協
力
を
求
め
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
。

⑭

休
憩
の
た
め
の
施
設

･
シ
ャ
ワ
ー
ル
ー
ム
や
仮
眠
施
設
･
宿
泊
施
設
の
併
設
も
考

え
ら
れ
る
。

･
地
域
の
お
い
し
い
食
べ
物
を
提
供
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン
の

設
置
が
望
ま
れ
る
。

･
公
園
や
簡
単
な
運
動
機
器
を
設
置
し
て
、
体
を
ほ
ぐ
す

施
設
が
望
ま
れ
る
。

･
ベ
ビ
ー
ル
ー
ム
･
ベ
ビ
ー
ペ
ッ
ト
あ
る
い
は
、
子
供
用
洗

面
台
等
の
よ
う
な
乳
幼
児
の
た
め
の
施
設
が
望
ま
れ
る
。

･
有
料
ト
イ
レ
ま
た
は
チ
ッ
プ
ト
イ
レ
を
検
討
す
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
。

･
ゴ
ミ
の
種
別
に
よ
る
ゴ
ミ
箱
の
マ
ー
ク
･
色
･
形
等
の
統

一
及
び
ゴ
ミ
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
検
討
を
行
う
こ

と
が
望
ま
し
い
。

･バ
ス
と
バ
ス
、
あ
る
い
は
自
家
用
車
と
バ
ス
等
各
種
の
乗

り
物
の
乗
り
換
え
拠
点
と
し
て
の
活
用
も
考
え
ら
れ
る
。

③

地
域
振
興
の
た
め
の
各
種
施
設

･
品
物
を
販
売
す
る
場
合
は
、

｢道
の
駅
｣
の
特
色
が
鮮

明
に
な
る
よ
う
、
地
域
の
特
産
品
を
中
心
と
し
た
販
売

が
望
ま
し
い
。

･
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
周
辺
観
光
の
基
地
、
あ
る
い

は
雪
国
で
は
雪
を
活
か
し
た
レ
ジ
ャ
ー
の
ペ
ー
ス
キ
ャ

ン
プ
等
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
有
効
活
用
を
考
え
る

こ
と
が
望
ま
し
い
。

･
将
来
の
余
暇
時
間
の
増
大
や
就
労
形
態
等
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
の
変
化
に
応
じ
て
、
リ
ゾ
ー
ト
オ
フ
ィ
ス
等
と
し

て
も
機
能
出
来
る
よ
う
、
映
像
を
含
め
た
マ
ル
チ
メ
デ

ィ
ア
対
応
の
施
設
の
導
入
を
検
討
す
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
。

こ
の
他
、
次
の
よ
う
な
様
々
な
施
設
が
挙
げ
ら
れ
る
。

･
住
民
票
程
度
が
取
れ
る
役
場
の
出
張
所
機
能

･
郵
便
局
、
銀
行
等
金
融
機
関
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
デ
ィ
ス
ペ

ン
サ
ー
の
設
置

･
ポ
ス
ト

･
温
泉
の
設
置

ま
た
、

｢道
の
駅
｣
を
活
用
し
、
地
域
の
活
性
化
を

一

層
進
め
る
た
め
、
次
の
よ
う
な
催
し
等
が
考
え
ら
れ
る
。

･
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
リ
サ
イ
ク
ル
展

･
通
行
手
形
の
発
行

･
駅
伝

･
ス
タ
ン
プ

･
朝
市

@

運
営
管
理

･
｢道
の
駅
｣
が
地
域
の
顔
と
し
て
地
域
の
心
を
伝
え
る
た

め
に
は
、
施
設
整
備
だ
け
で
は
な
く
、
運
営
に
お
い
て

も
地
域
住
民
の
積
極
的
な
参
画
を
求
め
る
こ
と
が
望
ま

し
い
。
特
に
、
高
齢
者
の
知
識
。

･
経
験
や
女
性
の
感
性
を
生
か
す
た
め
、
こ
れ
ら
の
人
々

の
計
画
･
管
理
･
運
営
へ
の
参
加
を
求
め
る
こ
と
が
望
ま

し
い
。

･
｢道
の
駅
｣
に
は
、
き
め
細
か
な
管
理
と
気
く
ば
り
が

必
要
で
あ
り
、
熱
意
の
あ
る
駅
長
を
置
く
こ
と
が
望
ま

れ
る
。
ま
た
、
駅
長
に
女
性
を
積
極
的
に
登
用
す
る
等

も
考
え
ら
れ
る
。

･
道
路
利
用
者
に
地
域
の
状
況
や
話
題
等
の
情
報
を
提
供

す
る

｢道
の
駅
｣
の
職
員
は
、
地
域
の
案
内
に
も
詳
し

い
優
れ
た
人
材
を
配
置
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
ま
た
、

講
習
の
ほ
か
経
験
交
流
等
に
よ
る
研
修
の
充
実
も
考
え

ら
れ
る
。

同

｢道
の
駅
｣
の
案
内

･
そ
れ
ぞ
れ
の
｢道
の
駅
｣
の
特
徴
等
を
掲
載
し
た

｢道

の
駅
マ
ッ
プ
｣
を
発
行
し
、
広
く

一
般
の
人
に
知
っ
て

4 道イテセ 92 .12



も
ら
う
事
が
重
要
で
あ
る
。

の
と
な
る
よ
う
提
案
し
ま
す
。

･
各

｢道
の
駅
｣
で
は
、
隣
合
う
駅
あ
る
い
は

一
連
の
路

線
の
駅
等
に
関
す
る
詳
し
い
案
内
･情
報
提
供
が
で
き
る

よ
う
工
夫
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

｢道
の
駅
｣
の
案
内
板
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、
応
募

作
品
を

｢道
の
駅
｣
懇
談
会
で
審
査
し
た
結
果
、
岩
手
県

花
巻
市
の
市
川
清
志
さ
ん
の
作
品
が
特
選
と
な
り
ま
し
た
。

応
募
作
品
を
も
と
に
、
視
認
性
等
の
観
点
か
ら
若
干
の
修

正
を
加
え
た
の
が
下
図
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
で
す
。

｢道
の
駅
｣
は
、
訪
れ
る
ド
ラ
イ
バ
ー
の
た
め
に
も
、

地
域
の
方
々
に
と
っ
て
も
、
親
し
み
や
す
い
潤
い
あ
る
交

流
の
場
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
全
体
を
木

と
家
を
モ
チ
ー
フ
に
し
て
構
成
し
て
い
ま
す
。
左
側
に
は
、

駐
車
場
と
樹
木
二
本
を
配
置
し
、
緑
あ
ふ
れ
る
安
ら
ぎ
の

空
間
を
イ
メ
1
ジ
し
て
い
ま
す
。
右
側
は
、
建
物
と
人
を

表
し
、
単
な
る
駐
車
ス
ペ
ー
ス
で
は
な
く
、
案
内
、
地
域

情
報
の
発
信
等
の
機
能
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て

い
ま
す
。
こ
の
人
の
形
は
、
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
i

を
形
取
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
全
体
と
し
て

｢道
の
駅
｣
の
"道
"
の
字
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
も
の
と
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
シ
ン
ボ
ル
マ
!
ク
が
、

｢道
の
駅
｣
を
表
す
も
の

と
し
て
広
く
国
民
の
皆
さ
ん
に
定
着
し
、
親
し
ま
れ
る
も

道の駅

ト
を
も
っ
た
も
の
と
し
て
利
用
者
に
安
心
し
て
利
用
し
て

も
ら
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
、
道
路
地
図
、
道
路
時

刻
表
等
に
掲
載
し
て
利
用
者
の
利
便
を
図
る
必
要
が
あ
る

こ
と
か
ら
建
設
省
に
登
録
し
て
も
ら
う
こ
と
と
す
る
。

｢道
の
駅
｣
と
し
て
一
般
に
公
表
さ
れ
る
の
は
市
町
村

の
策
定
･
認
定
に
よ
る
地
域
振
興
施
設
と
道
路
管
理
者
の

休
憩
施
設
計
画
が
ミ
ッ
ク
ス
し
た
も
の
と
し
、
そ
の
た
め

地
域
ご
と

(県
単
位
程
度
)
の
地
域
の

｢道
の
駅
｣
の
整

備
方
針
を
協
議
す
る
た
め
設
置
さ
れ
た
協
議
会
が
建
設
省

に
推
薦
し
た
も
の
を
建
設
省
に
お
い
て

｢道
の
駅
｣
と
し

て
登
録
す
る
こ
と
と
す
る
。

そ
の
手
順
は
つ
ぎ
の
と
お
り
と
な
る
予
定
で
あ
る
。
(次

ペ
ー
ジ
参
照
)

二

｢道
の
駅
｣
整
備
費
の
支
援
制
度

｢道
の
駅
｣
の
う
ち
駐
車
場
等
に
つ
い
て
の
整
備
費
に

つ
い
て
は
平
成
三
年
度
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
交
通
安
全
施

設
等
整
備
事
業
等
に
よ
る
自
動
車
駐
車
場

(簡
易
パ
ー
キ

ン
グ
)
の
整
備
事
業
と
し
て
直
轄
事
業
･
補
助
事
業
で
対

応
す
る
。

ま
た
、
一
体
的
に
整
備
さ
れ
る
地
域
振
興
施
設
に
つ
い

て
は
平
成
五
年
度
か
ら
新
た
に
道
路
開
発
資
金
、
日
本
開

発
銀
行
･
北
海
道
東
北
開
発
公
庫
に
よ
る
低
利
融
資
が
設

け
ら
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
道
路
開
発
資
金
は
駐
車
場
、
ト
イ
レ
、
休
憩
所

等
無
料
で
一
般
に
提
供
す
る
部
分
が
融
資
の
対
象
に
な
り
、



｢道の駅｣の登録 ･案内のしくみ

市 町 村 道路管理者 : 地域別 ｢道の駅月島議会等 . 建 設 省

ー
★

h n
ク

ー
基本方針

←

　　　　　　　
地域振興施設等の計

璽
構想
轢
設の計画構想

- l l
コンセプト、施設計画等の調整
｢道の駅｣に関する協定

“ ＼‐÷-拒ま穀辯
路管理者

ニー

単独型) 登録申請取りまとめ 推薦

道路時刻表、
- こ◇道路地図等へ

- の掲載

地域振興施設等の整備 芙 自動車駐車場.の整備

　
｢道の駅｣案内板 ; ｢造の駅｣案内板の整備

　
等の整備 茎 広報活動の実施

☆ 道路開発資金、
日本開発銀行、
北海道東北開発公庫の融資

｢道の駅｣の供用開始

道路情報チミナル

(茶‘篇な言 駐 車 場 綴 り嘲各区域ば境界
1 l 駐車場

日
本
開
発
銀
行
等
の
融
資
は
こ
れ
ら
を
含
め
た
地
域
振
興

施
設

(文
化
教
養
施
設
、
観
光
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
施
設
)

が
対
象
と
な
る
予
定
で
あ
る
。

日本開発銀行、 一一｢テー 交通安全事業等による整備
北東開発公庫の 道路開発資金の
融資対象 融資対象



参考) 各地の実験概要

市 町 村 実施期間 施 設 ･ 場 所
交通量

(台/1日)

面 積 m 9

駐車台数(台)

建 物 立寄り
率(% )
累 計
物産販売
額(万円)

運営主体 ･協力者
既設 仮設 内 容

阿武町 平成3年

10月10日
'
11月 9日

国道191号
沢松海岸

4 ,000
‘
5,000

3 ,000

100
O テント 4 5.6 328

･役場 ･商工会
･漁協 ･農協
･阿武町産業開発協会

田万川町
国道191号
郊外部
市味地区

1,600

100
O テント 8 12.4 708

･役場
漁協･農協
･商工会 ･婦人会

古川町

平成 3年

10月12日
l
11月10日

国道41号
市街地

10 '000
‘
14,000

L OOO

10
O
民間施設
テント 1 0.2 未集計

･役場
･民間企業 1社

国府町
国道41号
郊外部

2 ,717

100
O
フoレノ･フリ
テント 3 0.7 55

･役場
･農協 ･商工会
･観光協会

丹生川村
国道158号
(緑化センター) 4 ,000

2,200

100
O
フoレノ･フ･3
テント 1 4,8 250

･役場 ･森林組合
･農協 ･観光協会
･商工会 ･野菜出荷組合

久々野村
国道41号
郊外部
(女男滝公園) 10'000

'
14 ,000

6 ,000

60
O 既存施設 3,5 90

･役場
･なぎさ観光組合

下呂町
国道41号
市街地
バイパス沿い

2,117

30
O
お土産屋
フ0レノ･フ･1
テント 1

0･7 未集計
･役場
･観光協会

加子母村
国道257号
郊外バイパス沿い
(ゆうらく館) 7'000

‘
8,000

1,200

15
O
既存施設
テント 3 3.6 300

･役場
･ゆうらく会館
(木曽谷産直組合)

付知町
国道257号
郊外バイパス沿い
(花街道センター)

6,000

200
O

既存施設
テント 3 9,5 1,050

･役場
･花街道センター
(付知町振興公社)

河内町

平成4年

4月
‘
5日

4月26日

国道 4号
郊外部
下岡本

33 ,000
1,000

20
O
フ0レノ･フめ
テント 2 0.5 未集計

･役場
･ボランティアグループ

上三川町
国道新 4号

30,000

2,950

80
O
フoレノ･フ"3
テント 4 3.7 337

役場･農協
･市民グループ 2
･民間企業 4社

南河内町
国道新 4号
薬師寺南交差点

2,000

100
O
フoレノ･フ･3
テント 7 5.O 382

･役場
･農協 ･酪農組合
･民間企業 2社



｢道の駅｣J

｢道
の
駅
｣駅
長
会
議

駅勤
各
地
の
溝
眺滲
駅
｣あ
駅
長
さ
ん
が
語
る

′

に
駅

｢道
の
駅
｣駅
長
会
議

集
な、地域の豊かなにぎ約

　
　錫

『遭
の
駅
』
は
な
ぜ
造
ら
れ
、
な
に
を
圓
指
し
て
い
る
か

特

建
設
省
が
第
竹
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
で
、
や
す
ら
ぎ
と
う
る
お
い
の
あ
る

道
路
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
お
お
い
に
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る

｢道
の
駅
｣
に

つ
い
て
、
既
に
先
行
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
全
国
の

｢道
の
駅
｣
の
代
表
者
に
よ

る
｢駅
長
会
議
｣
が
平
成
四
年
一
一
月
二
六
日
東
京
に
お
い
て
開
催
さ
れ
を
。

こ
の
座
談
会
は
そ
の
会
議
の
模
様
を
誌
上
再
録
し
燈
も
の
で
あ
る
。

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

司
会

そ
れ
で
は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
山
形
先
生
に

ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

山
形

｢道
の
駅
｣
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
施
設
は
、
供
用
中

の
も
の
で
二
六
六
、
建
設
中
の
も
の
で
八
八
、
計
画
中
が
な
ん
と
四
四
七
あ
り
ま

す
。
そ
れ
か
ら
、
道
路
保
全
技
術
セ
ン
タ
ー
で

｢
『道
の
駅
』
に
対
す
る
提
案
｣

と
い
う
作
文
を
募
集
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
四
〇
〇
点
以
上
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
う
い
う
こ
と
を
見
ま
し
て
も

『道
の
駅
｣
が
い
ま
道
路
ユ
ー
ザ
ー
や
地
域
の

方
々
か
ら
非
常
に
望
ま
れ
て
い
る
施
設
で
は
な
い
の
か
な
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
こ
こ
に
ご
参
集
の
皆
様
方
が
こ
れ
だ
け
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
い
う
こ

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

晴
や
八
善

形

谷
鰤
尾
橋
葉
川
田
上
崎
浦

山

津
松
宮
室
松
黒
前
丼
宮
松

北海道喜茂別町 津谷 正明
べに花の里パーキングエリア 山形県河北町

信州新町地場産業センター 長野県信州新町

,

新

町

村

町

町

町

町

州

生

見

来

栄

戸

国

信

能

清

朝

大

瀬

小

県

県

県

県

県

県

県

野

潟

阜

庫

取

媛

本

長

新

岐

兵

鳥

愛

熊

グリーンオアシス朝来町村おこしセンター 兵庫県朝来町

　

　
　
セ

ン

学部教授　
　　　　
　　
　

学

ン

一
産

ム

大

セ
パ
場
-
家

小
猫
ね

　　　　　　　　　　　

長

ネ

山

に
州

リ

ス
ト

台

戸

う

座
パ
中

べ

信

マ

パ
夙

お

瀬

ゆ

建設省道路局国道第一課長

道行セ 92‐12
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山形 耕一氏

と
で
、
ま
す
ま
す
多
く
の

｢道
の
駅
｣
が
で
き
て
い
く
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら

が
道
路
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を
と
ら
え
て
運
営
さ
れ
、
ま
た
、
こ
れ
ら
の
多
く
の
駅

が
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
、
う
ま
く
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
さ
れ
て
き
ま
す
と
、
道
路
利
用

者
に
と
っ
て
は
非
常
に
利
便
性
の
高
い
、
信
頼
さ
れ
る
一
つ
の
サ
ー
ビ
ス
体
系
が

で
き
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

一
方
で
、
こ
れ
を
放

っ
て
お
く
と
、
ま
が
い
も
の
の

｢道
の
駅
｣
が
で
き
て
し
ま

っ
て
、
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
と
ど
こ
が
違
う
の
か
と
い
う

話
に
な
る
恐
れ
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

本
日
の
主
旨
は
、
そ
う
い
う
こ
と
を
考
え
ま
し
た
と
き
に
、
い
ま
ま
で
実
際
に

運
営
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
市
町
村
の
代
表
の
方
々
が
、
今
後

｢道
の
駅
｣
に
な
っ
て

い
く
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
プ
レ

｢道
の
駅
｣
と
で
も
申
し
ま
し
ょ
う
か
、

こ
れ
か
ら

｢道
の
駅
｣
を
や
っ
て
い
こ
う
と
さ
れ
る
方
々
に
、

｢道
の
駅
｣
の
概

念
、
求
め
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
、
運
営
の
方
法
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に
つ
い
て
伝
え
て
い
く

こ
と
が
一
つ
の
主
旨
か
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
道
路
利
用
者
に
と
っ
て
よ
り
便

利
で
よ
り
信
頼
さ
れ
る

｢道
の
駅
｣
の
あ
り
方
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
し
て
い
こ

う
と
い
う
の
が
二
番
目
の
目
的
か
と
思
い
ま
す
。
三
番
目
は
、
地
元
市
町
村
の
振

興
、
地
域
情
報
の
発
信
、
交
流
と
い
う
見
地
か
ら
、

｢道
の
駅
｣
の
活
用
の
仕
方

や
仕
掛
け
方
、
ア
イ
デ
ア
の
交
換
と
い
っ
た
こ
と
を
少
し
話
し
合
っ
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
四
番
目
は
、
こ
れ
は
非
常
に
大
き
な
目
的
だ
と
思
い
ま
す
が
、

｢道
の
駅
｣
の
駅
長
さ
ん
、
あ
る
い
は
運
営
者
の
方
々
に
よ
り
、

｢道
の
駅
｣
を

　
　
　
　
　

て

村
交
個
の

事

、

　
　
　　

　
　
　
　
　

　
　
　

候

励
プ
た
"

り

村
た

　
　　
　

、)
′

4

の
運

わ

査

は

約

、
い

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に

地

な

る

施

も

讓溌縦
一 般 国 道

指定区間外
都道府県道
そ の 他

合 計

供用中 88 83 95 266

事業中 38 24 れ
･

斑

計画中 180 155 112 447

合 計 306 262 228 796

全
国
で
結
び
つ
け
て
体
系
化
し
て
い
く
き
っ
か
け
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

い
ま
人
気
の
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
に
駅
伝
が
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
あ
れ
は
駅
伝
に

な
っ
て
い
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
。

｢道
の
駅
｣
も
や
っ
ぱ
り
そ
う
い
う
つ
な
が

り
を
持
っ
て
こ
そ
、
あ
る
い
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
さ
れ
て
こ
そ
、
非
常
に
意
義
が

高
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

早
速
パ
ネ
ル
に
入
り
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
前
に
国
道
第
一
課
の
松
浦
課

長
さ
ん
か
ら
、
総
括
的
な

｢口
次
五
計
｣
の
話
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

松
浦

｢道
の
駅
｣
の
構
想
は
、
中
国
地
建
あ
る
い
は
中
部
地
建
等
で
す
で
に

い
ろ
い
ろ
な
か
た
ち
で
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
ま
す
が
、

｢第
員
次
道
路
整
備
五
箇

年
計
画
｣
の
な
か
で
、
や
っ
と
行
政
と
し
て
取
り
組
も
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

｢道
の
駅
｣
と
い
う
語
源
で
す
が
、
大
宝
律
令
の
な
か
に

｢駅
｣
と
い
う
言
葉

が
す
で
に
出
て
き
て
お
り
ま
す
。
い
ま
の
キ
ロ
数
で
い
い
ま
す
と
、

一
六
キ
ロ
ご

と
に
駅
を
置
い
て
、
こ
こ
に
馬
を
置
い
て
、
馬
を
乗
り
換
え
る
と
か
、
人
が
そ
こ

で
宿
泊
す
る
と
い
う
も
の
が
、
こ
の
と
き
に
初
め
て
で
き
て
い
る
わ
け
で
し
て
、

. ･ ･ . ･ ･ . ･ ･ . ･ ･ . ･ ･ . ･ ･ . ･ ･ ･ ･ ･
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松浦 健氏

｢駅
｣
は
い
ま
は

｢馬
｣
偏
に

｢尺
｣
と
書
き
ま
す
が
、
か
つ
て
は
換
え
る
と
い

う
意
味
の

｢睾
｣
を
使
い
、

｢騨
｣
と
書
い
て
い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
こ
と
で
駅

が
ス
タ
ー
ト
し
た
わ
け
で
す
が
、
日
本
に
鉄
道
が
敷
か
れ
、
鉄
道
の
乗
り
換
え
が

駅
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
駅
を
と
ら
れ
た
と
い
う
感
じ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

と
も
道
路
に
も
駅
を
つ
く
っ
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
で
、
い
ま
皆
様
方
い
ろ
い
ろ

ご
苦
労
な
さ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

大
化
の
改
新
以
降
、
道
路
整
備
は
進
ん
だ
と
い
い
ま
す
が
、
や
は
り
歩
く
道
で

あ
っ
た
わ
け
で
し
て
、
明
治
時
代
に
な
り
ま
し
て
、
日
本
は
鉄
道
優
先
の
施
策
で
、

細
長
い
日
本
列
島
の
長
い
距
離
を
運
ぶ
と
い
う
こ
と
で
、
ま
ず
鉄
道
が
先
に
整
備

さ
れ
始
め
ま
し
た
。
し
か
し
、
戦
後
に
な
り
ま
し
て
、
産
業
･
経
済
の
発
展
に
は

ど
う
し
て
も
ク
ル
マ
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
、
昭
和
二
九
年
に

｢第
1
次
道
路

整
備
五
箇
年
計
画
｣
が
策
定
さ
れ
、
そ
れ
か
ら
や
っ
と
本
格
的
な
道
路
整
備
が
進

ん
で
き
た
と
い
う
状
況
で
す
。

そ
う
い
っ
た
こ
と
で
、
ど
う
し
て
も
ク
ル
マ
を
流
す
た
め
の
道
路
の
整
備
が
先

行
し
て
、
ど
ち
ら
か
と
い
い
ま
す
と
人
は
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
て
き
た
と
い
う
面

が
な
い
わ
け
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

総
理
府
が
平
成
三
年
二
月
に
行
い
ま
し
た
世
論
調
査
の
結
果
で
は
、

｢道
幅
が

狭
い
｣

｢路
上
駐
車
が
多
い
｣

｢歩
道
が
少
な
い
｣
と
い
う
よ
う
な
ご
不
満
が
結

構
大
き
く
出
て
お
り
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
ま
し
て
、

｢第
11
次
道

路
整
備
五
箇
年
計
画
｣
に
つ
い
て
は
、
豊
か
さ
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
道
づ
く
り

を
し
て
い
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
考
え
て
お
り
ま
す
。

｢道
の
駅
｣
は
、
快
適
性
向
上
の
た
め
の
道
路
整
備
と
い
う
こ
と
で
、
い
ま
ま

で
は
ど
ち
ら
か
と
い
い
ま
す
と
ク
ル
マ
中
心
と
思
わ
れ
が
ち
な
道
路
整
備
だ
っ
た

わ
け
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
は

｢歩
き
た
く
な
る
歩
道
｣
を
考
え
る
。
あ
る
い
は
、

い
ま
ま
で
の
流
れ
を
重
視
し
た
道
路
政
策
に
加
え
ま
し
て

｢た
ま
り
の
機
能
｣
を

入
れ
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
今
日
の
テ
ー
マ
の

｢道
の
駅
｣
の
よ
う
な
も
の
も
積

極
的
に
整
備
を
し
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

山
形

本
日
の
パ
ネ
ル
･
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
あ
た
り
、
す
こ
し
テ
ー
マ
を

割
り
振
っ
て
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
ず
、
第
一
の
テ
ー
マ
で
あ
り
ま
す
、
道
路
利
用
者
が
道
路
サ
ー
ビ
ス
に
何
を

求
め
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、

｢道
の
駅
｣
に
何
を
期
待
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、

と
い
う
あ
た
り
か
ら
ご
発
言
を
い
た
だ
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

〈

パ
ス
カ
ル
清
見

〉

山
形

岐
阜
県
清
見
村
の

｢パ
ス
カ
ル
清
見
｣
と
い
う

｢道
の
駅
｣
の
事
務
局

長
の
松
葉
晴
彦
さ
ん
か
ら
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

松
葉

私
ど
も
の

｢道
の
駅
｣
は
名
古
屋
か
ら
二
時
間
、
飛
騨
高
山
か
ら
は
一

時
間
で
す
。
通
称

｢飛
騨
せ
せ
ら
ぎ
街
道
｣
で
し
て
、
国
道
で
い
い
ま
す
と
二
五

七
号
線
で
す
。
飛
騨
高
山
と
い
う
と
、
ど
う
も
高
山
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
の
で
す

が
、
飛
騨
は
高
山
を
中
心
に
し
て
全
部
で
一
五
力
町
村
あ
る
わ
け
で
す
。
年
間
二

八
〇
万
人
の
観
光
客
の
方
が
見
え
ま
す
が
、
飛
騨
へ
入
る
い
ち
ば
ん
大
き
い
ル
ー

ト
と
し
ま
し
て
は
国
道
四
一
号
線
が
あ
り
、
も
う
一
方
と
し
て
は

｢せ
せ
ら
ぎ
街

道
｣
が
あ
る
わ
け
で
す
。

こ
の

｢せ
せ
ら
ぎ
街
道
｣
の
な
か
に

｢パ
ス
カ
ル
清
見
｣
が
あ
り
ま
す
。
昨
年

特集/地域の豊かなにぎわいの場｢道の駅｣楡 %へ絞%へ絞%{終%{伐%ヘミ%{ミ%ヘミ%{覗%へ伐%{ミ%{絞%へ絞%へ絞%へ絞 %



五
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
が
、
こ
の
建
物
は
南
フ
ラ
ン
ス
の
農
家
が
モ
デ
ル
に

な
っ
て
お
り
ま
し
て
、
見
た
感
じ
が
ち
ょ
う
ど
駅
舎
と
い
う
か
、
駅
の
よ
う
な
感

じ
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
年
の
七
月
、
八
月
に

｢道
の
駅
｣
と
い
う
看
板
を
掲
げ
、
ほ
か
の
看
板
は
一

切
取
り
は
ず
し
ま
し
た
。

｢道
の
駅
｣
と
い
う
看
板
と
、
大
き
い
｢清
見
駅
｣
と

い
う
看
板
と
、
二
つ
だ
け
に
し
た
わ
け
で
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
だ
け
人
が
入
っ
て

く
れ
て
、
対
応
に
お
お
わ
ら
わ
で
し
た
。
盆
の
頃
や
三

月
の
連
休
の
こ
ろ
は
、

一
日
に
四
、
○
○
○
-
五
、
0
0
0
人
入
っ
て
き
ま
し
た
。
当
初
、
普
通
は
平
日

で
す
と
二
0
○
-
三
〇
〇
人
、
日
曜
日
で
一
、
0
0
0
人
ぐ
ら
い
と
い
う
こ
と
で
、

活
性
化
の
な
か
で
計
画
し
た
も
の
が
、
実
際
に
は
四
倍
、
五
倍
の
人
間
が
入
っ
て

く
る
わ
け
で
す
。
こ
れ
に
は
た
い
へ
ん
苦
労
し
ま
し
た
。

｢パ
ス
カ
ル
清
見
｣
は
、
正
職
員
が
一
〇
人
、
パ
ー
ト
が
三
人
い
ま
し
て
、
平

均
年
齢
は
三
四
歳
ぐ
ら
い
で
す
が
、
こ
の
者
に
つ
い
て
は
毎
朝
朝
礼
を
し
、
半
月

に
一
回
は
全
員
の
検
討
会
を
し
ま
す
。
こ
れ
は

｢道
の
駅
｣
に
指
定
さ
れ
る
前
か

ら
や
っ
て
お
り
ま
す
が
、
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
、
村
長
が
理
事
長
で
す
の
で
、
ど

ち
ら
か
と
い
い
ま
す
と
、
飛
騨
一
五
力
町
村
の
玄
関
ロ
と
し
て
、
飛
騨
の
名
誉
に

賭
け
て
、
来
た
お
客
さ
ん
た
ち
に
は
何
が
何
で
も

｢心
の
サ
ー
ビ
ス
｣
を
す
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
徹
底
し
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
つ
い
て
い
け
な
い
従
業
員
、
職

員
に
つ
い
て
は
、
三
人
ほ
ど
辞
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。 松葉 晴彦氏

お
客
さ
ん
と
い
う
の
は
わ
が
ま
ま
で
対
応
が
悪
い
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を

言
い
ま
す
し
、

｢道
の
駅
｣
と
い
う
か
ぎ
り
は
官
公
庁
が
や
っ
て
お
る
ん
じ
ゃ
な

し
力

と
い
う
話
で
、
い
ろ
い
ろ
な
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
り
ま
し
た
。

今
年
の
四
月
以
降
の
実
績
と
し
て
二
五
万
人
が

｢パ
ス
カ
ル
清
見
｣
に
入
ら
れ

た
わ
け
で
す
が
、
我
々
と
し
て
は
、
皆
さ
ん
方
に
二
度
も
三
度
も
立
ち
寄
っ
て
い

た
だ
く
よ
う
に
、

｢道
の
駅
｣
と
い
う
よ
り
も

｢心
の
駅
｣
と
い
う
こ
と
を
常
に

訴
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
飛
騨
高
山
を
中
心
に
飛
騨
に
入
ら
れ
る
方
々
の

玄
関
口
で
あ
る
こ
と
も
あ

っ
て
、
飛
騨
の
心
と
い
う
の
は
い
い
な
、
飛
騨
の
人
に

は
ま
だ
素
朴
さ
が
残
っ
て
い
る
、
人
に
優
し
い
、
親
切
だ
な
、
と
い
う
こ
と
を
ま

ず
売

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

特
産
品
の
売
上
も
、
た
い
へ
ん
人
が
入
っ
た
お
陰
で
、
一
億
四
、
0
0
0
万
円

ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。
当
初
、
今
年
の
計
画
は
九
、
0
0
0
万
円
で
し
た
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
、
一
度
立
ち
寄
っ
た
と
き
に
、
な
ん

だ
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
は
も
う
来
た
く
な
い
な
、
と
い
う
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
に

し
た
い
。
過
去
に
自
分
が
そ
う
い
う
経
験
を
し
た
こ
と
が
あ
る
わ
け
で
す
。
で
す

か
ら
、

｢道
の
駅
｣
に
つ
い
て
は
、

｢心
の
駅
｣
と
し
て
、
何
度
立
ち
寄
っ
て
も
、

い
っ
来
て
も
親
切
だ
な
、
と
い
う
こ
と
を
売
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

グ
リ
ー
ン
オ
ア
シ
ス

｣

朝
来
町
村
お
こ
し
セ
ン
タ
ー

山
形

次
に
、
兵
庫
県
朝
来
町
で

｢グ
リ
ー
ン
オ
ア
シ
ス
朝
来
町
村
お
こ
し
セ

ン
タ
ー
｣
で

｢道
の
駅
｣
を
や
っ
て
お
ら
れ
ま
す
黒
川
あ
や
子
さ
ん
に
お
願
い
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

黒
川

朝
来
町
は
兵
庫
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
て
お
り
ま
し
て
、
国
道
三
一

二
号
線
沿
い
に
あ
り
ま
す
。
神
戸
よ
り
ク
ル
マ
で
約
九
〇
分
、
但
馬
の
南
玄
関
ロ

に
位
置
し
て
お
り
ま
す
。
人
ロ
は
約
七
、
六
〇
〇
人
、
面
積
は
約
一
三
○
鬮
で
、
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町
の
九
三
%
が
山
林
に
包
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
昭
和
五
九
年
に
国
道
三
一
二
号
線

が
開
通
し
ま
し
た
が
、
当
時
は
年
間
三
〇
〇
万
台
の
道
路
利
用
が
あ
り
、
現
在
で

は
約
一
、
0
0
0
万
人
以
上
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
交
通
機
能
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

朝
来
町
で
は
、
こ
の
交
通
機
能
を
使
っ
て
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
々
に
何
と
か
と

ど
ま

っ
て
い
た
だ
こ
う
、
観
光
、
活
性
、
町
で
何
か
、
と
い
う
と
こ
ろ
で

｢グ
リ

ー
ン
オ
ア
シ
ス
朝
来
町
｣
を
設
置
い
た
し
ま
し
た
。
全
体
の
施
設
と
し
ま
し
て
は
、

休
憩
機
能
、
情
報
交
流
機
能
、
地
域
の
連
帯
機
能
を
あ
わ
せ
持
っ
た
、
地
域
と
と

も
に
つ
く
る
個
性
豊
か
な
施
設
で
す
。

さ
ら
に
、
但
馬
の
南
ロ
玄
関
に
位
置
し
て
お
り
ま
し
て
、
道
路
利
用
者
が
安
心

し
て
走
れ
、
走
り
や
す
く
と
い
う
こ
と
で
、
国
道
を
走
る
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
々
に

注
目
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
施
設
等
の
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の
整
備
の
面
で
は
た
い
へ

ん
苦
労
い
た
し
ま
し
て
、
シ
ン
ボ
ル
タ
ワ
ー
、
情
報
セ
ン
タ
ー
、
風
車
の
建
物
、

一
円
電
車
、
文
化
遺
産
な
ど
、
人
の
集
ま
る
オ
ア
シ
ス
と
し
、
ま
た
、
た
い
へ
ん

ユ
ニ
ー
ク
な
、

｢人
｣
の
文
字
の
形
の
デ
ザ
イ
ン
の
つ
り
橋
を
つ
く
り
、
魅
力
あ

ふ
れ
る
施
設
と
し
て
い
ま
す
。

人
と
人
、
人
と
地
域
の
交
流
に
よ
り
、
地
域
が
持
つ
魅
力
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、

但
馬
の
各
地
域
に
関
す
る
情
報
を
提
供
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
情
報
資
料

室
に
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
面
か
ら
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
々
、
家
族
の
方
々
に

黒川あや子氏

気
軽
に
休
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
、
気
兼
ね
せ
ず
に
赤
ち
ゃ
ん
に
ミ
ル
ク
を
飲
ま

せ
た
り
、
お
し
め
の
取
り
替
え
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
配
慮
し
、
ベ
ッ
ド
な
ど

も
用
意
し
て
お
り
ま
す
。
ソ
フ
ァ
や
ベ
ッ
ド
で
、
子
供
た
ち
が
た
い
へ
ん
喜
ん
で

休
息
し
て
い
ま
す
。

こ
の
施
設
全
体
は
国
の
土
地
に
あ
り
、
建
物
は
県
の
補
助
金
の
対
策
事
業
で
や

っ
て
お
り
ま
す
。
国
、
県
、
町
の
合
意
に
基
づ
き
、
町
が
起
債
し
て
お
り
ま
す
。

本
当
は
も
っ
と
詳
し
く
内
容
を
ご
説
明
し
た
い
の
で
す
け
れ
ど
も
、
ど
う
ぞ
一

度
朝
来
町
に
お
い
で
く
だ
さ
い
ま
せ
。
人
と
人
、
人
と
地
域
の
交
流
に
よ
り
、
地

域
が
持
つ
魅
力
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
す
ば
ら
し
い
建
物
が
完
成
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
で
き
上
が
っ
た
商
品
、
特
産
品
の
販
路
を
ど
の
よ
う
に
広
げ
て
い

く
か
と
い
う
こ
と
で
、
皆
さ
ん
、
た
い
へ
ん
苦
労
し
ま
し
た
。

｢グ
リ
ー
ン
オ
ア

シ
ス
朝
来
町
｣が
で
き
ま
し
て
か
ら
は
、
テ
レ
ビ
局
、
新
聞
、
雑
誌
等
、
本
当
に
皆

様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
て
、
平
成
四
年
度
は
一
億
四
、
八
〇
〇
万
円
の
売
上

を
示
し
て
お
り
ま
す
。
と
く
に
特
産
物
を
と
り
上
げ
て
お
り
ま
し
て
、
消
費
者
は

何
を
求
め
て
い
る
か
、
マ
ス
コ
ミ
の
影
響
は
大
き
く
響
き
、
信
用
度
を
上
げ
、
ニ

ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
町
の
イ
メ
ー
ジ
を
つ
く
る
こ
と
は
本
当
に

大
変
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
し
、
非
常
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
で
す
。

朝
来
町
は

｢水
と
緑
の
ロ
マ
ン
の
町
｣
で
あ
り
、
人
も
好
奇
心
旺
盛
で
ご
ざ
い

ま
す
。
今
日
こ
こ
に
至

っ
て
、

｢道
の
駅
｣
に
選
ば
れ
ま
し
た
こ
と
は
、
選
択
眼

が
あ
っ
た
と
も
い
え
る
と
思
い
ま
す
。
グ
レ
ー
ド
の
高
い
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
こ
と

は
本
当
に
大
切
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
町
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
、
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
し
、
知
名
度
を
高
め
る
た
め
に
は
、
人
と
か
か
わ
っ
て
い
る
サ

ー
ビ
ス
業
で
す
の
で
、

一
人
ひ
と
り
の
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
が
原
点
だ
と
思
っ
て
お

り
ま
す
し
、
気
配
り
が
た
い
へ
ん
必
要
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

い
つ
で
も
自
由
に
休
息
し
、
ト
イ
レ
を
利
用
し
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
、
次
の

目
的
地
へ
と
マ
イ
カ
ー
を
走
ら
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
マ
イ
カ
ー
を
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使
っ
て
観
光
に
出
か
け
ま
し
て
も
、
目
的
地
に
直
行
す
れ
ば
、
途
中
に
ど
ん
な
町

が
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
が
全
然
わ
か
ら
な
い
と
い
う
ケ
ー
ス
が
多
い
と
思
い
ま

す
。
村
お
こ
し
セ
ン
タ
ー
に
寄
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
の
観

光
、
物
産
を
仕
入
れ
る
こ
と
が
で
き
、
よ
り
有
意
義
な
旅
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
飲
食
の
空
き
罐
な
ど
、
ゴ
ミ
を
ク
ル
マ
の
窓
か
ら
投
げ
捨
て
る
こ
と
も

減
る
と
思
い
ま
す
し
、
長
時
間
の
運
転
で
疲
れ
た
体
を
休
め
て
い
け
ば
、
交
通
事

故
も
少
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

人
や
ク
ル
マ
に
通
過
さ
れ
る
だ
け
で
は
町
の
発
展
性
も
に
ぎ
わ
い
も
な
く
な
る

z

と
思
い
ま
す
。
ス
ピ
ー
ド
化
･
情
報
化
時
代
に
あ
っ
て
も
、
人
を
も
て
な
す
温
か

9

さ
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
が
道
路
施
設
に
も
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思

セ行

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
実
態
を
目
の
前
に
し
、
さ
ら
に
特
色
あ
る
施
設
と
し
て
頭

道

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
般
、

｢道
の
駅
｣
候
補
に
推
さ
れ
ま
し
た
こ
と
で
、
朝
来
町
と
い
た
し
ま
し

て
も
、
さ
ら
に
事
業
を
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も

関
係
機
関
の
ご
支
援
、
ご
協
力
、
重
ね
て
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

山
形

ニ
ー
ズ
と
い
う
面
か
ら
い
え
ば
、
赤
ち
ゃ
ん
や
子
供
た
ち
が
休
む
と
い

う
の
は
、
自
動
車
旅
行
の
場
合
に
は
非
常
に
重
要
な
機
能
だ
と
思
い
ま
す
。
あ
る

い
は
、
ゴ
ミ
の
処
理
が
ご
指
摘
に
あ
り
ま
し
た
。
も
う
一
つ
、
私
が
大
事
だ
な
と

思
っ
た
の
は
、
通
過
さ
れ
る
だ
け
の
町
で
は
な
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
こ
れ

か
ら
の

｢道
の
駅
｣
と
い
っ
た
と
き
、
自
分
た
ち
の
存
在
と
か
自
分
た
ち
の
文
化

の
認
識
は
非
常
に
重
要
な
テ
ー
マ
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

へ

瀬
戸
町
農
業
公
園

〉

山
形

そ
れ
で
は
、
次
に
愛
媛
県
瀬
戸
町
の

｢瀬
戸
町
農
業
公
園
｣
所
長
の
井

上
善
一
さ
ん
か
ら
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

井
上

佐
田
岬
半
島
は
細
長
い
こ
と
で
は
日
本
一
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

高
す
ぎ
て
自
立
で
き
な
い
の
で
寝
せ
て
あ
る
と
い
う
ト
ッ
ポ
話
が
あ
る
ん
で
す
け

れ
ど
も
、
も
と
も
と
国
道
一
九
七
号
線
が
海
岸
線
伝
い
に
曲
が
り
く
ね
っ
て
、
非

常
に
狭
溢
な
道
路
で
し
た
。
そ
れ
で

｢
一
九
七
｣
と
い
う
名
称
か
ら

｢行
く
な
国

道
｣
と
酷
評
さ
れ
た
ぐ
ら
い
悪
い
道
路
で
し
た
が
、
ち
ょ
う
ど
半
島
の
尾
根
を
縦

庁週鱗駅』駅讓衾議

. ･ ･ . ･ ･ . ･ ･ . ･ ･ . ･ ･ . ･ ･ . ･ ･ ･ ･ ･



走
す
る
よ
う
な
か
た
ち
で
、
昭
和
六
二
年
一
二
月
に
道
路
が
全
線
開
通
し
ま
し
た
。

も
と
も
と
半
島
の
尾
根
の
部
分
を
通
っ
て
い
ま
す
の
で
、
沿
線
に
は
施
設
が
ま
っ

た
く
何
も
な
い
と
こ
ろ
な
ん
で
す
。
一
般
道
路
で
す
け
れ
ど
も
、
信
号
が
な
い
の

が
大
き
な
特
徴
で
す
。
で
す
か
ら
、
宇
和
海
、
瀬
戸
内
海
の
両
海
を
眼
下
に
見
下

ろ
し
な
が
ら
ド
ラ
イ
ブ
す
る
と
い
う
、
非
常
に
観
光
的
な
要
素
の
あ
る
道
路
で
し

て
、
そ
の
道
路
が
で
き
て
、
ず
い
ぶ
ん
お
客
さ
ん
が
来
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
休
憩

施
設
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
マ
ス
コ
ミ
に
も
ず
い
ぶ
ん
た
た
か
れ
ま
し
た
。
ト

イ
レ
が
な
い
、
休
憩
施
設
が
な
い
、
駐
車
場
が
な
い
、
と
な
い
な
い
づ
く
め
で
、

当
時
ず
い
ぶ
ん
苦
労
し
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
現
在
、
沿
線
に
施
設
を
つ
く
っ
て
、

｢瀬
戸
町
農
業
公
園
｣
と
い
う
名
称
で
管
理
を
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
沿
線
に
は
ほ
か
に
休
憩
施
設
が
な
い
も
の
で
す
か
ら
、
私
は
、

｢道
の

駅
｣
の
一
つ
の
大
き
な
機
能
と
い
い
ま
す
か
、
道
路
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、

地
域
情
報
の
提
供
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
と
く
に
、
町
が
経
営
し
て
お
り
ま

す
関
係
上
、
そ
こ
へ
行
け
ば
地
域
の
情
報
は
何
で
も
わ
か
る
と
い
う
こ
と
で
な
い

と
ダ
メ
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
た
と
え
ば
、
半
島
地
域
の
よ
そ
の
町
も
含
め
て
、
い

ろ
い
ろ
な
施
設
の
場
所
や
中
身
の
ご
紹
介
、
時
間
、
距
離
に
つ
い
て
、
女
性
職
員

も
含
め
て
、
ど
の
従
業
員
に
聞
い
て
も
お
答
え
で
き
る
よ
う
に
心
が
け
て
お
り
ま

す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、

｢道
の
駅
｣
は
町
の
玄
関
に
当
た
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
玄
関
は
お
客
様
を
お
迎
え
す
る
場
所
で
、
そ
こ
で
笑
顔
で
お
客
様
を
お
迎
え

し
、
も
て
な
し
を
す
る
こ
と
が
、

｢道
の
駅
｣
の
役
割
と
し
て
、
道
路
利
用
者
に

対
す
る
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
大
事
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

半
島
道
路
に
は
ト
ン
ネ
ル
が
結
構
あ
り
、
ラ
イ
ト
を
つ
け
た
ま
ま
駐
車
さ
れ
て
、

バ
ッ
テ
リ
ー
が
上
が
る
と
い
う
こ
と
は
年
間
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、

ブ
ー
ス
タ
ー
ケ
ー
ブ
ル
を
持
っ
て
、
い
つ
で
も
サ
ー
ビ
ス
を
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

か
ら
、
釣
り
の
情
報
や
宿
泊
施
設
の
情
報
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ

る
要
望
に
そ
こ
で
お
応
え
し
、
町
の
玄
関
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
、
案
内
役
を

す
る
こ
と
が
、
私
の
と
こ
ろ
の

｢農
業
公
園
｣
の
機
能
と
し
て
い
ち
ば
ん
重
要
だ

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、

｢道
の
駅
｣
が
道
路
利
用
者
に
あ
る
程
度
定
着
し
て
い
く
た
め
に

は
、
そ
こ
へ
行
け
ば
、
こ
う
い
う
こ
と
は
必
要
最
小
限
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ

る
、
と
い
う
便
利
さ
が
あ
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。
地
図
に

｢道
の
駅
｣
が
表
示

さ
れ
る
と
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が
寄
っ
て
、
必
要
な
情
報
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
に
将

来
的
に
は
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
な
れ
ば
い
い
な
、
と
考
え
ま
す
。

山
形

｢道
の
駅
｣
に
行
け
ば
、
少
な
く
と
も
こ
れ
だ
け
の
こ
と
は
や
っ
て
く

れ
る
と
い
う
、
頼
り
が
い
の
あ
る

｢道
の
駅
｣
と
い
う
話
が
出
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
そ
こ
へ
行
け
ば
地
域
の
情
報
が
す
べ
て
わ
か
る
と
い
う
こ
と
が
、
非

常
に
大
き
な
役
割
で
は
な
い
か
と
い
う
ご
指
摘
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

へ

べ
に
花
の
里
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア

〉

山
形

そ
れ
で
は
、
次
の
グ
ル
ー
プ
に
移
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、

｢道
の

駅
｣
を
通
じ
て
何
を
狙
っ
て
い
っ
た
の
か
、
そ
の
効
果
は
ど
う
か
、
運
営
上
の
ご

苦
労
は
何
か
、
と
い
う
あ
た
り
を
主
題
に
に
お
話
し
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
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山
形
県
河
北
町
で

｢
べ
に
花
の
里
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
｣
を
運
営
さ
れ
て
い
ま

す
松
田
禮
一
郎
町
長
さ
ん
に
お
話
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

松
田

｢道
の
駅
｣
が
作
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
国
の
ほ
う
の
採
択
の
決
定

を
い
た
だ
い
た
わ
け
で
す
が
、
実
は
、
私
は
、
町
を
取
り
巻
く
高
速
交
通
網
が
い

ま
非
常
に
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
町
の
い

ろ
い
ろ
な
情
報
を
提
供
し
、
町
の
い
ろ
い
ろ
な
物
産
を
ご
紹
介
す
る
よ
う
な
施
設

を
ぜ
ひ
つ
く
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
し
た
の
が
、
ち
ょ
う
ど
昭
和
六
○
年
ご
ろ

で
す
。
高
速
交
通
網
と
い
い
ま
す
と
、
私
の
町
の
役
場
か
ら
八
分
で
山
形
空
港
に

行
け
ま
す
。
そ
し
て
、
九
年
ほ
ど
前
に
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
改
築
さ
れ
ま
し
て
、
滑
走

路
が
東
の
ほ
う
に
あ
っ
た
の
が
西
側
に
来
ま
し
て
、
ち
ょ
う
ど
空
港
が
私
の
町
の

表
玄
関
と
い
う
か
た
ち
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。

古
い
歴
史
を
ち
ょ
っ
と
ひ
も
と
い
て
み
ま
す
と
、
町
の
東
、
空
港
と
の
間
に
最

上
川
が
流
れ
て
い
ま
す
が
、
河
北
町
は
紅
花
や
米
を
舟
で
下
し
、
さ
ら
に
、
酒
田

か
ら
北
前
船
に
積
み
替
え
て
お
り
ま
し
て
、
京
都
･
大
阪
の
ほ
う
と
非
常
に
交
流

が
あ
っ
た
船
着
場
と
い
い
ま
す
か
、
物
産
の
集
積
を
し
た
町
で
も
あ
り
ま
す
。
帰

り
の
荷
物
で
京
都
の
文
化
が
直
接
数
多
く
入
っ
て
き
て
お
り
ま
し
て
、
無
理
に
い

え
ば

｢河
の
駅
｣
と
も
い
え
る
よ
う
な
状
況
で
、
町
が
発
展
し
て
き
た
わ
け
で
す
。

現
在
で
は
、
空
港
に
非
常
に
近
い
と
い
う
こ
と
で

｢空
の
駅
｣
と
い
う
呼
び
方

も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
東
北
中
央
自
動
車
道
が
基
本
計
画
に
な
っ
て
お
り
ま
し
て
、
一
部
、

空
港
周
辺
か
ら
整
備
計
画
に
格
上
げ
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
早
晩
そ
れ
が
整

備
さ
れ
ま
す
と
、
私
の
町
か
ら
三
分
ぐ
ら
い
、
ち
ょ
う
ど

｢道
の
駅
｣
か
ら
三
分

ぐ
ら
い
の
場
所
に
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
横
断
道
の
山
形
自
動
車
道
が
で
き
、
こ
れ
が
宮
城
県
の
村
田
か
ら
横
断
し
ま

し
て
日
本
海
側
の
酒
田
ま
で
通
る
わ
け
で
す
が
、
供
用
さ
れ
て
い
る
の
は
隣
の
寒

河
江
市
ま
で
で
、
そ
の
イ
ン
タ
ー
ま
で
は
十
五
分
で
す
。

そ
ん
な
こ
と
で
、
高
速
交
通
に
非
常
に
便
利
の
い
い
地
域
で
す
が
、
し
か
し
、

ド
ラ
イ
バ
ー
が
数
多
く
国
道
二
八
七
号
を
通
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
全
部
バ
イ
パ
ス

的
な
道
路
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
通
過
す
る
か
た
ち
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
う
し
た
方
々
に
ぜ
ひ
町
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
だ
い
て
、
町
の
文
化
に
触
れ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
、
昭
和
六
一
年
ご
ろ
か
ら
、
町
の
物
産
な
り
文
化
を
ご
紹
介

す
る
施
設
を
ど
う
し
て
も
つ
く
り
た
い
と
考
え
て
い
た
わ
け
で
す
。

町
の
形
態
は
、
道
路
政
策
も
そ
う
で
す
が
、
特
に
都
市
局
サ
イ
ド
の
事
業
も
数

多
く
入
れ
て
お
り
ま
し
て
、
下
水
道
が
約
四
七
%
、
区
画
整
理
は
、
山
形
県
の
四

四
市
町
村
の
う
ち
四
番
目
と
い
う
こ
と
で
、
約
八
0
m
ほ
ど
や
っ
て
い
ま
す
。
そ

う
い
う
な
か
で
、
た
だ
道
路
を
つ
く
る
、
区
画
整
理
を
す
る
と
い
う
だ
け
で
は
な

く
、
今
年
の
六
月
に
議
会
で
も

｢美
し
い
町
並
み
景
観
条
例
｣
を
つ
く
り
ま
し
た
。

い
ま
ま
で
も

｢生
け
垣
奨
励
条
例
｣
が
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
を
さ
ら
に

ス
ケ
ー
ル
を
大
き
く
し
て
、
町
全
体
の
町
づ
く
り
の
な
か
で
、
特
性
の
あ
る
、
潤

い
の
あ
る
、
安
ら
ぎ
の
持
て
る
よ
う
な
町
づ
く
り
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
、

｢美

し
い
町
並
み
景
観
条
例
｣
を
つ
く
っ
た
わ
け
で
す
。

今
回
、

｢道
の
駅
｣
も
一
つ
の
国
道
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
実
は
、

｢道
の
駅
｣
と
い
う
名
称
に
は
な
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
街
路
事
業
の
中
で
、
今

年
も
完
成
し
た
道
路
が
一
本
あ
り
ま
す
。
車
道
と
歩
道
を
つ
く
る
の
は
補
助
対
象

に
な
る
の
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
や
っ
て
は
味
気
な
い
道
路
に
な
る
の
で
、
そ
の

道
路
を
つ
く
る
た
め
に
家
屋
移
転
を
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
残
地
を
町
で
買
収
し

て
、
公
衆
用
の
ト
イ
レ
や
東
屋
を
つ
く
る
と
か
、
ベ
ン
チ
を
置
く
と
か
、
植
栽
を

す
る
と
か
、
道
路
に
付
随
す
る
空
間
を
つ
く
っ
て
お
り
ま
す
。
街
灯
の
形
を
ど
う

す
る
の
か
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
で
文
化
性
を
高
め
る
よ
う
な
道
づ
く
り
を
し
、

そ
れ
が
ひ
い
て
は
町
づ
く
り
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
目
指
し
な
が
ら
、
い
ま
や
っ

て
お
り
ま
す
。

道
路
だ
け
で
は
な
く
、
区
画
整
理
の
な
か
の
道
路
な
り
街
路
な
り
、
そ
う
し
た
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空
間
を
大
事
に
し
な
が
ら
つ
く
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ

と
で
、
い
ま
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
と
く
に
区
画
整
理
の
な
か
で
も
、
五
町
歩

ほ
ど
の
公
園
を
町
の
中
央
部
に
つ
く
っ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
い
ろ
い

ろ
な
制
度
の
な
か
で
大
変
な
事
業
で
す
。
補
助
対
象
率
が
五
0
%
、
補
助
率
が
そ

の
二
分
の
一
で
、
実
質
的
に
は
四
分
の
一
に
し
か
な
ら
な
い
の
で
す
が
、
補
助
対

象
だ
け
の
整
備
で
は
立
派
な
公
園
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
け
や
き
で
あ

れ
ば
直
径
五
○
伽
、
あ
る
い
は
一
本
三
〇
〇
万
円
と
か
五
〇
〇
万
円
の
樹
木
と
い

う
こ
と
で
、
今
回
も
そ
う
し
た
樹
木
を
準
備
し
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
伽
羅
は

一
本
で
一
、
0
0
0
万
円
と
い
う
も
の
も
契
約
し
て
い
ま
す
。
ど
う
せ
つ
く
る
な

ら
ば
、
三
〇
〇
年
、
五
〇
〇
年
後
に
残
せ
る
よ
う
な
町
づ
く
り
、
公
園
づ
く
り
を

目
指
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
た
だ
補
助
対
象
の
制
度
に
よ
る
施
設
を
つ
く
っ
た

だ
け
で
は
間
に
合
わ
せ
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。

そ
ん
な
こ
と
を
考
え
な
が
ら
や
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
町
を
な
が
め
て
も
楽
し

い
。
あ
る
い
は
、
私
の
町
は
そ
ば
が
お
い
し
く
て
、
そ
ば
屋
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
け
れ
ど
も
、
食
べ
物
も
非
常
に
お
い
し
い
。
あ
る
い
は
、
見
る
べ
き
文
化
も
非

常
に
あ
る
。
見
て
も
味
わ
っ
て
も
い
い
と
い
う
町
の
文
化
の
情
報
を
提
供
し
な
が

ら
、

｢道
の
駅
｣
を
一
つ
の
拠
点
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
紹
介
し
、
町
に

と
ど
ま
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
な
見
が
い
の
あ
る
町
づ
く
り
を
し
て
い
か
な
く
て
は

い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
。
こ
ん
な
こ
と
で
い
ま
構
想
を
つ
く

っ
て
お
り
ま
す
。

施
設
そ
の
も
の
は
三
階
建
て
で
、
延
べ
一
、
○
○
○
姪
ぐ
ら
い
で
す
が
、
一
階

は
物
産
の
販
売
、
二
階
は
最
上
川
の
動
植
物
、
地
場
産
業
、
観
光
地
の
紹
介
、
三

階
は
三
六
〇
度
ガ
ラ
ス
張
り
に
し
て
、
全
部
展
望
が
き
く
よ
う
な
施
設
に
し
た
い

と
い
う
こ
と
で
、
い
ま
構
想
を
固
め
て
い
る
段
階
で
す
。

山
形

町
の
文
化
を
ぜ
ひ
お
知
ら
せ
し
た
い
、
バ
イ
パ
ス
的
な
道
路
と
か
交
通

網
の
な
か
で
、
ぜ
ひ
町
に
と
ど
ま

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
お
話
が
ご
ざ
い
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
、
残
地
を
う
ま
く
利
用
し
な
が
ら
付
帯
の
施
設
を
整
備
さ
れ
て

い
る
様
子
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

へ

お
台
場
公
園
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

〉

山
形

次
に
、
鳥
取
県
大
栄
町
か
ら

｢お
台
場
公
園
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
｣
と
い

う
か
た
ち
で
運
営
さ
れ
て
お
り
ま
す
、
町
長
の
前
田
八
郎
さ
ん
か
ら
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

前
田

鳥
取
県
と
い
い
ま
す
と
、
皆
さ
ん
は
、
大
山
、
鳥
取
砂
丘
、
松
葉
が
に

を
思
い
起
こ
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
鳥
取
県
西
瓜
は
こ
れ
か
ら
松
葉
が

に
に
匹
敵
す
る
一
つ
の
商
品
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の

西
瓜
の
産
地
が
大
栄
町
で
す
。
全
国
で
も
い
ち
ば
ん
甘
く
て
お
い
し
い
西
瓜
だ
と

い
う
評
価
を
得
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
砂
丘
畑
で
生
産
す
る
長
い
も
の
産
地
で
し

て
、
こ
れ
は
西
日
本
で
た
だ
大
栄
町
だ
け
で
す
。
そ
う
い
う
農
業
の
町
で
し
て
、

鳥
取
県
の
ち
ょ
う
ど
中
央
部
に
位
置
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
た
い
へ
ん
な
だ
ら
か
な

町
で
、
面
積
は
三
六
嬬
、
農
地
は
だ
い
た
い
四
〇
数
%
で
す
。

町
の
活
性
化
の
た
め
に
お
台
場
と
い
う
史
跡
を
活
用
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
幕

末
に
外
国
船
に
対
す
る
砲
台
が
築
か
れ
た
と
こ
ろ
で
、
原
型
が
そ
の
ま
ま
残
っ
て

お
り
ま
し
て
、
大
砲
を
七
門
据
え
つ
け
て
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
砲
激
戦
を
交
え

る
こ
と
な
く
し
て
明
治
維
新
を
迎
え
た
わ
け
で
す
が
、
そ
の
お
台
場
公
園
を
中
心
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田前

に
し
て
町
の
活
性
化
を
図
り
た
い
と
い
う
こ
と
で
、

｢お
台
場
公
園
事
業
｣
を
実

施
い
た
し
ま
し
て
、
平
成
三
年
度
に
完
成
い
た
し
ま
し
た
。

お
台
場
史
跡
を
中
心
と
し
て
、
だ
い
た
い
一
0
m
あ
り
ま
し
て
、
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
、
多
目
的
広
場
、
子
供
の
遊
び
場
を
兼
ね
備
え
、
駐
車
場
は
四
〇
〇
台
で
、
日

本
海
に
面
す
る
公
園
で
す
。
も
ち
ろ
ん
キ
ャ
ン
プ
場
も
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
は
役
場
の
前
、
町
の
中
央
部
を
通
っ
て
お
り
ま
し
た
国
道

九
号
は
、
た
い
へ
ん
交
通
量
が
増
え
て
き
ま
し
て
、
お
台
場
公
園
に
バ
イ
パ
ス
が

開
通
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
開
通
が
た
ま
た
ま
お
台
場
公
園
の
開
園
と

一
緒
に
な
り
ま
し
た
。

私
は
、
建
設
省
倉
吉
工
事
事
務
所
に
出
か
け
ま
し
て
、
所
長
さ
ん
、
な
ん
と
か

お
台
場
公
園
の
活
性
化
の
た
め
に
駐
車
場
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
け
な
い
だ
ろ
う
か
、

と
提
案
を
い
た
し
ま
し
た
。
所
長
さ
ん
は
た
い
へ
ん
ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
し
て
、

頑
張
っ
て
や
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
当
時
の
地
建
局
長
に
た
い
へ
ん
な
ご
配
慮
を

い
た
だ
き
ま
し
て
、
よ
し
、
そ
れ
な
ら
つ
く

っ
て
や
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
で

｢道

の
駅
｣
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
お
台
場
公
園
の
開
園
、
町
の
活
性
化
、
こ
れ
に
さ

ら
に
活
性
化
を
与
え
て
や
ろ
う
と
い
う
深
い
ご
理
解
の
下
に
で
き
た
の
が
大
栄
町

の

｢道
の
駅
｣
で
す
。

こ
れ
は
平
成
四
年
四
月
に
開
設
し
て
お
り
ま
す
が
、
四
二
a
ば
か
り
の
立
派
な

駐
車
場
が
あ
り
ま
し
て
、
普
通
車
五
〇
台
、
大
型
車
一
四
台
ぐ
ら
い
入
れ
ま
す
。

立
派
に
公
園
化
さ
れ
ま
し
て
、
立
派
な
街
灯
も
つ
け
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

四
二
a
ほ
ど
は
建
設
省
で
購
入
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
土
地
の
区
画
が
立
派

に
な
り
ま
す
の
で
、
三
一a
を
町
で
購
入
し
ま
し
て
、
六
0
a
の
敷
地
で

｢道
の

駅
｣
を
開
設
し
ま
し
た
。
建
設
省
が
購
入
し
た
と
こ
ろ
が
駐
車
場
で
、
町
が
購
入

し
た
一
一
言

の
敷
地
に
、
町
営
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
を
一
億
二
、
○
○
0
万
円
ば

か
り
か
け
ま
し
て
建
設
し
ま
し
た
。
そ
こ
に
商
工
会
系
統
の
お
台
場
観
光
株
式
会

社
、
農
協
系
統
の
㈱
大
栄
共
同
開
発
の
二
つ
を
設
立
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
二
つ

の
株
式
会
社
に
町
営
の
建
物
を
貸
し
ま
し
て
、
そ
こ
で
経
営
し
て
い
ま
す
。
建
設

省
、
町
、
商
工
会
系
統
･
農
協
系
統
の
株
式
会
社
の
三
者
で
経
営
し
て
い
る
わ
け

で
す
。

こ
れ
ま
で
は
J
R
の
駅
が
町
の
玄
関
で
し
た
け
れ
ど
も
、
ち
ょ
う
ど
お
台
場
公

園
が
大
栄
町
の
中
央
で
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
国
道
の
｢道
の
駅
｣
が
大
栄
町
の

表
玄
関
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
こ
か
ら
役
場
庁
舎
ま
で
は
約
一
キ
ロ
あ
り

ま
す
の
で
、
そ
の
道
路
の
開
発
を
現
在
実
施
中
で
す
。
そ
う
い
う
こ
と
で
、
こ
こ

を
大
栄
町
の
表
玄
関
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

お
台
場
公
園
を
開
設
し
ま
し
て
か
ら
、
来
訪
者
が
年
間
一
二
万
四
、
0
0
0
名

ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
今
年
の
平
成
四
年
四
月
か
ら
一
〇
月
ま
で
の
七
カ
月
間
で
だ

い
た
い
一
七
万
五
、
0
0
0
名
ほ
ど
を
数
え
て
お
り
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
を

訪
れ
た
お
客
さ
ん
は
三
万
五
、
0
0
0
名
、
一
カ
月
に
七
、
0
0
0
名
と
と
ら
え

て
お
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
先
ほ
ど
申
し
上
げ
ま
し
た
大
栄
町
西
瓜
、
長
い
も
を

提
供
し
、
ま
た
、
鳥
取
県
で
い
ち
ば
ん
農
業
の
盛
ん
な
野
菜
ど
こ
ろ
で
す
の
で
、

新
鮮
な
野
菜
を
ど
ん
ど
ん
販
売
し
て
お
り
ま
す
。
こ
う
い
う
状
態
で
、
両
会
社
と

も
現
在
黒
字
経
営
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
次
第
で
す
。

私
は
、

｢道
の
駅
｣
の
内
容
改
善
を
図
り
ま
し
て
、
そ
し
て
、
大
栄
町
の
活
性

化
を
将
来
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
農
協
系
統
、
商
工
会
系
統
で
イ
ベ
ン

ト
を
考
え
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
現
在
実
施
し
て
い
る
よ
う
な
次
第
で
す
。
お
台
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場
公
園
の
ほ
う
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
ま
し
て
は
、
七
月
上
旬
に
、
す
い
か
･
な
が
い

も
健
康
マ
ラ
ソ
ン
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
参
加
者
が
五
、
○
○
0
人
、
県
外

か
ら
の
参
加
者
が
二
千
数
百
人
と
、
西
日
本
で
は
一
番
に
ぎ
や
か
な
健
康
マ
ラ
ソ

ン
大
会
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
一
つ
提
案
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
立
派
な

｢道

の
駅
｣
を
開
設
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
、
私
は
非
常
に
感
謝
し
て
お
り
ま

す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
か
ら
は

｢道
の
駅
｣
の
開
設
を
組
織
化
し
、
国
道
の
グ
ル
ー

フ
と
か
中
国
管
内
あ
る
い
は
全
国
組
織
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
い
て
、
情
報
交
換
の

改
善
を
し
、
各
々
の

｢道
の
駅
｣
が
発
展
す
る
よ
う
に
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま

す
。山

形

国
、
県
、
町
が
共
同
し
て

｢道
の
駅
｣
を
つ
く
っ
て
い
っ
た
た
い
へ
ん

い
い
例
だ
と
思
い
ま
す
。
町
の
中
で
商
工
と
か
農
業
の
方
た
ち
が
一
緒
に
な
っ
て

｢道
の
駅
｣
を
運
営
し
て
い
く
と
い
っ
た
方
向
で
の
い
い
例
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
か
ら
、
町
の
新
し
い
玄
関
づ
く
り
と
い
っ
た
発
想
か
ら
も
、

｢道
の
駅
｣
の
い

い
点
を
述
べ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〈

マ
リ
ン
ド
リ
ー
ム
能
生

〉

山
形

引
き
続
き
ま
し
て
、
新
潟
県
能
生
町
か
ら

｢
マ
リ
ン
ド
リ
ー
ム
能
生
｣

と
い
う
こ
と
で
、
能
生
町
の
助
役
の
室
橋
隆
さ
ん
に
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

室
橋

｢
マ
リ
ン
ド
リ
ー
ム
能
生
｣
の
い
わ
れ
で
す
が
、
私
た
ち
の
と
こ
ろ
は

国
道
八
号
に
沿
っ
て
、
都
市
公
園
で
あ
り
ま
す
能
生
の
海
洋
公
園
一
帯
の
愛
称
と

し
て

｢
マ
リ
ン
ド
リ
ー
ム
能
生
｣
と
呼
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
の
町
は
新
潟
県
の
い
ち
ば
ん
西
南
端
で
あ
り
ま
し
て
、
富
山
市
、
長
野

市
、
長
岡
市
か
ら
は
約
一
〇
〇
キ
ロ
、
新
潟
市
、
金
沢
市
か
ら
一
五
〇
キ
ロ
の
と

こ
ろ
に
あ
り
ま
す
、
人
□
一
万
二
、
0
0
0
八
程
度
の
小
さ
な
町
で
あ
り
ま
す
が
、

海
や
山
な
ど
自
然
が
非
常
に
豊
か
で
あ
り
ま
し
て
、
四
季
の
変
化
は
明
瞭
で
す
が
、

反
面
、
冬
季
間
は
非
常
に
自
然
の
厳
し
さ
が
見
ら
れ
る
わ
け
で
す
。

昭
和
六
三
年
に
北
陸
自
動
車
道
の
全
通
な
ど
、
高
速
交
通
体
系
の
整
備
が
さ
れ

ま
し
て
、
そ
れ
と
前
後
し
て
、
町
で
実
施
い
た
し
て
お
り
ま
す
温
泉
開
発
や
海
洋

公
園
の
整
備
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
活
性
化
の
た
め
の
基
盤
の
充
実
に
よ
り
、
地

域
の
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

｢
マ
リ
ン
ド
リ
ー
ム
能
生
｣
は
能
生
漁
港
に
隣
接
し
て
国
道
八
号
に
接
し
た
海

岸
部
を
、
北
陸
自
動
車
道
の
建
設
時
に
ト
ン
ネ
ル
の
ズ
リ
が
出
ま
し
た
の
で
、
約

四
万
六
、
0
0
0
が
を
埋
め
立
て
て
、
約
五
･
六
如
の
公
有
地
を
造
成
し
た
わ
け

で
す
。
そ
れ
に
合
わ
せ
て
丘
陵
部
三
一如
を
入
れ
ま
し
て
、
海
洋
公
園
全
体
が
一

七

･
六
姫
に
な

っ
て
お
り
ま
し
て
、
こ
れ
を
通
称

｢
マ
リ
ン
ド
リ
ー
ム
能
生
｣
と

呼
ば
せ
て
い
た
だ
い
て
た
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
自
動
車
道
の
厄
介
者
の
ズ
リ

を
利
用
す
る
、
町
が
公
有
地
を
つ
く
り
た
か
っ
た
、
国
道
の
線
形
を
改
良
し
た
い
、

と
い
う
よ
う
な
三
つ
の
事
業
が
連
携
し
て
、
う
ま
く
い
っ
た
例
で
は
な
い
か
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
公
園
は
い
ろ
い
ろ
な
施
設
が
集
中
し
て
整
備
さ
れ
て
お
り
ま
す
複
合
施
設

で
す
が
、
天
気
の
よ
い
日
に
は
遠
く
は
能
登
の
山
々
あ
る
い
は
佐
渡
を
望
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。
山
形
県
境
か
ら
親
不
知
に
至
る
約
三
〇
〇
キ
ロ
に
及
ぶ
新
潟
県
の

長
大
な
海
岸
線
で
し
て
、
夕
日
の
美
し
さ
と
と
も
に
、
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
や
ド
ラ

イ
ブ
の
好
条
件
を
備
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
潟
県
で
は
日
本
海
沿
い
の
国
道
を

広
域
観
光
ル
ー
ト
と
い
う
こ
と
で
、
日
本
海
夕
日
ラ
イ
ン
と
い
う
こ
と
で
設
定
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
施
設
の
設
備
や
イ
ベ
ン
ト
等
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

能
生
町
の
観
光
物
産
セ
ン
タ
ー
の
こ
と
で
す
が
、
海
洋
公
園
の
中
心
的
施
設
が

株
式
会
社
能
生
町
観
光
物
産
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
ま
し
て
、
能
生
町
は
古
く
か
ら
海

と
深
く
か
か
わ
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
ら
の
特
性
を
生
か
し
、
主
要
産
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業
で
あ
り
ま
す
漁
業
あ
る
い
は
回
船
業
で
に
ぎ
わ
っ
た
歴
史
等
を
紹
介
す
る
と
と

も
に
、
か
に
、
鮮
魚
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
の
味
覚
や
特
産
物
を
ふ
ん
だ
ん
に
提

供
し
な
が
ら
商
工
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
し
た
施
設
で
す
。

広
域
的
に
見
ま
す
と
、
県
西
部
に
お
け
る
広
域
観
光
ル
ー
ト
の
拠
点
で
あ
る
と

と
も
に
、
北
陸
道
沿
線
で
の
一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
町
内
で

見
れ
ば
、
い
ろ
い
ろ
な
温
泉
の
開
発
等
に
合
わ
せ
ま
し
て
、
ス
キ
ー
場
な
ど
、
施

設
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
中
心
施
設
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
設
置
主
体
に
つ
き
ま
し
て
は
、
い
ま
ま
で
お
話
し
ま
し
た
よ
う
に
、
能
生

町
が
五
○
%
出
資
し
ま
し
た
第
三
セ
ク
タ
ー
で
、
株
式
会
社
能
生
町
観
光
物
産
セ

ン
タ
ー
が
管
理
、
運
営
に
当
た
っ
て
お
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
社
長
は
町
長
で

ご
ざ
い
ま
し
て
、
町
か
ら
二
人
の
職
員
を
派
遣
し
て
、
会
社
の
職
員
と
七
名
で
運

営
に
当
た
っ
て
お
り
ま
す
。
施
設
の
運
営
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
物
産
販
売
店
と

海
の
展
示
室
は
直
営
で
行
っ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
以
外
の
店
に
つ
き
ま

し
て
は
、
一
九
の
町
内
の
業
者
が
テ
ナ
ン
ト
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に
営
業
を

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
全
体
の
運
営
の
基
本
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
国
道
八
号

の
オ
ア
シ
ス
と
し
て
、
皆
さ
ん
か
ら
信
頼
し
て
い
た
だ
け
る
事
を
目
標
に
、
明
る

く
き
れ
い
で
親
し
み
の
あ
る
施
設
運
営
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
し
、

ま
た
、
町
の
顔
と
し
て
、
付
近
の
観
光
案
内
や
道
路
案
内
な
ど
、
情
報
提
供
を
行

っ
て
お
り
ま
し
て
、
利
用
者
か
ら
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

室橋 隆氏

利
用
の
状
況
で
す
が
、
平
成
三
年
度
に
は
年
間
約
五
六
万
人
の
利
用
客
が
あ
り

ま
し
て
、
そ
の
半
分
は
七
月
、
八
月
の
海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
、
お
盆
の
帰
省
シ
J
ズ

ン
に
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
来
訪
地
域
と
し
ま
し
て
は
、
京
阪
神

地
域
、
あ
る
い
は
県
内
を
除
け
ば
長
野
県
、
富
山
県
か
ら
の
利
用
が
約
四
0
%
ぐ

ら
い
に
な
っ
て
お
り
ま
し
て
、
こ
こ
に
も
道
路
の
多
面
的
な
意
味
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

以
上
、
能
生
町
と

｢
マ
リ
ン
ド
リ
ー
ム
能
生
｣
に
つ
い
て
、
概
要
と
そ
の
効
果

に
つ
い
て
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
最
後
に

｢道
の
駅
｣
と
し
て
連
携
す
る

こ
と
に
よ
る
期
待
に
つ
い
て
、
少
し
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

先
ほ
ど
申
し
述
べ
ま
し
た
日
本
海
夕
日
ラ
イ
ン
の
よ
う
に
、
一
本
の
ラ
イ
ン
で
見

れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
駅
が
特
性
を
生
か
し
、
ほ
か
の
駅
と
機
能
を
補
完
し
合
い
な

が
ら
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、
点
と
線
が
面
と
広
が
り
、
地
域
全
体
に
大
き
な
魅

力
と
活
力
を
生
み
出
す
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
高
齢
者
の
ド
ラ
イ
バ
ー
、
あ
る
い
は
若
年
の
女
性
ド
ラ

イ
バ
ー
の
割
合
が
多
く
な
る
と
予
想
さ
れ
て
お
り
ま
し
て
、
高
速
道
路
に
は
一
定

間
隔
で
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
や
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
非
常
に

安
心
し
て
走
行
で
き
る
わ
け
で
す
が
、
一
般
道
路
に
お
き
ま
し
て
も
、
統
一
的
な

ロ
ゴ
や
統
一
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
等
を
使
用
い
た
し
ま
し
て
、
一
定
以
上
の
機
能
や
サ

ー
ビ
ス
を
持
つ
駅
が
あ
れ
ば
、
利
用
者
に
は
便
利
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

｢道
の
駅
｣
は
、
安
心
し
て
運
転
の
で
き
る
環
境
づ
く
り
と
、
地
域
の
個
性
を

生
か
し
た
出
会
い
の
場
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
く
も

の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
を
含
め
ま
し
た
整
備
の
拡
充
が
行
わ
れ
ま

す
こ
と
を
願
い
ま
し
て
、
簡
単
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
説
明
に
代
え
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

山
形

観
光
物
産
セ
ン
タ
ー
と
い
う
か
た
ち
で
、
う
ま
く
施
設
を
運
営
さ
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
そ
れ
か
ら
、
ト
ン
ネ
ル
の
ズ
リ
の
利
用
は
大
変
だ
っ



た
と
思
い
ま
す
。
用
地
の
問
題
は
非
常
に
大
き
な
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、

そ
う
い
う
点
で
は
非
常
に
う
ま
く
利
用
さ
れ
て
い
る
例
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
ほ

か
に
日
本
海
夕
日
ラ
イ
ン
な
ど
の
ご
提
示
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
ど
う
も
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

へ

ゆ
う
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

〉

山
形

第
三
の
セ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
地
域
活
性
化
と
道
路
設
備
、
さ
ら
に
は

｢道
の
駅
｣
の
役
割
、
重
要
性
と
い
っ
た
こ
と
を
テ
ー
マ
に
含
め
て
お
話
し
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

で
は
、
熊
本
県
の
小
国
で

｢ゆ
う
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
｣
を
運
営
さ
れ
て
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
、
町
長
さ
ん
の
宮
崎
陽
俊
さ
ん
に
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

宮
崎

｢ゆ
う
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
｣
が
誕
生
し
ま
し
た
経
緯
は
、
先
ほ
ど
、
街
道

の
駅
だ
っ
た
の
が
、
い
つ
の
間
に
か
鉄
道
に
駅
を
と
ら
れ
た
と
い
う
話
が
ご
ざ
い

ま
し
た
が
、
実
は
小
国
の
場
合
は
鉄
道
の
駅
だ
っ
た
の
を
道
路
の
駅
に
変
え
た
も

の
で
す
。
久
大
線
の
森
駅
か
ら
宮
原
線
と
い
う
鉄
道
が
走
っ
て
お
り
ま
し
て
、
そ

の
終
点
の
駅
が
肥
後
小
国
駅
だ
っ
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、
真
先
に
廃
止
受
け
入
れ

を
し
ま
し
た
。
廃
止
受
け
入
れ
を
積
極
的
に
し
ま
し
た
の
は
、
ク
ル
マ
社
会
の
流

れ
の
な
か
で
、
と
く
に
山
村
地
域
等
で
は
鉄
道
は
消
え
去
る
運
命
に
あ
る
の
だ
っ

た
ら
、
や
は
り
時
代
の
流
れ
に
即
し
た
か
た
ち
で
、
ク
ル
マ
社
会
に
沿
っ
た
か
た

ち
で
の
展
開
を
図
っ
て
い
っ
た
ほ
う
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
先

ほ
ど
の
道
路
状
況
か
ら
払
い
下
げ
を
受
け
ま
し
た
駅
跡
地
二
0
、
0
0
0
姪
に
バ

イ
パ
ス
を
組
み
込
む
こ
と
を
提
案
し
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
て
も
ら
い
ま
し
て
、
現

在
バ
イ
パ
ス
が
入
っ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
鉄
道
廃
止
と
と
も
に
転
換
交
付
金
と
い
う
国
鉄
の
補
助
金
が
交
付

さ
れ
ま
す
の
で
、
そ
の
補
助
金
一
億
円
を
使
い
ま
し
て
、
町
費
約
四
、
○
○
0
万

円
と
合
わ
せ
、
一
億
四
、
○
○
0
万
円
ぐ
ら
い
で
つ
く
り
ま
し
た
の
が

｢ゆ
う
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
｣
と
い
う
建
物
で
す
。
一
階
は
町
の
紹
介
を
す
る
情
報
コ
ー
ナ
ー
と

特
産
品
を
展
示
販
売
す
る
コ
ー
ナ
ー
、
二
階
は
町
民
の
た
め
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
な

っ
て
い
ま
す
。
町
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
建
物
、
通
り
か
か
っ
た
人
、
あ
る
い
は

小
国
町
を
訪
れ
た
人
に
最
初
に
訪
れ
て
も
ら
う
施
設
で
あ
る
と
と
も
に
、
町
民
の

人
た
ち
に
で
き
る
だ
け
日
常
的
に
出
入
り
し
て
も
ら
っ
て
、
そ
こ
を
訪
れ
た
人
と

触
れ
合
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
気
持
ち
も
、
そ
の
建
物
に
込
め
ら
れ
て
お
り
ま

し
て
、
オ
J
プ
ニ
Z
グ
の
と
き
に
は
結
婚
式
も
や
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
駅
跡
地

は
現
在
は

｢ゆ
う
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
｣
関
係
で
三
分
の
一
し
か
活
用
さ
れ
て
お
り
ま

せ
ん
の
で
、
今
後
三
分
の
二
の
活
用
を
図
っ
て
い
く
予
定
で
お
り
ま
す
。
建
設
省

に

｢手
づ
く
り
郷
土
賞
｣
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
賞
も
も
ら
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
は
町
の
活
性
化
の
取
り
組
み
と
当
然
関
係
し
て
く
る
わ
け
で
、
五
九
年

の
鉄
道
が
廃
止
さ
れ
、
六
一
年
か
ら
六
二
年
に
か
け
て

｢ゆ
う
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
｣

が
誕
生
し
た
わ
け
で
す
が
、
六
〇
年
か
ら
小
国
町
は

｢悠
木
の
里
づ
く
り
｣
と
い

う
町
づ
く
り
を
始
め
て
お
り
ま
す
。
悠
久
の
年
輪
を
刻
む
小
国
杉
、
悠
然
た
る
大

自
然
、
悠
々
と
噴
き
上
げ
る
温
泉
あ
る
い
は
地
熱
と
い
っ
た
、
小
国
の
資
源
、
特

性
を
活
用
し
て
町
づ
く
り
を
行
っ
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
頭
文
字
の

｢悠
｣
を
と
り
ま
し
て

｢悠
木
の
里
｣
と
い
う
名
称
を
つ
け
ま
し
た
。
ゆ
う
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
の

｢ゆ
う
｣
は
平
仮
名
で
す
が
、

｢悠
木
の
里
づ
く
り
｣
の
関
連
の
名

称
で
す
。

ど
こ
に
関
係
が
あ
る
か
と
い
い
ま
す
と
、
木
造
立
体
ト
ラ
ス
と
い
う
、
小
国
杉

を
活
用
し
た
新
し
い
構
法
に
よ
る
木
造
の
建
物
で
、
写
真
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す

と
わ
か
り
ま
す
よ
う
に
、
と
て
も
木
造
と
は
見
え
な
い
と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
新
し

い
工
法
と
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
木
造
建
築
に
取
り
組
み
始
め
た
か
と
い
い
ま
す
と
、

鉄
道
か
ら
ク
ル
マ
社
会
へ
と
い
う
考
え
と
同
じ
よ
う
に
、
在
来
工
法
の
木
造
建
築

だ
け
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
ら
、
お
そ
ら
く
林
業
地
と
し
て
は
あ
ま
り
努
力
を
し
て
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い
る
ご
様
子
が
よ
く
わ
か
っ
て
、
貴
重
な
ご
意
見
だ
と
思
い
ま
す
。

へ

信
州
新
町
地
場
農
業
開
発
セ
ン
タ
ー

〉

山
形

引
き
続
き
ま
し
て
、
長
野
県
信
州
新
町
で

｢信
州
新
町
地
場
産
業
開
発

セ
ン
タ
ー
｣
を
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
、
事
業
局
次
長
の
宮
尾
栄
一
さ
ん
か
ら
お
話

を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

宮
尾

信
州
新
町
の
地
理
的
な
位
置
は
、
長
野
氏
と
松
本
市
を
国
道
一
九
号
が

結
ん
で
お
り
ま
す
が
、
だ
い
た
い
そ
の
中
間
地
に
当
た
る
と
こ
ろ
に
あ
り
、
人
口

は
約
七
、
五
〇
〇
人
で
、
人
ロ
が
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
く
過
疎
の
町
で
す
。

当

｢地
場
産
業
開
発
セ
ン
タ
ー
｣
も
オ
ー
プ
ン
し
て
約
五
年
間
が
経
過
い
た
し

ま
し
た
。
当
初
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
建
設
に
当
た
っ
て
は
、
地
元
住
民
、
議
会
等
の

方
々
か
ら
、採
算
面
、運
営
面
で
の
疑
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
お
蔭
様
で
、
昨
年

の
売
上
高
は
年
間
三
億
六
、
○
○
0
万
円
と
、
当
初
計
画
の
約
二
倍
を
達
成
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
セ
ン
タ
ー
の
一
番
の
目
的
で
し
た
地
域

活
性
化
の
拠
点
と
い
う
大
き
い
目
標
に
対
し
て
、
私
た
ち
も
、
地
元
の
農
家
の
方

が
つ
く
っ
て
い
る
農
産
物
を
何
と
か
表
に
出
し
て
あ
げ
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
私

た
ち
セ
ン
タ
ー
の
大
き
な
目
玉
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
地
元
農
家
が
朝
と
り
た
て

の
野
菜
を
毎
朝
私
た
ち
の
市
場
に
持
っ
て
き
ま
す
の
で
、
私
た
ち
職
員
一
同
で
、

市
場
に
対
し
て
は
か
な
り
格
安
の
値
段
で
お
客
様
に
サ
ー
ビ
ス
し
て
い
ま
す
。
そ

う
し
ま
す
と
、
町
を
訪
れ
る
お
客
様
に
も
好
評
で
す
し
、
地
元
農
家
の
方
も
、
自

分
達
の
手
づ
く
り
の
野
菜
で
お
金
が
取
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
地
域
住
民
に
も
観

光
客
の
皆
さ
ん
に
も
い
い
し
、
信
州
新
町
の
観
光
P
R
に
も
大
き
く
つ
な
が
り
ま

し
た
。
そ
れ
が
い
ち
ば
ん
大
き
い
収
穫
で
す
。

ま
た
、
都
市
と
農
村
の
接
点
と
い
う
こ
と
で
、
地
元
の
わ
さ
び
、
梅
、
り
ん
ご

な
ど
を
使
っ
た
加
工
品
に
着
手
い
た
し
ま
し
て
、
現
在
一
○
品
目
ほ
ど
の
新
製
品

い
な
い
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
た
わ
け
で
す
。
非
常
に
高

度
な
工
業
化
社
会
の
な
か
で
の
す
ば
ら
し
い
建
設
用
材
と
の
組
み
合
わ
せ
、
あ
る

い
は
ハ
イ
テ
ク
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
た
デ
ザ
イ
ン
や
、
安
全
性
を
示
す
と
い

っ
た
ソ
フ
ト
と
の
組
み
合
わ
せ
を
、
小
国
の
杉
と
と
も
に
積
極
的
に
採
り
入
れ
て

い
こ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
れ
と
と
も
に
、
そ
う
い
う
取
り
組
み
を
、
農
業
を
や
っ
て
い
る
人
た
ち
、
林

業
を
や
っ
て
い
る
人
た
ち
、
商
業
を
営
ん
で
い
る
人
た
ち
、
工
場
生
産
で
、
た
と

え
ば
縫
製
を
し
て
い
る
人
た
ち
に
、
積
極
的
に
自
分
の
仕
事
を
も
う
一
度
考
え
直

し
て
、
新
し
い
展
開
を
図

っ
て
い
っ
て
も
ら
う
き

っ
か
け
に
し
た
い
と
い
う
こ
と

も
込
め
ら
れ
た

｢ゆ
う
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
｣
の
誕
生
で
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

現
在
、
町
の
直
営
で
す
が
、
実
質
的
に
は
、
三
五
歳
ぐ
ら
い
の
青
年
に
チ
ー
フ

と
し
て
委
託
し
一
〇
名
ぐ
ら
い
が
働
い
て
お
り
ま
す
。
あ
ま
り
売
上
に
は
こ
だ
わ

っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
年
間
一
億
一
、
0
0
0
円
か
ら
一
億
二
、
○
○
0
万
円
ぐ
ら

い
の
特
産
品
販
売
で
、
経
営
は
順
調
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、

｢ゆ
う
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
｣
の
姿
は
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
変
わ
っ
て
い
っ
て
も
い
い
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
以
上
で
す
。

山
形

町
の
シ
ン
ボ
ル
、
訪
れ
た
人
と
の
語
り
合
い
、
イ
ベ
ン
ト
と
い
う
よ
う

な
か
た
ち
で
、
小
国
は
鉄
道
の
駅
に
代
わ
っ
て
、
新
し
い
顔
づ
く
り
に
励
ま
れ
て

概宮崎 俊氏
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宮尾 栄一氏

等
を
開
発
し
ま
し
た
。
梅
の
ジ
ュ
ー
ス
、
り
ん
ご
の
ジ
ャ
ム
等
、
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
が
、
そ
れ
ら
も
順
調
に
市
場
に
の
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

私
た
ち
が
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
、
つ
い
て
い
ち
ば
ん
気
を
遣
っ
た
点
は
、
普
通

の
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
と
は
違
い
、
町
が
五
0
%
出
資
し
て
い
る
第
三
セ
ク
タ
ー
の
会

社
で
す
か
ら
、
ま
ず
、
信
州
新
町
と
い
う
名
前
を
売
る
と
同
時
に
、
お
客
様
に
対

し
て
は
真
心
を
も
っ
て
サ
ー
ビ
ス
を
す
る
こ
と
で
す
。
前
に
お
話
し
に
な
っ
た
方

が

｢心
の
駅
｣
と
言
わ
れ
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
や
は
り
真
心
が
私
た
ち
の
い
ち
ば

ん
の
サ
ー
ビ
ス
点
で
、
そ
の
真
心
の
サ
ー
ビ
ス
が
、
五
年
経
過
し
て
順
調
に
推
移

し
て
い
る
こ
の
セ
ン
タ
ー
の
姿
で
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

こ
の
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
職
員
は
男
子
が
三
名
、
女
子
は
物
産
販

売
で
四
名
、
地
域
の
特
産
の
そ
ば
と
お
や
き
の
試
食
コ
ー
ナ
ー
で
五
名
ず
つ
パ
ー

ト
の
人
が
働
い
て
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
の
運
営
面
で
す
が
、
ト
イ
レ
と
駐
車
場
は
二
四
時
間
オ
ー
プ
ン
し
て

お
り
ま
す
。
と
く
に
ト
イ
レ
で
は
、
落
書
き
に
気
を
つ
け
、
特
に
清
潔
に
と
い
う

こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
、
い
つ
も
管
理
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

｢道
の
駅
｣
が

ど
ん
ど
ん
広
ま
る
に
つ
れ
て
、
管
理
･
運
営
は
ど
こ
で
も
い
ち
ば
ん
大
き
な
問
題

に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
建
設
省
の
皆
さ
ん
と
私
た
ち
と
本

当
に
ガ
ッ
チ
リ
と
手
を
組
ん
で
、
な
ん
と
か

｢道
の
駅
｣
と
い
う
名
に
ふ
さ
わ
し

い
、
皆
さ
ん
の
憩
い
の
場
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

山
形

最
初
に
採
算
性
と
か
運
営
と
い
う
話
は
ど
う
な
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
、

い
ま
ま
で
お
話
を
ず
っ
と
聞
い
て
お
り
ま
す
と
、
け
っ
こ
う

｢道
の
駅
｣
は
み
ん

な
う
ま
く
い
っ
て
い
る
な
と
い
う
印
象
を
受
け
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の

へ
ん
は
、
い
い
例
ば
か
り
を
拾

っ
て
い
る
の
か
な
と
い
う
気
も
し
な
い
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
道
路
と
い
う
か
た
ち
で
、
川
に
た
く
さ
ん
魚
が
泳
い
で
い
る
の
を
う

ま
く
釣
り
上
げ
る
の
が
地
元
の
知
恵
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
知
恵
の

絞
り
が
い
の
あ
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

も
う
一
つ
、
ト
イ
レ
の
お
話
が
出
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
々
は

道
を
愛
す
る
、
し
た
が
っ
て
、
そ
の
休
憩
施
設
で
あ
る
ト
イ
レ
も
愛
す
る
、
と
い

う
か
た
ち
に
、
ド
ラ
イ
バ
ー
と
運
営
者
の
地
元
の
方
々
が
結
ば
れ
て
い
く
、
心
を

通
い
合
わ
せ
て
い
く
と
い
う
と
こ
ろ
も
、

一
つ
の

｢道
の
駅
｣
の
役
割
な
の
か
な

と
い
う
気
が
し
て
お
り
ま
し
た
。

へ

喜
茂
別
町
営
中
山
峠
健
民
セ
ン
タ
ー

〉

山
形

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
北
海
道
の
喜
茂
別
町
で

｢喜
茂
別
町
営
中
山
峠

健
民
セ
ン
タ
ー
｣
を
運
営
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
、
町
長
の
津
谷
正
明
さ
ん

か
ら
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

津
谷

喜
茂
別
町
は
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
と
馬
鈴
薯
が
特
産
品
の
町
で
し
て
、
ま
た
、

日
本

一
速
い
ゲ
レ
ン
デ
ス
キ
ー
場
が
こ
の
二
四
日
に
オ
ー
プ
ン
し
て
お
り
ま
す
。

人
口
は
三
、
二
〇
〇
人
と
い
う
非
常
に
小
さ
な
町
で
す
。

札
幌
市
の
隣
町
と
い
う
こ
と
だ
か
ら
で
し
ょ
う
か
、
交
通
量
は
全
道
一
と
い
う

こ
と
で
、
た
い
へ
ん
な
交
通
量
で
す
。
札
幌
市
か
ら
喜
茂
別
町
ま
で
一
時
間
三
〇

分
、
千
歳
か
ら
も
一
時
間
三
〇
分
ぐ
ら
い
で
、
洞
爺
湖
方
面
、
ニ
セ
コ
方
面
に
は

三
五
分
ぐ
ら
い
と
い
う
こ
と
で
、
交
通
ア
ク
セ
ス
に
は
た
い
へ
ん
恵
ま
れ
て
い
ま

し
て
、
国
道
二
三
〇
号
と
二
七
六
号
が
町
内
で
交
差
し
て
お
り
ま
し
て
、
交
通
の
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要
衝
に
な
っ
て
い
る
町
で
す
。
と
り
わ
け
国
道
二
三
〇
号
沿
い
に
位
置
し
、
札
幌

市
に
隣
接
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
中
山
峠
が
あ
り
ま
し
て
、
こ
こ
を
通
過
す
る
五
六

〇
万
の
方
が
い
る
わ
け
で
す
が
、
そ
の
六
割
の
三
六
〇
万
ぐ
ら
い
の
方
が
、
観
光

客
と
し
て
私
ど
も
の
施
設
に
立
ち
寄
っ
て
く
れ
て
い
る
と
い
う
状
況
で
す
。
本
当

に
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

現
在
、
頂
上
で

｢中
山
峠
健
民
セ
ン
タ
ー
｣
を
町
直
営
で
運
営
し
て
お
り
ま
し

て
、
九
○
人
の
職
員
で
年
間
約
一
三
億
円
の
商
売
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ホ
テ
ル
、
物
産
館
、
休
憩
所
、
ス
キ
ー
場
を
や
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
利
用
を
見

る
と
き
に
、
駐
車
場
や
ト
イ
レ
の
グ
レ
ー
ド
が
問
題
に
な
り
ま
す
。
今
日
の
旅
行

者
の
価
値
観
が
変
わ
っ
た
と
い
う
か
、
ニ
ー
ズ
に
変
化
が
出
て
き
た
と
い
う
か
、

そ
う
い
う
こ
と
に
十
分
お
応
え
で
き
て
い
る
か
な
と
考
え
ま
す
と
、
そ
う
で
な
い

な
と
日
々
反
省
し
て
い
る
こ
と
ろ
で
す
。

旅
行
者
に
で
き
る
だ
け
快
適
な
旅
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
い
ま
ま
で
は
ク

ル
マ
を
止
め
て
何
か
を
食
べ
る
た
め
に
休
憩
す
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
と
思
う
ん

で
す
が
、
よ
く
見
て
い
ま
す
と
、
こ
の
ご
ろ
は
目
や
耳
か
ら
入
っ
て
く
る
色
と
か

音
を
柱
と
し
た
も
の
を
、
休
憩
の
と
き
に
求
め
て
い
る
旅
行
客
が
多
い
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

駐
車
場
や
ト
イ
レ
は
た
い
へ
ん
整
備
さ
れ
な
い
と
い
け
な
い
の
で
す
が
、
も
う

一
つ
、
非
常
に
自
由
な
空
間
が
あ
っ
て
い
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
こ
の
地
域
に
し
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正津谷 正明氏

か
な
い
施
設
で
す
ね
。
中
山
峠
の
開
拓
の
歴
史
を
見
ま
す
と
、
か
つ
て
駅
逓
と
い

う
の
が
あ
り
ま
し
て
、
行
商
の
人
が
寄
り
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
で
い
ろ
い
ろ
な
情

報
交
換
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
も
う
一
つ
、
新
聞
社
が
伝
書
鳩
の
中
継
点
を
そ
こ

に
持
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
歴
史
か
ら
、
三
年
ぐ
ら
い
前
か
ら

交
通
博
物
館
を
つ
く
っ
て
い
こ
う
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
話
を
進
め
て
い
た
わ
け
で

す
。
そ
う
い
う
も
の
を
付
加
し
て
、
で
き
る
だ
け
の
サ
ー
ビ
ス
を
旅
行
者
に
提
供

し
て
い
き
た
い
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
、
い
ま
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
し
て
い
る
わ
け

で
す
。

ま
た
、
四
年
前
か
ら
私
ど
も
の
が
町
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
大
き
な
仕
事

が
あ
り
ま
す
。
町
民
の
善
意
を
何
と
か
実
現
さ
せ
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
と
く
に

支
笏
湖
方
面
か
ら
来
る
道
路
を
中
心
に
し
て
、
国
道
二
七
六
号
の
沿
線
三
キ
ロ
ぐ

ら
い
に
ず
っ
と
花
を
植
え
て
、
通
る
方
々
に
安
ら
ぎ
を
感
じ
て
い
た
だ
き
、
安
全

運
転
を
し
て
い
た
だ
こ
う
と
い
う
こ
と
で
や
っ
て
き
ま
し
た
。
開
発
局
さ
ん
の
ご

協
力
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
方
の
ご
協
力
を
得
て
、
い
ま
実
現
し
て
い
る
わ
け
で
す
が
、

こ
れ
を
フ
ラ
ワ
ー
ス
ト
リ
ー
ト
と
い
っ
て
、
見
事
に
つ
く
っ
て
お
り
ま
す
。
最
近

は
こ
こ
に
寄
っ
て
家
族
で
食
事
を
す
る
方
々
が
た
い
へ
ん
増
え
て
い
ま
す
。
今
日
、

国
道
の
役
割
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
心
を
伝
え
る
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
の
役
割
を
担

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
、
私
は
強
く
感

じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

北
海
道
は
、
数
年
前
の
国
鉄
改
革
に
よ
り
ま
し
て
多
く
の
駅
が
姿
を
消
し
て
い

ま
す
。
ご
存
じ
の
と
お
り
、
北
海
道
の
場
合
は
隣
町
に
行
く
ま
で
十
数
キ
ロ
、
遠

い
と
こ
ろ
で
は
二
〇
キ
ロ
以
上
も
距
離
が
あ
る
も
の
で
す
か
ら
、
国
鉄
の
駅
が
な

く
な
っ
た
の
は
た
い
へ
ん
寂
し
い
し
、
産
業
構
造
も
相
当
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
と
く
に
国
道
の
整
備
が
強
く
叫
ば
れ
て
い
ま
す
し
、
道
路
沿
い
に
ゆ
と

り
の
ス
ペ
ー
ス
を
と
い
う
こ
と
で
、
国
鉄
に
駅
が
あ
っ
た
よ
う
に
、
道
路
に
駅
が

あ
っ
て
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
と
い
う
話
が
た
く
さ
ん
出
て
き
た
わ
け
で
す
。
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北
海
道
は
寒
さ
が
と
て
も
厳
し
く
、
降
雪
も
五
m
を
超
え
、
い
ま
ご
ろ
は
路
面

が
凍
結
し
て
い
る
の
で
、
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
を
使
っ
て
い
ま
す
。
私
の
町
で
も
だ

い
た
い
九
割
り
の
方
々
が
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
を
使
っ
て
い
ま
す
。
吹
雪
の
と
き
は

前
が
ほ
と
ん
ど
見
え
ま
せ
ん
の
で
、
二
〇
キ
ロ
の
道
の
り
で
四
時
間
ぐ
ら
い
か
か

り
ま
す
。
一
〇
年
ぐ
ら
い
前
ま
で
は
、
風
も
強
く
雪
も
多
い
と
い
う
吹
雪
の
な
か

で
、
ク
ル
マ
が
峠
を
上
が
れ
な
く
て
、
男
性
が
運
転
し
て
女
性
が
後
ろ
か
ら
押
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
が
あ

っ
た
わ
け
で
す
。

こ
れ
は
い
け
な
い
な
と
い
う
こ
と
で
町
営
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
を
置
い
て
、
何

と
か
応
え
て
い
こ
う
と
し
ま
し
た
。
地
元
の
町
の
呉
服
屋
さ
ん
に
は
タ
イ
ヤ
チ
ェ

ー
ン
を
置
い
て
い
た
だ
い
て
、
そ
の
間
で
ト
ラ
ブ
ッ
て
い
る
ク
ル
マ
に
つ
い
て
は

協
力
し
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
を
ず
っ
と
や
っ
て
き
た
の
で
す
が
、
町
営
で
ガ
ソ

リ
ン
ス
タ
ン
ド
を
や
り
ま
す
と
、
一
〇
年
ぐ
ら
い
前
で
す
と
、
四
五
歳
の
方
で
三

五
○
-
四
〇
〇
万
円
ぐ
ら
い
の
収
入
で
す
か
ね
。
そ
の
う
ち
半
分
ぐ
ら
い
が
赤
字

に
な
り
、
ご
指
摘
も
な
か
な
か
厳
し
い
の
で
、
ち
ょ
っ
と
ダ
メ
だ
な
と
い
う
こ
と

と
、
も
う

一
つ
、
道
路
が
非
常
に
整
備
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
、
今
日
は
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
は
や
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
将
来
は
中
継
点
と
し
て
し
っ
か
り
や

っ
て
い
き
た
い
な
と
い
う
考
え
方
は
持
っ
て
お
り
ま
す
。

北
海
道
は
い
ろ
い
ろ
な
特
別
の
事
情
が
あ
り
ま
し
て
、
私
ど
も
は
、

｢道
の

駅
｣
を
ぜ
ひ
国
と
一
緒
に
共
同
作
品
と
し
て
つ
く
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
わ
け
で
す
。
旅
行
者
に
安
ら
ぎ
を
与
え
た
い
と
い
つ
も
思
っ
て
お
り
ま
す
。

旅
行
者
に
道
路
情
報
を
的
確
に
積
極
的
に
知
ら
せ
て
い
き
た
い
。
そ
し
て
、

｢道

の
駅
｣
を
通
し
て
、
都
市
と
農
村
が
具
体
的
に
交
流
し
合
い
、
心
を
深
め
合
っ
て

い
き
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
強
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

北
海
道
は
特
殊
な
事
情
も
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
い
ま
町
が
自
分
た
ち
自
身
を

売
り
込
も
う
と
い
う
こ
と
で
、
各
町
村
は
頑
張
っ
て
お
り
、
私
の
と
こ
ろ
も
、
一

生
懸
命
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
と
こ
ろ
に
住
民
の
心
を
表
現
し
て
い

る
町
が
多
い
と
い
う
こ
と
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
私
の
感
じ
て
い
る

こ
と
で
お
話
を
終
わ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

山
形

中
山
峠
の
大
規
模
な
複
合
施
設
型
の

｢道
の
駅
｣
の
例
と
、
保
つ
べ
き

グ
レ
ー
ド
み
た
い
な
こ
と
に
少
し
触
れ
ら
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
も
う
一
つ
は

非
常
時
等
を
含
め
て
、
ま
さ
に
頼
り
に
な
る

｢道
の
駅
｣
と
い
っ
た
概
念
で
、
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
を
あ
え
て
や
っ
て
み
た
と
か
、
チ
ェ
ー
ン
の
販
売
を
す
る
と
か
、

そ
う
い
う
ご
協
力
も

｢道
の
駅
｣
が
背
負
う
一
つ
の
重
要
な
役
割
で
は
な
い
の
か

な
と
い
う
気
が
い
た
し
ま
す
。

へ
｢道
の
駅
｣
の
今
後
の
発
展
の
た
め
に
〉

山
形

こ
れ
で
各
パ
ネ
ラ
ー
の
ご
発
言
は
一
通
り
終
わ
り
ま
し
た
。
こ
の
機
会

で
す
の
で
、
ご
質
問
、
ご
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
ん
な

｢道
の

駅
｣
に
し
た
ら
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
賦主
愚
見
で
も
け
っ
こ
う
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
発
言
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

松
浦

き
ょ
う
は
、
各
地
方
の

｢道
の
駅
｣
を
運
営
し
て
お
ら
れ
る
皆
様
方
の

非
常
に
貴
重
な
ご
意
見
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
私
ど
も
、
非
常
に
参
考

に
な
り
ま
し
た
し
、
ま
た
、
こ
れ
か
ら

｢道
の
駅
｣
駅
を
つ
く
っ
て
い
い
こ
う
と

い
う
会
場
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
皆
さ
ん
に
も
非
常
に
参
考
に
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ

う
か
と
思
い
ま
す
。

用
地
の
問
題
で
も
、
河
川
敷
を
使
っ
た
り
、
残
土
処
理
場
を
使
っ
た
り
し
て
、

非
常
に
苦
労
さ
れ
た
り
、
地
元
の
特
徴
を
何
と
か
出
そ
う
と
い
う
こ
と
で
、
皆
さ

ん
の
非
常
に
苦
労
し
て
お
ら
れ
る
様
子
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

わ
れ
わ
れ
も
、

｢道
の
駅
｣
に
つ
い
て
は
建
設
省
と
し
て
は
何
と
か
、
皆
様
方

の
お
手
伝
い
を
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
、

｢五
箇
年
｣
に
も
挙
げ
て
い
ま
す
し
、
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来
年
度
の
予
算
要
求
に
も
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
休
憩
機
能
と
、

情
報
交
流
機
能
と
い
う
こ
と
で
、
休
憩
機
能
の
な
か
で
は
駐
車
場
の
用
地
や
休
憩

施
設
、
ト
イ
レ
等
の
建
設
、
情
報
交
流
機
能
で
は
道
路
情
報
の
提
供
等
、
で
き
る

か
ぎ
り
の
こ
と
は
や

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
単
に
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
で
、

自
分
の
と
こ
ろ
で
全
部
駐
車
場
の
用
地
か
ら
買
っ
て
き
て
や
っ
て
い
く
よ
り
は
、

か
な
り
道
路
利
用
者
に
サ
ー
ビ
ス
で
き
る
も
の
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
や
は
り
地
域
の
特
徴
、
そ
の
町
々
の
特
徴
を
出
し

て
も
ら
え
ま
せ
ん
と
、
利
用
者
も
ど
こ
に
寄
っ
て
も
同
じ
よ
う
な
も
の
し
か
な
い

と
い
う
の
で
は
、
な
か
な
か
寄
っ
て
く
れ
な
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
地
域
の
特
色

を
生
か
し
た
も
の
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
き
た
き
と
思
い
ま
す
。

た
だ
、
先
ほ
ど
皆
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
よ
う
に
、

｢道
の
駅
｣
に
行
け

ば
、
こ
れ
だ
け
の
サ
ー
ビ
ス
は
受
け
ら
れ
る
と
い
う
最
低
限
の
も
の
は
必
要
だ
と

思
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
ま
た
わ
れ
わ
れ
も
勉
強
し
な
が
ら
、
ど
う
い
っ
た
も

の
が
最
低
限
必
要
な
の
か
と
い
う
こ
と
も
煮
詰
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
や
は
り
、
皆
様
方
が
立
ち
寄
り
た
い
よ
う
な

｢道
の
駅
｣
が
こ
れ
か
ら
で
き

て
い
け
ば
い
い
な
と
感
じ
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

山
形

そ
れ
で
は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
か
ら
多
少
の
ま
と
め
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
第
一
点
は
、
私
、
本
日
こ
こ
で
聞
か
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
て
、
非
常
に
興
味
深
か
っ
た
と
い
う
か
、
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
意

味
で
、
大
栄
町
の
前
田
町
長
さ
ん
か
ら
ご
提
案
の
あ
り
ま
し
た
、
本
日
の

｢道
の

駅
｣
の
駅
長
会
議
を
今
後
定
期
的
に
開
い
て
常
設
化
し
て
い
っ
た
ら
ど
う
か
と
い

う
こ
と
が
、
私
が
第
一
に
感
じ
た
点
で
ご
ざ
い
ま
す
。

本
日
は
本
当
に
幅
広
い
ご
体
験
、
豊
か
な
ア
イ
デ
ア
が
提
示
さ
れ
ま
し
た
し
、

運
営
面
で
も
財
政
的
に
も
大
丈
夫
だ
よ
と
い
う
お
話
も
あ
り
ま
し
た
し
、
そ
う
い

う
意
味
で

｢道
の
駅
｣
を
考
え
て
お
ら
れ
る
方
々
は
非
常
に
安
心
し
た
と
こ
ろ
も

あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、

｢道
の
駅
｣
が
今
後
発
展
し
て
い
く
た
め
に
、

こ
う
い
う
意
見
の
交
換
･
交
流
の
場
は
非
常
に
重
要
だ
と
い
う
こ
と
が
認
識
さ
れ

た
と
い
う
こ
と
が
第
一
点
目
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
う
い
う
会
議
を
通
じ
て
、
道
路
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
、
常

に

｢道
の
駅
｣
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く
よ
う
な
目
的
、
ま
た
、

｢道
の
駅
｣

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
る
こ
と
、
駅
長
さ
ん
、
あ
る
い
は
関
係
者
の
意
見
、
体

験
を
交
流
し
て
、
地
域
連
携
と
か
文
化
交
流
を
図
る
と
い
う
意
味
を
も
っ
て
、
こ

の
会
を
定
期
的
に
や
っ
て
い
っ
た
ら
ど
う
か
な
と
思
い
ま
す
。

｢地
方
の
時
代
｣
の
な
か
で
一
つ
大
事
な
こ
と
と
し
て
、
地
方
の
方
々
は
、
こ

う
や
っ
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
か
と
、
い
ろ
い
ろ
お
も
し
ろ
い
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
く

る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
と
き
に
ち
ょ
っ
と
自
信
が
な
い
と
い
う
か
、
引
っ
込

み
思
案
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
む
し
ろ
、
こ
う
い
う
交
流
あ
る
い
は
意
見
交

換
を
通
じ
て
、
ア
イ
デ
ア
に
自
信
を
持
っ
て
、
積
極
的
に
実
行
し
て
い
く
機
会
に

な

っ
て
い
け
ば
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
な
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

二
点
目
に
感
じ
た
こ
と
は
、

｢道
の
駅
｣
は
創
意
工
夫
、
努
力
の
発
揮
の
場
で

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

｢道
の
駅
｣
の
概
念
は
な
い
、
こ
れ
か
ら
つ
く

っ
て
い

く
、
と
い
う
こ
と
で
、
き
ょ
う
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
様
々
な
ア
イ
デ
ア
を
参
考
に

し
な
が
ら
手
づ
く
り
で
つ
く
っ
て
い
く
な
か
に
、
地
域
の
ま
と
ま
り
が
で
き
て
い

く
。
そ
れ
が

｢道
の
駅
｣
な
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
そ
の
な
か
で
こ
そ

地
域
の
真
の
文
化
を
発
信
し
て
い
け
る
の
で
は
な
い
か
ろ
う
か
と
感
じ
た
し
だ
い

で
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
、
本
当
に
多
く
の
市
町
村
の
方
々
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
工
夫
、

創
意
を
お
聞
き
し
た
き
ょ
う
の
機
会
は
非
常
に
貴
重
な
も
の
で
あ
り
、
先
ほ
ど
の

一
番
の
提
案
の
裏
付
け
と
い
う
か
た
ち
に
な
り
ま
す
。

三
番
目
は
、
本
日
お
聞
き
し
ま
し
た
様
々
な
ア
イ
デ
ア
等
を
含
め
て
、
概
念
づ

く
り
を
す
る
と
い
け
な
い
と
言
わ
れ
た
わ
け
で
す
が
、
こ
ん
な
も
の
を
貫
く
包
絡

線
み
た
い
な
も
の
、
囲
い
み
た
い
な
も
の
が

｢道
の
駅
｣
か
な
と
い
う
よ
う
な
感
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じ
で
考
え
た
と
こ
ろ
を
、
ち
ょ
っ
と
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
は
文
章
な
ん
か
に
な
り
ま
せ
ん
で
、
む
し
ろ
キ
ー
ワ
ー
ド
の
羅
列
み
た
い
な

か
た
ち
考
え
て
い
っ
た
と
き
に
、
ど
ん
な
も
の
が

｢道
の
駅
｣
に
な
る
の
か
な
と

い
う
よ
う
な
い
き
方
で
詰
め
て
い
く
。

ま
ず
最
初
に
、
一
番
目
は

｢サ
ー
ビ
ス
施
設
｣
と
い
う
言
葉
が
必
ず
入
っ
て
く

る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
な
か
に
は
修
飾
語
と
し
て

｢き
れ
い
な
｣

｢使
い
よ
い
｣

｢安
全
な
｣

｢高
齢
者
｣

｢子
供
｣
、
場
合
に
よ
っ
て
は

｢
ペ
ッ

ト
の
｣
ま
で
含
み
ま
す
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は

｢仮
眠
｣

｢宿
泊
｣
と
い
う
こ
と

ば
が
絡
ん
で
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

二
番
目
は

｢頼
り
に
な
る
｣
で
、
場
合
に
よ
っ
て
は
駆
け
込
み
寺
と
い
う
意
識

で
の
言
葉
が
入
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
に
関
連
す
る
語
と
し
て
は
、
先

ほ
ど
雪
の
話
も
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、

｢道
路
情
報
｣
が
あ
る
。
そ
れ
か
ら
、

｢J

A
F
と
の
連
携
｣
と
い
う
言
葉
も
出
て
く
る
。
ま
た
、
き
ょ
う
一
つ
だ
け
出
ま
し

た
が

｢夜
へ
の
対
応
｣
で
す
ね
。
昼
間
だ
け
の
施
設
だ
け
で
は
な
く
て
、
夜
に
旅

行
さ
れ
る
方
々
に
対
し
ど
う
サ
ー
ビ
ス
す
る
か
と
い
っ
た
こ
と
で
、
こ
れ
が

｢頼

り
に
な
る
｣
と
い
う
言
葉
に
た
ぶ
ん
絡
ん
で
く
る
と
思
い
ま
す
。

三
番
目
は

｢ゆ
と
り
｣

｢安
ら
ぎ
｣

｢親
し
み
や
す
さ
｣
と
い
う
概
念
が
絡
ん

で
く
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
い
え
ば
、
た
と
え
ば
、
高
速
道
路
で
は

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
や
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
が
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
か
な
り
機
能

的
に
で
き
て
き
る
と
い
う
印
象
を
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
は
持
た
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
に
入
っ
た
場
合
は
と
も
か
く
と
し
て
、
と
く
に
パ
ー
キ

ン
グ
エ
リ
ア
な
ん
か
は
、
私
は
降
り
な
い
わ
、
と
言
う
人
が
必
ず
い
る
。
ト
イ
レ

に
行
く
人
だ
け
が
走
っ
て
い
く
。
そ
れ
は
や
は
り

｢道
の
駅
｣
で
は
な
い
ん
じ
ゃ

な
い
か
。
そ
こ
へ
行
っ
た
ら
降
り
る
気
に
な
る
と
い
う
と
こ
ろ
が

｢道
の
駅
｣
な

の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
が
し
ま
す
。
こ
れ
に
関
係
す
る
と
な
る
と

｢景
観
｣

｢緑
｣
と
い
っ
た
言
葉
が
常
に
絡
ん
で
く
る
と
思
い
ま
す
。

四
番
目
に
は
、
自
分
の
通
っ
て
い
る
地
域
を
認
識
し
た
い
と
い
う
こ
と
が
一
つ

あ
る
。
キ
ー
ワ
ー
ド
的
に
言
う
と

｢素
通
り
は
寂
し
い
｣
。
ど
な
た
か
が
お
っ
し

ゃ
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
こ
の
言
葉
に
当
て
は
ま
る
。

｢鉄
道
の
駅
が
な
い
｣

｢お
茶
を
飲
み
な
が
ら
話
し
を
聞
く
。
と
く
に
お
じ
い
さ
ん
と
お
ば
あ
さ
ん
と
話

を
し
た
い
｣

｢地
元
の
情
報
と
か
資
料
｣
と
い
っ
た
話
が
地
域
の
認
識
と
い
う
こ

と
で
す
。

五
番
目
は

｢地
域
の
特
色
を
生
か
し
て
｣
と
い
う
言
葉
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
は

あ
え
て
説
明
す
る
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
特
産
品
と
か
、
ど
こ
へ
言
っ
て
も

ハ
ン
バ
ー
グ
で
は
な
く
て
、
地
元
の
本
物
を
食
べ
て
み
た
い
、
と
い
う
こ
と
と
絡

む
。こ

う
い
う
こ
と
か
ら
す
る
と
、
さ

っ
き
の
瀬
戸
町
の
お
話
を
聞
い
て
い
て
、

｢風
の
駅
｣
と
い
う
名
前
を
つ
け
た
ら
け
っ
こ
う
い
い
の
か
な
と
い
う
こ
と
も
ち

ょ
っ
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。

六
番
目
は

｢地
域
か
ら
の
仕
掛
け
｣
で
、
地
方
の
発
想
を
ど
う
送
り
出
し
て
い

く
か
と
い
う
こ
と
で
、

｢イ
ベ
ン
ト
｣

｢地
域
の
人
々
が
集
う
｣
と
い
っ
た
よ
う

な
う
こ
と
が
こ
れ
の
絡
み
か
と
い
う
気
が
し
ま
す
。

七
番
目
は

｢町
の
顔
｣
が
や
っ
ぱ
り
一
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
か
な
と
い
う
気
が
し

ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で

｢に
ぎ
わ
い
｣

｢玄
関
｣

｢
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
｣
と
い

う
よ
う
な
言
葉
が
絡
ん
で
く
る
。

そ
う
い
う
意
味
か
ら
す
る
と
、
き
ょ
う
、
い
ろ
い
ろ
お
話
が
あ
り
ま
し
た
け
れ

ど
も
、
実
は
、
き
ょ
う
登
壇
さ
れ
て
い
る
九
つ
の
町
の
な
か
で
、
町
名
と
同
じ
駅

が
あ
る
の
は
能
生
町
だ
け
で
す
ね
。
鉄
道
の
あ
る
の
は
朝
来
と
か
大
栄
が
あ
り
ま

す
が
、
町
名
と
駅
名
が
違
っ
て
い
る
。
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
、
町
の
新
し
い
顔
と

し
て
の

｢道
の
駅
｣
が
期
待
さ
れ
て
い
る
部
分
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
し
、
こ
れ
に
絡
ん
で
い
え
ば
、

一
つ
の
町
と
し
て
つ
く
っ
て
い
く
と
い
う
ぐ
ら

い
の
考
え
方
に
な
っ
て
く
る
と
、
そ
の
周
辺
が
乱
開
発
に
な
ら
な
い
た
め
の
都
市
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計
画
的
な
対
応
み
た
い
な
話
も
出
て
く
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

掛
け
ら
れ
る
の
か
と
い
う
の
が
、

｢道
の
駅
｣
の
な
か
の
、
と
く
に
地
域
と
の
連

次
は
、
私
は
け
っ
こ
う
い
い
言
葉
を
見
つ
け
た
つ
も
り
な
ん
で
す
が
、

｢次
の

帯
、
振
興
と
い
う
考
え
方
の
な
か
で
は
大
事
な
の
で
は
な
い
か
な
と
い
う
気
が
い

駅
へ
の
期
待
｣
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
設
定
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
次
の
駅

た
し
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
を
や
っ
て
い
く
な
か
で
、
ま
さ
に
シ
リ
ー
ズ
と
し
て

と
い
う
の
は
、
物
理
的
に
一
つ
の
次
の
駅
と
い
う
意
味
と
、
ど
こ
か
知
ら
な
い
け

つ
な
が
っ
て
い
く

｢道
の
駅
｣
の
交
流
と
連
携
と
い
っ
た
話
も
、
や
っ
ぱ
り
地
元

れ
ど
も
、
次
に
訪
れ
る
機
会
を
持
っ
た
と
き
の
駅
と
い
う
意
味
が
あ
る
。
こ
れ
は
、

が
ま
と
ま
っ
て
い
く
な
か
で
で
き
て
い
く
の
で
は
な
い
か
な
と
い
う
気
が
い
た
し

一
つ
に
は
、
次
々
と
駅
を
訪
ね
て
い
っ
て
、
計
画
的
に
木
憩
し
て
い
く
と
"

自

ま
す
。

駅
へ
の
期
待
｣
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
設
定
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
次
の
駅

と
い
う
の
は
、
物
理
的
に
一
つ
の
次
の
駅
と
い
う
意
味
と
、
ど
こ
か
知
ら
な
い
け

れ
ど
も
、
次
に
訪
れ
る
機
会
を
持
っ
た
と
き
の
駅
と
い
う
意
味
が
あ
る
。
こ
れ
は
、

一
つ
に
は
、
次
々
と
駅
を
訪
ね
て
い
っ
て
、
計
画
的
に
休
憩
し
て
い
く
と
か
、
自

分
は
こ
こ
ま
で
来
た
ん
だ
な
と
い
う
、
一
種
の
距
離
感
や
達
成
感
を
感
じ
る
と
い

う
意
味
も
あ
り
ま
し
ょ
う
し
、
も
う
一
つ
の
意
味
か
ら
す
る
と
、
次
に
ど
ん
な
い

い
駅
を
訪
ね
ら
れ
る
ん
だ
ろ
う
、
そ
こ
で
ど
ん
な
い
い
体
験
を
で
き
る
ん
だ
ろ
う
、

と
い
っ
た
よ
う
な
期
待
を
込
め
ら
れ
る
駅
を
つ
く
っ
て
い
く
。
そ
う
い
う
よ
う
な

と
こ
ろ
が
あ
ろ
う
と
思
い
ま
し
て
、
あ
え
て

｢次
の
駅
へ
の
期
待
｣
と
い
う
言
葉

を
考
え
て
み
た
わ
け
で
す
。

私
が
感
じ
た
こ
と
で
、

｢道
の
駅
｣
の
い
く
つ
か
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
拾
っ
て
い

く
と
、
こ
ん
な
も
の
が
あ
る
か
な
と
い
っ
た
こ
と
を
、
私
の
一
つ
の
意
見
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

｢道
の
駅
｣
は
非
常
に
幅
広
い
概
念
で
す
し
、
複
合
的
な
機

能
を
も
っ
た
施
設
、
と
言
い
た
い
の
で
す
が
、

｢仕
掛
け
｣
と
い
う
言
葉
を
あ
え

て
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で

｢物
事
｣
と
い
う

言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、

｢道
の
駅
｣
は
施
設
と
し
て
の

｢物
｣
だ
け
で
は
な
く
、

そ
こ
で
行
わ
れ
る

｢事
｣
の
ほ
う
を
!
!
･。
先
ほ
ど
松
浦
課
長
さ
ん
の
お
話
の
な

か
に
も
、
地
域
と
の
連
帯
、
地
域
の
振
興
の
な
か
で
何
を
や
っ
て
い
く
か
と
い
う

お
話
が
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、

｢物
事
｣
の

｢事
｣
が
非
常
に
重
要
に
な
っ
て

き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
が
い
た
し
ま
す
。

た
と
え
ば
、
採
算
は
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
が
、
シ
ル
バ
ー
人
材
み
た
い
な
か

た
ち
で
、
老
人
の
方
に
生
き
生
き
と
そ
こ
で
働
い
て
い
た
だ
い
て
、
そ
の
こ
と
で

効
果
が
あ
っ
た
と
思
え
ぱ
、

｢道
の
駅
｣
と
し
て
成
功
し
た
よ
と
い
う
解
釈
を
し

て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
地
域
に
と
っ
て
役
立
つ
こ
と
が
、
ど
れ
だ
け
仕

今
日
の
話
か
ら
す
る
と
、
一
つ
実
験
を
や
っ
た
立
場
か
ら
い
い
ま
す
と
、
甘
い

話
ば
か
り
で
も
な
さ
そ
う
だ
な
と
い
う
気
は
持
っ
て
い
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
本

当
に
地
域
を
振
興
さ
せ
、
導
い
て
い
く
、
あ
る
意
味
か
ら
す
る
と
行
政
そ
の
も
の

の
一
つ
の
凝
縮
さ
れ
た
点
に
な
る
の
で
は
な
い
の
か
な
と
い
う
気
が
い
た
し
ま
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
、
一
筋
縄
で
は
い
き
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
非
常
に
や
り
が
た
い

あ
る
仕
事
で
は
な
い
か
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
本
日
の
駅
長
会
議
で
話
し
合
わ
れ
た
こ
と
は
、
ユ
ー
ザ

ー
の
見
地
か
ら
も
、
地
域
の
人
々
の
見
地
か
ら
も
、
あ
る
い
は
道
路
の
管
理
者
の

立
場
か
ら
も
、

｢道
の
駅
｣
の
期
待
に
応
え
る
と
い
う
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
非
常

に
大
事
な
こ
と
、
不
可
欠
な
こ
と
ば
か
り
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
最
初
に
私
が
申

し
上
げ
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
こ
の
会
議
の
常
設
化
を
含
め
、
本
日
の
会
議
で
の
ご

意
見
を
、

｢道
の
駅
｣
の
整
備
、
ひ
い
て
は
道
路
行
政
に
反
映
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
、
強
く
感
じ
る
し
だ
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
の
よ
り
よ
い
地
域
づ
く
り
、
道
路
整
備
に
対
し
ま
し
て
、
皆
様
方
、
さ
ら

に
は
関
係
各
位
の
皆
様
に
、
今
後
の
ご
努
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
て
、
私
の
ま

と
め
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。司

会

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
、
こ
れ
を
も
ち
ま
し
て
、

｢道
の
駅
｣
駅
長
会
議
を
終
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･“ ‐“ ‐ ･ ･ . ･ ･ . ･ ･ . ･ ･ ･ ･ ･



集

、地域の豊かなにぎわ ･
特
の
場

　　
　
趨
いの場 ｢道の駅J

に
脱鷲

裁
か
鬮
⑭
･週
の
駅
』

北
海
道
美
深
町

三
重
県
飯
高
町

鳥
取
県
大
栄
町

島
根
県
頓
原
町

美
深
町
は
旭
川
市
か
ら
約
一
〇
〇
蹴
、
最
北
の
稚
内
市

に
一
六
〇
畑
の
地
点
に
あ
り
、
北
･
北
海
道
の
大
動
脈
、

国
道
四
〇
号
が
町
の
中
心
を
南
北
に
縦
貫
し
て
い
る
。

本
町
は
農
林
業
を
基
幹
産
業
と
し
て
発
展
し
て
き
た
が
、

昭
和
四
〇
年
頃
か
ら
農
業
の
経
営
形
態
の
変
遷
か
ら
小
規

模
農
家
の
離
農
が
進
み
、
併
せ
て
木
材
製
品
工
業
等
、
二

次
、
三
次
産
業
に
お
い
て
も
経
営
の
合
理
化
や
業
界
不
況

に
よ
る
低
迷
が
若
年
層
の
流
失
と
な
り
、
過
疎
、
高
齢
化

の
進
行
と
、
厳
し
い
状
況
の
中
で
旧
国
鉄
美
幸
線
の
廃
止

と
前
後
し
て
住
民
の
危
機
意
識
が
高
ま
っ
て
き
た
。

｢道
の
駅
｣
双
子
座
館
は
市
街
地
か
ら
北
へ
八
畑
の
位

置
に
あ
る
美
深
森
林
公
園
内
を
縦
貫
す
る
国
道
四
〇
号
に

接
し
て
建
設
さ
れ
た
施
設
で
あ
る
。
な
お
、
国
道
の
交
通

量
は
一
日
四
千
数
百
台
で
あ
り
、
夏
季
の
ピ
ー
ク
の
と
き

は
七
千
数
百
台
と
な
る
。

こ
の
森
林
公
園
は
昭
和
五
三
年
度
か
ら
蛇
行
し
た
天
塩

川
の
切
り
替
え
工
事
に
よ
り
で
き
た
中
洲
二
七
姫
と
旧
河

川
の
一
五
如
の
三
日
月
湖
を
中
心
に
、
林
業
構
造
改
善
事

業
と
し
て
、
キ
ャ
ン
プ
場
、
風
波
施
設
を
初
め
水
辺
の
整

備
、
町
民
の
保
養
施
設
等
が
設
置
さ
れ
町
民
の
憩
い
の
場

と
し
て
そ
の
整
備
が
進
め
ら
れ
た
。

双
子
座
館
設
置
の
動
機

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
森
林
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
た
部

分
は
五
m
で
あ
り
、
残
地
を
ど
の
よ
う
に
活
か
す
か
が
町

の
大
き
な
行
政
上
の
課
題
と
な
っ
て
き
た
。

そ
こ
で
、
こ
の
公
園
を
中
心
に
し
て
憩
い
の
場
か
ら
活

力
あ
る
地
域
に
と
す
る
構
想
が
生
ま
れ
た
。
そ
し
て
、
住

民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
地
域
づ
く
り
と
す
べ
く
、
ま

ち
づ
く
り
委
員
会
を
設
置
し
、
そ
の
中
で
整
備
計
画
を
検

討
し
、
町
民
の
意
見
を
纏
め
た

｢び
ふ
か
ア
イ
ラ
ン
ド
構

想
｣
と
な
っ
て
結
実
し
た
。

｢び
ふ
か
ア
イ
ラ
ン
ド
構
想
｣
は
物
産
展
示
館
を
メ
イ

ン
施
設
と
し
、
旭
川
市
と
稚
内
市
の
中
間
に
位
置
し
、
幹

線
道
路
で
あ
る
国
道
に
接
す
る
地
理
的
好
条
件
を
生
か
し
、
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国
道
を
通
行
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
、
観
光
客
に
喜
ば
れ
る
ド

流
の
中
か
ら
、
地
域
の
産
業
に
活
力
を
与
え
る
一
石
二
鳥

ラ
イ
バ
ー
オ
ア
シ
ス
と
し
て
町
を
売
り
こ
み
、
人
々
の
交

の
施
設
と
し
て
計
画
さ
れ
た
。

施
設
の
内
容

中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
風
の
イ
メ
ー
ジ
を
施
設
づ
く
り
の
基

本
と
し
て
森
林
公
園

｢び
ふ
か
ア
イ
ラ
ン
ド
構
想
｣
に
基

づ
き
、
設
計
に
あ
た
っ
て
は
ア
イ
ラ
ン
ド
の
入
ロ
で
も
あ

り
、
国
道
四
〇
号
の
脇
に
位
置
す
る
た
め
、
デ
ザ
イ
ン
を

シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
建
物
と
し
総
合
施
設
の
顔
と
な
る
話
題

性
に
富
ん
だ
施
設
づ
く
り
を
方
針
と
さ
れ
た
。

展
示
棟
は
城
壁
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
素

材
を
活
か
し
力
強
さ
を
構
築
し
て
お
り
、
二
階
建
の
さ
わ

や
か
ト
イ
レ
、
レ
ス
ト
ラ
ン
棟
は
城
に
例
え
て
デ
ザ
イ
ン

さ
れ
、
城
壁
部
分
に
設
置
さ
れ
た
メ
イ
ン
ゲ
ー
ト
は
ア
イ

ラ
ン
ド
に
通
り
抜
け
る
遊
歩
道
で
ゲ
ー
ト
の
向
こ
う
に
広

が
る
自
然
･
湖
を
印
象
的
に
演
出
、
展
示
棟
の
屋
上
部
分

に
設
置
さ
れ
た
展
望
廊
下
は
丁
度
城
壁
の
上
部
に
あ
た
り
、

展
望
に
訪
れ
る
人
に
深
い
感
動
を
与
え
、
さ
ら
に
夜
は
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、
あ
た
か
も
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
古
城

が
浮
か
び
上
が
っ
て
い
る
様
な
錯
覚
に
落
ち
る
演
出
が
行

わ
れ
て
い
る
。
展
示
棟
内
部
は
、
展
示
物
が
見
や
す
く
、

わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
回
廊
方
式
を
採
用
、
床
の
段
差

も
展
示
物
を
別
な
視
点
か
ら
見
れ
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い

る
縦

レ
ス
ト
ラ
ン
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
湖
側
に
つ
き
で
て
明

る
く
、
開
放
感
の
あ
る
階
段
を
上
が
り
、
二
階
レ
ス
ト
ラ

道イテセ 92.12 2 9
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ン
か
ら
も
豊
か
な
自
然
と
湖
を
眺
め
な
が
ら
食
事
が
で
き
、

訪
れ
た
人
々
に
確
か
な
満
足
感
を
与
え
て
い
る
。
駐
車
場

は
道
路
敷
と
町
有
地
を
合
わ
せ
て
約
一
万
三
千
五
百
旙
の

大
駐
車
場
で
、
道
路
管
理
者
で
あ
る
旭
川
開
発
建
設
部
と

町
が
共
同
で
整
備
し
た
。

･

利
用
の
状
況

ド
ラ
イ
バ
ー
オ
ア
シ
ス
と
し
て
昨
年
七
月
十
一
日
に
オ

ー
プ
ン
し
て
以
来
、
珍
ら
し
さ
と
稚
内
市
ま
で
今
ま
で
同

様
の
施
設
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
予
想
を
こ
え
る
立
寄
り

を
見
て
い
る
。
以
下
の
入
込
人
数
は
来
訪
し
て
買
物
を
し

た
お
客
様
を
も
と
に
推
計
し
た
も
の
で
、
ト
イ
レ
だ
け
の

利
用
者
を
加
え
る
と
さ
ら
に
か
な
り
の
利
用
状
況
と
な
る
。

こ
の
利
用
状
況
は
国
の
理
解
を
得
て
設
置
さ
れ
た
国
道
に

面
し
て
利
用
し
や
す
く
、
ま
た
ゆ
っ
た
り
し
た
駐
車
場
に

よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

入
込
人
数

一
日
平
均

七
月

二
二
三
五
〇
人

一
〇
六
〇
人

八
月

四
七
六
〇
〇
人

一
五
三
〇
人

九
月

二
六
二
〇
〇
人

八
七
〇
人

十
月

二
二
四
八
〇
人

七
二
〇
人

一
一
月

一
三
三
〇
〇
人

四
四
〇
人

三
一月

八
七
二
〇
人

二
六
〇
人

地
域
の
反
響

大
き
な
予
算
が
投
入
さ
れ
、
設
置
さ
れ
た
本
施
設
の
運

営
に
は
当
初
心
配
さ
れ
た
声
が
多
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、

地
理
的
な
好
条
件
と
合
せ
て
特
異
な
建
物
と
ド
ラ
イ
バ
ー

の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
と
思
わ
れ
る
店
づ
く
り
が
予
想
を
こ

え
る
入
込
み
と
な
っ
て
、
消
流
が
進
み
地
域
の
商
店
や
生

産
者
に
ア
ク
シ
ョ
ン
を
与
え
る
も
の
と
な
っ
た
。

一
方
、
ド
ラ
イ
バ
ー
や
観
光
客
の
休
憩
オ
ア
シ
ス
と
し

て
も
町
の
大
き
な
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

ま
た
、
本
町
で
の
こ
の
よ
う
な
試
み
を
契
機
と
し
て
、

近
隣
の
市
町
村
に
も
地
域
的
な
観
光
の
取
組
み
が
積
極
的

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
来
て
い
る
。
本
町
で
は
更
に

北
･
北
海
道
の
観
光
拠
点
地
と
し
て
本
地
域
の
残
さ
れ
た

森
林
公
園
区
域
の
施
設
整
備
を
急
い
で
い
る
。

運
営
の
方
法

民
間
の
活
力
が
充
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
民
間
と
行
政

と
の
第
三
セ
ク
タ
ー
に
よ
る
運
営
が
検
討
さ
れ
、
近
時
、

町
お
こ
し
グ
ル
ー
プ
と
し
て
活
動
し
て
い
た
び
ふ
か
振
興

会
を
中
心
に
法
人
化
し
、
有
限
会
社
び
ふ
か
振
興
会
と
町

と
の
第
三
セ
ク
タ
ー
に
よ
り
設
立
し
た
株
式
会
社
ア
ウ
ル

が
、
町
か
ら
管
理
運
営
を
委
託
さ
れ
て
い
る
。

出
資
金

美
深
町

七
〇
〇
万
円

㈲
び
ふ
か
振
興
会

三
〇
〇
万
円

双
子
座
館
オ
ー
プ
ン
ま
で
の
思
い
出

民
間
の
活
力
を
導
入
し
て
運
営
を
行
う
方
針
が
決
定
さ

れ
、
し
っ
か
り
し
た
団
体
、
法
人
化
で
き
る
こ
と
が
条
件

と
な
っ
て
、
町
お
こ
し
グ
ル
ー
プ
び
ふ
か
振
興
会
の
参
画

法
人
化
が
打
診
さ
れ
た
。

な
る
べ
く
多
く
の
会
員
が
参
画
す
る
こ
と
が
将
来
の
活

力
あ
る
運
営
に
つ
な
が
る
も
の
と
申
し
あ
わ
せ
ら
れ
、
一

口
五
万
円
、
三
ロ
ま
で
と
し
て
、
出
資
者
を
つ
の
る
こ
と

と
な

っ
た
。

当
初
出
資
し
て
参
画
す
る
こ
と
に
微
妙
な
雰
囲
気
で
あ

っ
た
が
準
備
委
員
会
に
よ
る
会
議
を
か
さ
ね
て
い
く
う
ち

に
熱
い
意
見
が
次
々
と
飛
び
だ
し
、
会
員
三
〇
人
が
参
画

し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

町
か
ら
あ
と
二
〇
人
こ
れ
が
な
か
な
か
で
あ
っ
た
が
三

月
中
旬
、
有
限
会
社
び
ふ
か
振
興
会
が
設
立
さ
れ
、
年
度

末
ぎ
り
ぎ
り
と
な
っ
て
、
現
在
の
町
と
の
第
三
セ
ク
タ
ー

株
式
会
社
ア
ウ
ル
が
発
足
し
た
。

役
員
会
で
オ
ー
プ
ン
を
七
月
三

日
と
決
定
さ
れ
私
が

振
興
会
の
事
務
局
を
担
当
し
て
い
た
こ
と
が
縁
で
事
務
担

当
者
に
発
令
さ
れ
た
。

オ
ー
プ
ン
ま
で
三
ケ
月
ど
の
よ
う
な
物
産
館
に
し
た
ら

よ
い
か
わ
か
ら
ず
、
不
安
な
毎
日
で
あ
っ
た
が
飛
ぶ
よ
う

に
日
が
過
ぎ
て
い
く
。
町
内
に
は
展
示
、
販
売
す
る
物
産

が
少
な
い
。
施
設
は
立
派
で
大
き
い
。

道
内
の
先
進
地
の
物
産
館
を
視
察
、
行
政
が
運
営
し
て

い
る
と
こ
ろ
は
い
ず
れ
も
施
設
が
立
派
な
構
え
で
あ
る
が
、

な
ぜ
か
閑
散
と
し
て
い
る
。
時
間
が
ど
ん
ど
ん
無
く
な
っ

て
い
く
。
開
き
直
り
の
境
地
。
や
っ
と
何
か
が
見
え
て
き

た
。
物
が
無
い
か
ら
物
産
館
を
建
て
た
の
だ
。
立
寄
り
や
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す
い
条
件
は
整
っ
て
い
る
。
い
か
に
立
寄
り
や
す
い
店
づ

く
り
を
す
る
か
。
物
づ
く
り
は
後
か
ら
と
決
め
て
か
ら
、

気
持
が
楽
に
な
っ
た
。
自
分
が
車
に
乗
っ
て
い
る
時
、
何

を
求
め
て
い
る
か
。
ト
イ
レ
に
寄
っ
た
時
何
を
感
じ
る
か
。

ト
イ
レ
だ
け
で
は
気
が
と
が
め
て
寄
り
に
く
い
。
今
ま
で

の
思
い
を
お
こ
す
。
旅
は
少
し
リ
ッ
チ
に
手
軽
に
早
く
、

ト
イ
レ
に
寄
れ
ば
店
の
顔
も
た
て
た
い
。

ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
が
浮
か
ん
で
き
た
。
ど
こ
よ
り
も
お

い
し
い
も
の
を
作
り
た
い
。
一
日
八
個
も
食
べ
お
腹
を
こ

わ
す
。
一
個
百
円
の
お
菓
子
の
バ
ラ
売
り
、
百
円
の
く
り

じ
ゃ
が
コ
ロ
ッ
ケ
生
ま
れ
、
少
し
リ
ッ
チ
に
気
軽
に
寄
れ

る
ム
!
ド
の
店
が
で
き
た
の
で
な
い
だ
ろ
う
か
。

お
客
さ
ん
は
我
が
ま
ま
。
同
じ
こ
と
を
し
て
い
る
と
す

ぐ
に
飽
き
ら
れ
る
。
新
し
い
試
み
努
力
が
必
要
で
あ
る
。

温
泉
と
キ
ャ
ン
プ
場
、
相
乗
効
果
を
発
揮
し
て
道
北
の
観

光
拠
点
施
設
と
し
て
期
待
で
き
る
多
く
の
人
達
の
交
流
の

場
と
し
て
愛
さ
れ
る
双
子
座
館
と
な
っ
て
本
来
の
使
命
で

あ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
に
力
を
出
し
て
い
く
こ
と
が
こ

れ
か
ら
の
大
き
な
課
題
で
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

最
後
に

私
ど
も
の
よ
う
な
ド
ラ
イ
バ
ー
オ
ア
シ
ス
道
の
駅
が
、

国
と
行
政
が
力
を
合
せ
て
全
国
に
で
き
れ
ば
、
ド
ラ
イ
ブ

が
よ
り
安
全
で
快
適
で
魅
力
の
あ
る
も
の
と
な
る
で
あ
る

ハ
ノ
o

一

飯
高
町
の
概
要

私
た
ち
の
町
は
、
三
重
県
の
中
南
部
に
位
置
し
、
奈
良

県
境
に
接
す
る
山
村
の
町
で
、
東
西
二
七
･
五
虹
、
南
北

一
七
･
五
如
で
総
面
積
二
四
0
･
九
四
姉
は
、
三
重
県
下

で
は
宮
川
村
、
熊
野
市
に
次
ぐ
広
さ
を
も
っ
て
い
る
。

北
は
局
ケ
岳
、
三
峰
山
の
諸
連
峰
を
も
っ
て
一
志
郡
美

杉
村
及
び
奈
良
県
御
杖
村
に
、
南
は
白
倉
山
、
迷
岳
を
も

っ
て
多
気
郡
宮
川
村
に
、
東
は
飯
南
郡
飯
南
町
に
、
西
は

高
見
山
、
国
見
山
を
始
め
と
す
る
台
高
山
脈
の
連
山
を
も

っ
て
、
奈
良
県
東
吉
野
村
と
接
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

東
側
を
除
き
三
方
を
｢

○
○
o
m
級
の
緑
の
山
並
み
に

囲
ま
れ
、
見
事
な
山
岳
美
、
溪
谷
美
を
見
せ
て
い
る
。

町
の
中
央
部
に
は
、
高
見
山
を
源
と
す
る
清
流
、
櫛
田

川
が
束
流
し
、
蓮
川
を
は
じ
め
と
す
る
大
小
の
支
流
を
集

め
て
飯
南
町
、
松
阪
市
を
経
て
伊
勢
湾
へ
と
注
い
で
い
る
。

こ
の
櫛
田
川
を
さ
か
の
ぼ
る
よ
う
に
し
て
、
松
阪
市
か

ら
国
道
一
六
六
号
が
東
西
に
走
り
、
県
境
高
見
ト
ン
ネ
ル

(二
、
四
七
0
m
)
を
抜
け
、
奈
良
県
桜
井
市
を
経
て
大

阪
府
羽
曳
野
市
に
至
っ
て
お
り
、
本
町
唯
一
の
幹
線
動
脈

を
な
し
て
い
る
。

人
ロ
約
一
二
万
人
の
松
阪
市
と
は
、
同
市
を
中
心
と
し

た
広
域
生
活
圏
を
形
成
し
、
経
済
、
教
育
、
文
化
、
行
政

等
多
方
面
に
わ
た
り
、
深
い
つ
な
が
り
を
も
っ
て
い
る
。

昭
和
三
〇
年
代
三
一、
0
0
0
人
を
数
え
た
人
口
は
、

四
○
年
代
の
高
度
成
長
の
あ
お
り
を
受
け
、
過
疎
化
が
顕

著
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
過
疎
化
現
象
は
、
鈍
化
し
た
も

の
の
依
然
徴
減
傾
向
が
続
い
て
お
り
、
現
在
六
、
四
〇
〇

人
を
数
え
る
の
み
と
な
っ
た
。

二

飯
高
駅
建
設
の
背
景

今
、
町
で
は

｢健
康
で
活
力
に
満
ち
た
ま
ち

"飯

高
“
｣
を
テ
ー
マ
に
健
や
か
な
ま
ち
、
魅
力
と
活
気
の
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
主
眼
に
置
い
た
、
第
三
次
総
合
計
画

(平
成
元
年
四
月
策
定
)
に
よ
り
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
る
。
こ
の
計
画
で
は
生
活
基
盤
の
充
実
、
産
業
基
盤
の

拡
充
と
社
会
資
本
整
備
を
柱
に
据
え
た
こ
と
は
い
う
ま
で

も
な
い
が
、
も
う
一
つ
の
柱
と
し
て
都
市
と
の
交
流
事
業

の
促
進
と

｢香
肌
の
つ
け
も
の
｣
を
軌
道
に
の
せ
た
の
を

契
機
と
し
て
、
さ
ら
に
特
産
品
開
発
の
振
興
を
図
る
こ
と

を
柱
に
据
え
た
。

こ
の
こ
と
は
、
都
市
住
民
の
保
養
休
養
、
レ
ク
リ
ェ
ー

田
舎
の
あ
る
店

｢飯
高
駅
｣

三
重
県
飯
高
町
産
業
課
長

中
村

正
則



シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
、
農
山
村
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、

自
然
志
向
、
回
帰
性
か
ら
も
こ
の
傾
向
は
、
益
々
高
ま
る

と
予
測
さ
れ
る
こ
と
に
あ
る
。

飯
高
町
で
は
、
い
ま
都
市
と
の
交
流
事
業
に
よ
る
地
域

活
性
化
を
模
索
し
て
い
る
。
山
村
地
域
は
、
自
然
環
境
の

保
全
等
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
豊
か
な
自
然
環

境
と
、
都
市
の
経
済
活
力
の
結
合
と
相
互
の
補
完
に
よ
っ

て
発
展
が
可
能
と
考
え
る
。
豊
か
な
自
然
環
境
と
山
村
の

特
性
、
魅
力
を
引
き
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
交
流
の
場
に

ふ
さ
わ
し
い
環
境
を
創
出
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

①

都
市
と
の
交
流
事
例

｢お
い
で
よ
ぼ
く
の
ふ
る
さ
と
へ
｣
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ

コ
ピ
ー
で
飯
高
町
が
行
っ
て
い
る
交
流
事
業
の
う
ち
い
く

つ
か
の
事
例
を
紹
介
す
る
。

④

緑
の
オ
ー
ナ
ー
分
収
育
林

祖
先
が
遺
し
て
く
れ
た
貴
重
な
財
産
で
あ
る
山
林
と
、

美
し
く
多
彩
な
自
然
に
目
を
向
け
、
こ
れ
を
活
か
し
た
町

の
活
性
化
対
策
と
し
て
、
緑
の
オ
ー
ナ
ー

｢分
収
育
林
事

業
｣
を
昭
和
六
一
年
に
実
施
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
経
済
効
果
や
人
的
効
果
を
目
的
に
都
市

の
人
達
に
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
三
〇
年
生
の
町
有
林
二
五
m
を

提
供
、
町
と
共
同
で
山
林
を
育
て
、
三
〇
年
後
の
伐
採
時

に
収
益
を
分
け
合
う
制
度
で
あ
る
。
一
ロ
五
〇
万
円
で
会

員
に
な
っ
た
人
は
二
〇
〇
人
、
三
〇
年
間
と
い
う
息
の
長

い
心
豊
か
な
ふ
れ
あ
い
を
め
ざ
し
て
い
る
。

⑰

西
春
町
と
の
友
好
交
流

愛
知
県
西
春
日
井
郡
西
春
町
と
、
昭
和
六
三
年
か
ら
町

ぐ
る
み
の
交
流
を
行
っ
て
い
る
。
西
春
町
は
、
名
古
屋
市

　　

　
　　　
　

　
　
　　
　
　　

ふ
さ
ぎが
ち
＼

こ
ぎ
ミ
ミネ

ざ
ぶ
ざぶ＼べ

き
い
き
ゞ
、

　
　
　　
　

　
　
　　

　

、さ
き
き

…ゞ
＼

に
隣
接
す
る
人
ロ
三
万
二
千
人
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
、
町
民

の
健
康
増
進
、
保
養
休
養
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を



飯
高
町
に
求
め
、
飯
高
町
の
保
養
所
、
民
泊
、
キ
ャ
ン
プ

場
等
五
カ
所
の
宿
泊
施
設
を

｢西
春
町
山
の
家
｣
に
指
定
、

宿
泊
費
の
助
成
を
受
け
た
西
春
町
民
が
多
数
訪
れ
、
こ
れ

ら
の
施
設
を
利
用
し
て
い
る
。

⑱

民
泊
村
月
出
の
里

僅
か
一
八
戸
、
六
〇
八
余
り
の
山
峡
の
地
、
月
出
地
区

で
民
泊
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
都
会
に
住
む
人
々
の
中
に

は
、
ふ
る
さ
と
を
も
た
な
い
人
も
沢
山
い
る
。
反
面
、
私

た
ち
の
郷
土
に
は
、
祖
先
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
か
け

が
え
の
な
い
美
し
い
自
然
と
、
素
朴
な
人
情
が
あ
る
。
こ

の
自
然
を
提
供
し
、
心
の
交
流
を
深
め
よ
う
と
始
め
ら
れ

た
の
が
民
泊
村

｢月
出
の
里
｣
で
あ
る
。
山
と
川
し
か
な

い
と
こ
ろ
と
い
う
意
識
を
、
緑
と
清
流
の
か
け
が
え
の
な

い
資
源
に
恵
ま
れ
た
、
可
能
性
を
秘
め
た
地
域
だ
と
い
う

意
識
改
革
を
行
い
、
集
落
の
存
続
を
都
市
と
の
交
流
事
業

=
民
泊
に
託
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
他
に
ま
ち
を
代
表
す
る
イ
ベ
ン
ト
は
、
夏
に
は
香

肌
ま
つ
り
、
秋
に
は
森
林
ま
つ
り
等
を
開
催
し
、
町
内
外

の
多
く
の
人
々
の
参
加
に
よ
り
、
町
の
活
性
化
の
一
つ
と

し
て
定
着
化
し
て
い
る
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
の

一
つ
に
町
の
紹
介
番
組
の
製
作
放
映
が
あ
る
。
山
村
か
ら

の
情
報
発
信
と
い
う
こ
と
で
、
平
成
元
年
か
ら
二
年
に
か

け
て
の
一
年
間
、
週
一
回
一
五
分
番
組
を
五
二
本
製
作
し
、

三
重
テ
レ
ビ
で
放
映
、
飯
高
町
を
P
R
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
町
の
活
性
化
事
業
に
都
市
と
の
交
流
事

業
を
一
つ
の
柱
と
位
置
づ
け
し
て
各
種
の
事
業
を
行
っ
て

い
る
が
、
こ
れ
ら
の
事
業
の
効
果
も
あ
り
飯
高
町
へ
の
入

込
客
は
、
年
々
増
加
し
平
成
元
年
九
万
人
で
あ
っ
た
の
が
、

平
成
三
年
に
は
一
二
万
二
千
人
と
な
っ
て
い
る
。

②

｢特
産
品
づ
く
り
｣

飯
高
町
の
特
産
品
の
主
な
も
の
は
、
茶
、
椎
茸
そ
れ
に

香
肌
の
つ
け
も
の
で
あ
る
。
以
前
か
ら
よ
く
耳
に
す
る
こ

と
に

｢飯
高
町
に
行
っ
て
も
、
み
や
げ
も
の
を
買
う
と
こ

ろ
が
な
い
、
せ
っ
か
く
訪
れ
た
の
に
何
か
そ
の
土
地
の
特

産
品
が
ほ
し
い
。｣
と
、
町
外
か
ら
の
来
客
者
に
聞
か
さ

れ
た
。

特
産
品
づ
く
り
は
、
内
発
産
業
を
誘
発
す
る
重
要
な
施

策
で
あ
り
、
経
済
活
動
の
停
滞
す
る
山
村
で
は
避
け
て
通

る
こ
と
の
で
き
な
い
課
題
で
あ
る
。
ま
た
、
特
産
品
と
観

光
は
表
裏
一
体
で
あ
り
、
特
産
品
は
町
を
紹
介
す
る
メ
デ

ィ
ア
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

昭
和
六
〇
年
に

｢特
産
品
開
発
室
｣
を
新
設
し
、
当
町

で
収
穫
で
き
る
野
菜
を
使
っ
て
の
漬
物
づ
く
り
に
取
り
組

み
、
｢香
肌
の
つ
け
も
の
｣
と
し
て
商
品
化
に
成
功
し
た
。

香
肌

(か
は
だ
)
と
い
う
ネ
ー
ミ
ン
グ
は
、
飯
高
町
一

帯
が
香
肌
峡
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
に
起
因
す
る
。

｢香
肌
の
つ
け
も
の
｣
は
、
徹
底
し
た
手
づ
く
り
と
無

添
加
の
こ
だ
わ
り
自
然
食
品
で
あ
る
。
原
料
の
野
菜
は
、

土
づ
く
り
か
ら
と
有
機
農
法
を
取
り
入
れ
、
地
元
農
家
と

契
約
栽
培
。
防
腐
剤
や
合
成
着
色
料
を
全
く
使
わ
な
い
、

昔
な
が
ら
の
製
法
で
じ
っ
く
り
と
漬
け
込
ん
だ
素
朴
な
漬

物
を
製
造
し
て
い
る
。

一
方
、
こ
れ
ら
の
働
き
に
先
駆
け
、
昭
和
五
二
年
か
ら

近
隣
中
核
都
市
松
阪
市
の
百
貨
店
で

｢飯
高
物
産
展
｣
を

開
催
し
て
き
た
。
年
一
回
六
日
間
程
度
の
一
過
性
の
イ
ベ

ン
ト
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
な
り
の
成
果
と
効
果
を
上
げ

て
き
た
。
こ
れ
の
最
終
目
的
は
、

一
過
性
の
イ
ベ
ン
ト
を

脱
皮
し
た
通
年
生
産
、
通
年
販
売
に
あ
っ
た
。
そ
こ
で
専

門
の
加
工
場
が
必
要
と
な
り
、
町
で
は
、
農
産
物
加
工
所

を
建
築
し
、
地
元
農
家
を
中
心
に
田
引
加
工
野
菜
生
産
組

合
を
発
足
さ
せ
、
管
理
委
託
を
行
い
、
組
合
の
手
に
よ
っ

て
昭
和
六
二
年
か
ら

｢香
肌
の
つ
け
も
の
｣
づ
く
り
が
行

わ
れ
、
平
成
元
年
に
は
、

｢三
重
の
ふ
る
さ
と
食
品
コ
ン

ク
ー
ル
｣
で
農
林
大
臣
賞
の
栄
誉
に
輝
い
た
。

ま
た
、
平
成
三
年
に
は
、
特
産
品
開
発
の
試
験
研
究
と

販
路
開
拓
、
産
業
の
総
体
的
な
底
上
げ
を
図
る
拠
点
施
設

と
し
て
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
を
完
成
さ
せ
、
活
動
を
開
始

し
た
。
現
在
こ
の
施
設
で
商
品
化
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、

餅
類

(よ
も
ぎ
、
と
き
び
、
茶
、
し
い
た
け
等
)、
そ
ば

コ
ン
ニ
ャ
ク
、
薬
草
を
製
造
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
町
と
し
て
は
多
く
の
町
の
活
性
化
事
業

を
興
し
て
い
る
が
、
町
に
は
従
来
、
訪
問
客
が
訪
れ
る
よ

う
な
適
当
な
販
売
所
も
な
く
、
多
く
の
訪
問
客
か
ら
は
、

｢せ
っ
か
く
町
を
訪
れ
た
の
に
記
念
に
な
る
よ
う
な
み
や

げ
物
も
手
に
入
ら
な
い
｣
な
ど
の
声
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
本
町
を
縦
断
し
て
、
松
阪
市
か
ら
奈
良
に
至
る

一
般
国
道
一
六
六
号
の
交
通
が
、
三
重
、
奈
良
県
境
の
高

見
峠
を
貫
通
す
る
高
見
ト
ン
ネ
ル

(延
長
約
二
･
五
如
)



が
昭
和
五
九
年
に
開
通
し
て
以
来
、
建
設
省
及
び
三
重
県

事
業
に
よ
り
精
力
的
に
整
備
が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ

っ
て
急
増
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
大
阪
方
面
か
ら
伊
勢
･
鳥

羽
方
面
へ
の
観
光
交
通
を
地
を
中
心
と
し
た
交
通
に
対
し

て
適
当
な
休
憩
所
等
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
も
い
た
。
本

町
に
は
都
市
近
郊
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
誰
で
も
気
軽
に
利

用
で
き
る
ト
イ
レ
等
を
備
え
た
コ
ン
ビ
ニ
と
か
、
パ
チ
ン

コ
店
と
か
い
っ
た
施
設
が
な
く
、
役
場
の
ト
イ
レ
の
み
が
、

唯
一
そ
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

で
し
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
現
状
か
ら
都
市
と
の
交
流
事
業
等
に
よ
り
、

飯
高
町
を
訪
れ
て
く
れ
る
人
々
に
町
の
特
産
品
を
販
売
し
、

産
業
の
振
興
ま
た
所
得
の
向
上
を
図
る
こ
と
と
、
一
般
国

道
一
六
六
号
の
利
用
者
が
気
軽
に
立
寄
り
町
の
情
報
と
休

憩
の
場
が
得
ら
れ
る
場
と
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
、

飯
高
駅
の
建
設
が
計
画
さ
れ
た
。

三

田
舎
の
あ
る
店

『飯
高
駅
』

国
道
一
六
六
号
沿
い
の
飯
高
町
役
場
前
に

｢飯
高
駅
｣

が
平
成
二
年
七
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
年
間
数
万
人
の
外

来
者
を
迎
え
て
い
る
。
飯
高
町
の
特
産
品
を
全
て
と
り
そ

ろ
え
て
お
り
、
ま
た
、
観
光
案
内
も
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

町
内
外
の
お
客
さ
ん
に
大
変
喜
ば
れ
て
い
る
。
平
成
三
年

度
の
販
売
額
は
約
三
千
万
円
。
従
業
員
は
常
時
二
名
が
勤

務
し
て
い
る
。

こ
の
施
設
は
、
特
産
品
の
販
売
と
観
光
案
内
を
主
業
務

と
し
て
い
る
。
直
接
の
運
営
は
、
前
述
し
た
田
引
加
工
野

菜
生
産
組
合
に
お
願
い
し
て
い
る
。

町
内
で
生
産
さ
れ
た
も
の
、
農
産
物
加
工
所
及
び
産
業

振
興
セ
ン
タ
ー
で
製
造
さ
れ
た
品
々
が
こ
こ
で
販
売
さ
れ

て
い
る
。

飯
高
町
に
は
、
鉄
道
は
な
い
。
鉄
道
も
走
っ
て
い
な
い

の
に
な
ぜ

｢駅
｣
な
の
か
!
!
･
一
、
二
〇
0
i
一
、
三
〇

○
年
の
昔
、
こ
の
地
方
を
統
治
し
た
飯
高
氏
が
権
勢
を
誇

っ
た
頃
、
中
央
政
府

(都
)
と
地
方
を
結
ぶ
公
的
な
交
通
、

通
信
を
維
持
す
る
た
め
に
駅
制
を
敷
き
飯
高
駅
が
置
か
れ
、

地
方
の
政
治
を
司
る
一
方
管
営
の
馬
継
所
と
し
て
大
層
賑

わ
っ
た
。
飯
高
駅
が
置
か
れ
た
場
所
は
定
か
で
は
な
い
が
、

伝
馬
所
、
宿
場
町
へ
と
姿
を
変
え
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
施
設
を
飯
高
駅
と
呼
ぶ
の
は
由
来
だ
け
で
は
な
い
。

開
放
的
で
人
々
が
自
由
に
出
入
り
し
、
ふ
れ
あ
い
の
場
と

な
る
こ
と
を
願

っ
て

｢駅
｣
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
。
ま
た
、

こ
の
場
所
は
町
内
を
縦
貫
す
る
一
般
国
道
の
延
長
で
約
三

五
如
の
広
さ
を
持
つ
本
町
の
玄
関
口
に
位
置
し
、
三
重
交

通
の
バ
ス
停
留
所
に
も
な

っ
て
い
る
。

建
物
の
玄
関
は
、
紀
州
侯
の
参
勤
交
代
に
使
わ
れ
た
陣

屋
跡
を
模
し
て
お
り
、
木
造
瓦
葺
一
部
ス
レ
ー
ト
茸
平
屋

建
で
面
積
は
約
一
九
七
甜
で
あ
る
。

飯
高
駅
の
敷
地
面
積
は
一
、
四
〇
〇
評
で
、
民
有
の
田

を
買
収
し
た
も
の
で
あ
る
。
前
述
の
と
お
り
、
飯
高
駅
は

町
の
特
産
品
の
販
売
を
通
じ
て
、
町
を
訪
れ
る
人
々
に
町

を
P
R
す
る
と
と
も
に
産
業
の
活
性
化
を
図
る
目
的
で
建

設
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
お
客
さ
ん
の
気
軽
に
立
寄
れ

る
施
設
と
し
て
、
駐
車
場
、
休
憩
所
、
ト
イ
レ
の
設
備
が

必
要
で
あ
る
。
飯
高
駅
に
は
こ
の
た
め
、
店
の
入
ロ
と
は

別
の
入
ロ
を
持
つ
ト
イ
レ

(3
人
分
)
と
、
バ
ス
の
待
合

所
も
兼
ね
た
イ
ロ
リ
型
の
休
憩
所
を
設
け
て
あ
る
。
駐
車

場
は
役
場
に
駅
を
隣
接
し
て
設
置
し
た
こ
と
か
ら
、
役
場

の
駐
車
場

(駐
車
可
能
台
数
約
八
〇
台
)
を
兼
用
す
る
こ

と
と
し
て
、
飯
高
駅
独
自
の
駐
車
場
は
一
〇
台
程
度
の
利

用
可
能
ス
ペ
ー
ス
と
し
た
。

今
後
、
利
用
者
の
増
加
で
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
拡
張
が
必

要
と
な
る
よ
う
な
事
態
に
な
る
よ
う
期
待
を
し
て
い
る
。

な
お
、
飯
高
駅
に
は
町
の
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
常
備

し
、
訪
れ
る
人
々
に
必
要
な
町
の
情
報
を
提
供
で
き
る
よ

う
、
案
内
機
能
を
持
た
せ
て
い
る

(こ
の
よ
う
な
業
務
等

を
町
と
の
業
務
委
託
契
約
の
内
容
と
し
て
、
町
か
ら
若
干

の
委
託
料
を
支
払
っ
て
い
る
)。

飯
高
駅
運
営
の
た
め
の
専
従
職
員
は
三
名
で
、
駅
自
体

は
毎
週
木
曜
日
が
定
休
日
と
し
て
い
る
が
、
ト
イ
レ
は
前

述
の
よ
う
に
店
舗
部
分
と
は
別
の
入
ロ
と
な
っ
て
い
る
の

で
、
定
休
日
で
も
自
由
に
利
用
で
き
る
よ
う
工
夫
し
て
あ

ろ
↓。利
用
客
は
一
般
国
道
一
六
六
号
を
利
用
し
て
町
を
訪
れ

る
町
外
者
が
大
部
分
で
、
観
光
バ
ス
の
立
寄
り
も
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
施
設
に
対
す
る
苦
情
は
幸
い
に
し
て

今
ま
で
の
と
こ
ろ
は
な
い
が
、
今
後
と
も
利
用
者
の
ニ
ー

ズ
の
把
握
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。



我
が
町
の

｢道
の
駅
｣
は
山
陰
地
方
の
幹
線
道
路
で
あ

る
一
般
国
道
九
号
線
の
沿
道
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
、
平

成
四
年
四
月
一
七
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

以
来
、
通
行
車
両
の
オ
ア
シ
ス
と
し
て
、
ま
た
、
隣
接

し
て
設
置
し
た
総
合
公
園
の
利
用
者
の
駐
車
拠
点
と
し
て

多
く
の
人
々
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
、
一
○
月
末
現
在
で

延
べ
利
用
者
は
一
六
三
、
0
0
0
人

(
一
日
平
均
約
九
0

○
人
)
に
上

っ
て
い
る
。

以
下
、
そ
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

ー

町
の
概
要

我
が
町
鳥
取
県
大
栄
町
は
鳥
取
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置

し
、
日
本
海
海
岸
線
を
北
に
、
麗
峰
大
山
を
西
に
、
南
は

な
だ
ら
か
な
大
山
火
山
灰
土
の
丘
陵
地
帯
と
な
っ
て
い
る
。

人
ロ
は
約
九
、
七
〇
〇
人
、
基
本
産
業
は
農
業
で
、
特

に

｢大
栄
す
い
か
｣
は
日
本
一
お
い
し
い
す
い
か
を
自
認

し
て
お
り
、
ま
た
、
栄
養
度
の
高
い

｢砂
丘
な
が
い
も
｣

も
全
国
に
誇
れ
る
町
の
特
産
物
で
あ
る
。

江
戸
時
代
に
は
因
州
藩
の
藩
倉
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

山
陰
道
の
宿
場
町
と
し
て
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
て
き
た
町
で

も
あ
る
。

2

｢道
の
駅
｣
建
設
の
動
機

｢道
の
駅
｣
に
隣
接
し
て
、
平
成
三
年
四
月
に
多
目
的

広
場
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
、
ロ
ー
ラ
ー

　　　　　　　　　　　
鳥取県大栄町



ス
ケ
ー
ト
場
、
キ
ャ
ン
プ
場
等
を
設
備
し
た
町
営
の
総
合

公
園
が
オ
ー
プ
ン
し
て
お
り
、
こ
れ
を
利
用
す
る
年
間
一

三
万
人
を
こ
え
る
人
々
に
対
し
て
、
よ
り
充
実
し
た
憩
い

の
場
と
な
る
こ
と
、
地
域
の
賑
わ
い
の
場
と
す
る
こ
と
、

が
強
く
求
め
ら
れ
、
特
に
地
場
産
業
と
し
て
の
特
産
品
を

中
心
と
す
る
地
域
の
情
報
発
信
の
拠
点
の
構
築
が
構
想
さ

れ
た
。
ま
た
、
そ
の
た
め
に
は
町
を
訪
れ
、
或
い
は
通
過

す
る
交
通
を
そ
の
拠
点
に
誘
導
す
る
こ
と
が
必
須
の
条
件

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
道
路
沿
道
に
相
当
程
度
の
規
模
を
も

っ
た
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
で
あ
り
、
交
通
の
誘
導
に
は

道
路
管
理
者
と
の
協
力
が
ま
た
必
要
で
あ
る
こ
と
、
道
路

管
理
者
側
で
も
交
通
事
故
の
防
止
を
は
じ
め
快
適
な
道
路

条
件
を
つ
く
る
必
要
が
あ
り
、
特
に
こ
の
周
辺
に
は
自
動

車
利
用
者
が
安
心
し
て
、
か
つ
、
気
軽
に
利
用
で
き
る
休

憩
施
設
が
少
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
休
憩
施
設
の
整
備
が
利

用
者
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
り
、
双
方
の
必
要

性
が
合
致
し
た
こ
と
か
ら
、
幹
線
道
路
で
あ
る
一
般
国
道

九
号
線
に
隣
接
し
て
、
駐
車
場
を
主
体
と
し
た

｢道
の

駅
｣
を
建
設
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

3

施
設
の
概
要

施
設
の
総
敷
地
面
積
は
六
、
一
三
九
鑽
で
、
駐
車
場
四
、

二
七
〇
姪

(大
型
一
二
台
、
小
型
五
〇
台
が
駐
車
可
能
)
、

土
産
物
売
店
及
び
レ
ス
ト
ラ
ン

(
｢刃
覇
の
q
弓
0
-Z
だ
い

ば
｣
)
一
棟

(
一
五
七
題

、
農
産
物
直
売
所
及
び
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
ハ
ウ
ス

(
｢お
台
場
い
ち
ば
｣
)
一
棟

(二
一

九
評
)
、
公
衆
ト
イ
レ
一
棟

(
三
一○
叶
)
が
配
置
さ
れ

て
い
る
。

駐
車
場
に
は
県
内
の
観
光
案
内
、
道
路
情
報
等
を
大
型

の
案
内
板
で
表
示
す
る
と
と
も
に
国
際
電
話
ボ
ッ
ク
ス
も

設
置
し
て
い
る
。

農
産
物
直
売
所
で
は

｢だ
い
え
い
す
い
か
｣
や

｢砂
丘

な
が
い
も
｣
な
ど
を
直
売
す
る

｢お
台
場
い
ち
ば
｣
が
開

か
れ
、
ま
た
、
地
元
産
の

｢大
栄
牛
｣
が
賞
味
で
き
る
よ

う
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
コ
j
ナ
ー
を
設
け
て
い
る
。
ま
た
、
そ

の
一
角
に
情
報
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
情

報
、
道
路
時
刻
表
、
住
宅
地
図
等
を
置
き
、
地
域
情
報
を

提
供
し
て
い
る
。

4

運
営
状
況
等

運
営
は
ト
イ
レ
、
駐
車
場
の
維
持
管
理
は
町
が
行
う

(大
栄
共
同
開
発
㈱
に
業
務
委
託
)
こ
と
と
し
て
い
る
が
、

｢刃
囮
の
d
弓
0
[Z
だ
い
ば
｣
は
商
工
会
の
有
志
五
〇
人
の

出
資
に
よ
る
お
台
場
観
光
㈱
が
、
｢お
台
場
い
ち
ば
｣
は

農
協
の
一
〇
0
%
出
資
の
㈱
大
栄
共
同
開
発
が
そ
れ
ぞ
れ

町
か
ら
施
設
を
借
り
て
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
施
設
は
ド
ラ
イ
バ
ー
や
観
光
バ
ス
等
の
町
外

か
ら
の
お
客
様
に
対
し
て
、
居
な
が
ら
に
し
て
町
の
特
産

品
の
提
供
が
で
き
、
ま
た
、
町
の
P
R
が
容
易
に
で
き
る

こ
と
を
目
的
に
建
設
し
た
も
の
で
あ
り
、
現
在
の
収
支
状

況
は
別
と
し
て
将
来
的
に
は
町
の
活
性
化
の
拠
点
と
し
て

大
き
く
発
展
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

｢刃
国
の
q
弓
O
HZ
だ
い
ぱ
｣
は
オ
ー
プ
ン
以
来
一
三
か

月
で
一
万
五
、
0
0
0
人
の
利
用
を
得
て
い
る
。

お
客
さ
ま
は
町
外
の
人
が
大
半
で
あ
り
、
そ
の
反
響
も

い
ま
ま
で
の
と
こ
ろ
非
常
に
好
評
で
あ
る
が
、
シ
ャ
ワ
ー

や
簡
易
宿
泊
所
、
ト
イ
レ
に
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
を
と
い
っ
た

休
憩
施
設
と
し
て
の
施
設
の
充
実
要
望
も
あ
り
、
今
後
、

よ
り
一
層
の
施
設
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

5

今
後
の
展
望

我
が
町
の
道
の
駅
の
運
営
は
以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
ま

だ
、
は
じ
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
り
、
町
及
び
町
民
は
そ
の

発
展
に
大
き
な
期
待
を
も
っ
て
見
守
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

今
後
は
施
設
の
充
実
は
勿
論
で
あ
る
が
、
運
営
等
ソ
フ

ト
面
の
充
実
に
つ
い
て
も
十
分
な
研
究
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
今
年
八
月
に
近
接
の
由
良
川
河
ロ

に
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
用
の
マ
リ
ー
ナ
が
第
三
セ
ク
タ
ー
で

オ
ー
プ
ン
す
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
諸
施
設
を
連
携
し
て
、

ド
ラ
イ
バ
ー
と
町
民
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
、
ま
た
、

仲
間
づ
く
り
の
場
と
し
て
イ
ベ
ン
ト

(七
月

｢す
い
か

･

な
が
い
も
マ
ラ
ソ
ン
｣
、
八
月

｢
お
台
場
ま
つ
り
｣

｢由

良
川
下
り
い
か
だ
レ
ー
ス
大
会
)
を
よ
り
充
実
す
る
よ
う

検
討
中
で
あ
る
。



道
の
駅
が
で
き
た
の
は
、
本
町
が
昭
和
五
五
年
四
月
に

兵
庫
県
伊
丹
市
と
姉
妹
都
市
提
携
を
し
、
都
市
と
過
疎
地

の
交
流
を
積
み
重
ね
て
い
る
な
か
で
、
伊
丹
市
か
ら
来
町

さ
れ
て
も
充
分
な
施
設
が
町
内
に
な
く
、
か
ね
て
か
ら
両

市
町
が
要
望
し
て
い
た
都
市
交
流
セ
ン
タ
ー
レ
ス
ト
ハ
ウ

ス

｢や
ま
な
み
｣
が
、
昭
和
六
二
年
国
道
五
四
号
線
沿
線

花
栗
地
区
に
山
村
地
域
資
源
高
度
活
用
促
進
モ
デ
ル
事
業

を
導
入
し
、
完
成
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
六
三
年
度
か
ら

平
成
三
年
度
に
、
第
三
期
山
村
振
興
農
林
漁
業
対
策
事
業

の
指
定
を
受
け
る
中
で
、
緑
地
公
園
等
利
用
施
設
整
備
事

業
に
着
手
し
、
こ
の
都
市
交
流
セ
ン
タ
ー

｢
や
ま
な
み
｣

を
中
心
と
し
た
公
園
整
備
を
行
っ
て
、
森
林
浴
、
自
然
観

察
、
又
、
広
場
の
イ
ベ
ン
ト
利
用
等
、

｢や
ま
な
み
｣
と

一
体
と
な
っ
た
活
用
を
図
る
都
市
交
流
の
拠
点
施
設
の
整

備
を
進
め
て
き
た
。

併
せ
て
、
建
設
省
の
事
業
と
し
て
安
全
で
円
滑
な
交
通

を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
快
適
な
空
間
と
し
て
景
観
確
保

を
す
る
た
め
、
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク

(冬
期
は
、
チ
ェ
ー
ン

着
脱
場
)
が
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス

｢や
ま
な
み
｣
の
向
い
に
国

道
を
挾
ん
で
、
平
成
二
年
か
ら
平
成
三
年
に
か
け
て
完
成

し
道
の
駅
と
し
て
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
道
の
駅
と
し
て
は
、
ま
だ
ま
だ
不
充
分
で
あ

り
今
後
整
備
が
必
要
な
こ
と
ば
か
り
で
あ
る
。

現
在
、
整
備
さ
れ
て
い
る
施
設
の
概
要
は
、
次
の
と
お

り
で
あ
る
。

①

都
市
交
流
セ
ン
タ
ー

『や
ま
な
み
｣

(昭
和
六
〇
年
か
ら
昭
和
六
二
年
)

堂

八
七
･
0
叶

一
階

食

都
市
交
通
セ
ン
タ
ー

｢や
ま
な
み
｣



特
産
品
展
示
コ
ー
ナ
ー

四
0

･
0
鰐

談
話
コ
ー
ナ
ー

四
四

･
八
評

屋
外
体
験
学
習
コ
ー
ナ
ー
一
〇
0
･
○
話

二
階

交
流
ホ
ー
ル

会
議
室

二
一
･
八
瀞

体
験
学
習
室

六
三
･
四
評

三
階

宿
泊
施
設

一
八
六
･
0
鰐

四
階

室
外
機
械
置
場

八
六
･
七
評

②

緑
地
公
園

(昭
和
六
三
年
か
ら
平
成
三
年
)

④

昭
和
六
三
年

遊
歩
道
整
備

W
=
二
･
0
m

L
=
七
三
三
m

広
場
整
備

七
〇
〇
評

平
成
元
年

遊
歩
道
整
備

W
=
三
･
o
m

L
=
二
七
五
m

苗
木
新
植

(つ
つ
じ
、
桜
)

⑤

便
所
建
築

一
棟

二
七
祠

広
場
造
成

四
、
七
○
○
評

平
成
二
年

広
場
整
備

二
、
二
〇
〇
話

苗
木
新
植

(つ
つ
じ
、
桜
)

便
所
建
築

一棟

二
七
話

平
成
三
年

照
明
施
設
整
備

一
式

平
成
四
年

駐
車
場
整
備

一
、
八
四
〇
評

③

ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク

(チ
ェ
ー
ン
着
脱
場
)

平
成
ニ
ー
三
年

駐
車
場

大
型
車

三
台

⑥

大
型
車

三
台

小
型
車

八
台

植

樹
黒

松

二
本

ツ

ゲ

一
〇
本

ツ
ツ
ジ
、
ヤ
マ
ブ
キ
、
サ
ツ

キ
、
サ
ザ
ン
カ
、
ユ
キ
ヤ
ナ
ギ

案
内
標
識

一
式

電
話
ボ
ッ
ク
ス

一
ヶ
所

照
明
施
設

六
基

ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
の
施
設
予
定
地
造
成

平
成
三
年

休
憩
施
設

(休
憩
所
、
ト
イ
レ
、
公
園
)
交

通
情
報
施
設

(道
路
情
報
、
案
内

施
設
、
特
産
品
販
売
所
)
予
定
地

の
造
成
七
、
0
一
九
評

国
道
沿
線
整
備

平
成
三
-
四
年

国
道
拡
幅
、
植
樹
帯
整
備

植

樹

カ
エ
デ

四
本

ブ

ナ

三
本

赤
松

(町
木
)三
本

ツ
ツ
ジ
、

キ
ン
メ
ツ
ゲ

他
一
、
一
七
〇
本

景
石

八
個

県
道
及
び
町
道
整
備

こ
れ
は
、
出
雲
神
話
街
道
の
愛
称
で
皆
様
に
親

し
ま
れ
て
い
る
国
道
五
四
号
線
沿
線
、
都
市
交

流
セ
ン
タ
ー
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス

｢や
ま
な
み
｣
周

辺
と
県
道
吉
田
頓
原
線

(県
民
の
森
に
通
ず

る
)
を
結
ぶ
道
路
の
整
備
。

平
成
元
i
四
年

国
道
取
付
、
道
路
改
良

全
体
計
画
延
長

一
、
四
三
一m

　　　　=

員

一
0
m

次
に
、
利
用
状
況
に
つ
い
て
、
都
市
交
流
セ
ン
タ
ー

｢や
ま
な
み
｣
は
、
昭
和
六
二
年
三

月
に
オ
ー
プ
ン
し
、

レ
ス
ト
ラ
ン
、
特
産
口中
販
売
コ
ー
ナ
ー
、
宿
泊
施
設
、
交

流
ホ
ー
ル
等
が
あ
り
、
施
設
の
管
理
運
営
は
町
が
㈱
観
光

開
発
公
社
に
委
託
し
て
い
る
。
大
方
木
山
の
ブ
ナ
林
や
鳥

類
の
観
察
、
姉
妹
都
市
交
流
、
冬
期
の
琴
引
フ
ォ
レ
ス
ト

パ
ー
ク
ス
キ
ー
場
等
の
体
験
学
習
や
観
光
、
レ
ジ
ャ
ー
の

拠
点
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス

｢や
ま
な
み
｣
周
辺
の
緑
地
公

園
と
遊
歩
道
は
、
気
分
転
換
の
た
め
の
観
賞
、
散
策
、
ま

た
多
目
的
広
場
は
、
都
市
と
の
交
流
は
も
と
よ
り
近
隣
町

村
の
交
流
や
、
町
内
地
域
住
民
の
交
流
の
場
と
し
て
特
に

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
等
非
常
に
利
用
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク

(チ
ェ
ー
ン
着
脱
場
)
は
、
国
道
五

四
号
線
を
利
用
す
る
人
の
休
憩
の
場
と
冬
期
の
円
滑
な
交

通
確
保
の
た
め
、
チ
ェ
ー
ン
着
脱
の
場
と
し
て
多
く
の
人

が
利
用
し
て
い
る
。

特
に
利
用
が
多
い
の
に
驚
い
た
の
は
、
後
か
ら
で
き
た

多
目
的
広
場
に
あ
る
ト
イ
レ
施
設
で
、
駐
車
場
と
併
設
し



て
お
り
、
駐
車
場
整
備
が
終
了
し
た
ら
標
示
も
し
な
い
の

に
国
道
を
通
行
す
る
車
輌
が
常
に
何
台
か
利
用
し
て
い
る

と
い
う
状
況
で
、
是
非
と
も
早
急
に
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
に

も
施
設
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

｢道
の
駅
｣
の
反
響
に
つ
い
て
み
る
と
、
当
地
区
は
自

然
に
囲
ま
れ
て
、
四
季
を
通
し
て
大
変
美
し
い
と
こ
ろ
で
、

こ
の
山
脈
の
中
に
県
民
の
森
大
方
木
山
と
大
国
主
命
が
琴

を
弾
じ
た
伝
説
の
琴
引
山
が
あ
り
、
道
路
を
利
用
す
る
皆

様
に
と
っ
て
、
自
然
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
で
き
、
松
江
方
面
か
ら
も
広
島
方
面
か
ら
も
大
変
好

評
で
利
用
が
日
に
日
に
増
え
る
傾
向
に
あ
る
。

こ
の
施
設
の
中
で
利
用
の
多
い
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
は
、

特
に
天
気
の
良
い
昼
前
後
は
車
が
多
く
、
駐
車
場
ス
ペ
ー

ス
が
も
う
少
し
あ
っ
て
も
い
い
様
に
思
う
。
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、
多
目
的
広
場
で
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
の
開
催
は
、

自
然
に
囲
ま
れ
た
中
で
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
気
分
で
ゲ
ー

ム
が
で
き
大
変
好
評
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
、
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク

(チ
ェ
ー
ン
着
脱
場
)

の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ハ
ウ
ス
の
建
設
、
休
憩
施
設
、
ト
イ
レ

の
整
備
と
併
せ
て
、
何
時
で
も
周
辺
観
光
や
道
路
の
情
報

が
キ
ャ
ッ
チ
出
来
る
施
設
を
設
置
し
た
り
、
特
産
品
販
売

を
通
し
て
地
域
の
交
流
の
場
に
な
る
よ
う
整
備
す
る
必
要

が
あ
る
。
町
道
の
早
期
改
良
に
よ
る
沿
線
開
発
と
施
設
整

備
に
よ
り
、
一
層
道
の
駅
と
し
て
充
実
整
備
す
る
こ
と
が

多
く
の
人
か
ら
望
ま
れ
て
い
る
。

そ
れ
か
ら

｢道
の
駅
｣
整
備
に
つ
い
て
の
苦
労
話
と
し

て
、
当
町
は
財
政
が
豊
か
な
町
で
は
な
い
の
で
、
町
の
単

独
事
業
と
し
て
実
施
す
る
よ
り
、
補
助
事
業
で
実
施
す
る

方
法
を
考
え
て
い
く
わ
け
だ
が
、
事
業
の
選
択
、
決
め
ら

れ
た
枠
の
中
な
の
で
、
対
象
に
な
ら
な
い
部
分
の
町
単
独

事
業
の
工
夫
、
ま
た
関
連
す
る
事
業
と
の
調
整
な
ど
色
々

と
担
当
者
の
苦
労
が
あ
っ
た
様
に
思
う
。

そ
れ
か
ら
植
栽
に
つ
い
て
も
、
建
設
省
の
事
業
で
植
樹

す
る
樹
木
の
選
定
も
あ
っ
た
。

国
道
沿
線
に
お
け
る
ロ
ー
ド
づ
く
り
の
基
本
計
画
が
ま

だ
で
き
て
い
な
い
段
階
で
、
町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
町

の
特
色
を
出
す
町
木
、
町
花
そ
の
他
の
樹
木
の
選
定
は
、

植
栽
後
に
冬
期
、
積
雪
地
帯
で
使
用
す
る
融
雪
剤
に
よ
る

害
で
ど
う
な
る
か
、
相
当
時
間
も
か
け
非
常
に
選
定
に
困

っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
散
策
道
や
山
に
新
植
し
た

も
の
を
管
理
作
業
の
為
に
あ
や
ま
っ
て
切
り
取
っ
て
し
ま

い
、
補
植
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
た
び
た
び
あ

っ
た
。

ト
イ
レ
の
管
理
は
、
き
れ
い
で
だ
れ
も
が
利
用
し
や
す

い
様
に
す
る
た
め
に
は
、
毎
日
清
掃
す
る
こ
と
は
当
然
で

あ
る
が
、
利
用
者
の
マ
ナ
ー
の
悪
い
こ
と
も
あ
り
、
整
備

し
た
ト
イ
レ
の
備
品
が
た
び
た
び
な
く
な
る
こ
と
も
あ
る

よ
う
で
、
管
理
の
苦
労
が
わ
か
る
様
な
気
が
す
る
。

最
後
に
本
町
の

｢道
の
駅
｣
構
想
は
、

“自
然
リ
ゾ
ー

ト
エ
リ
ア
"
と
し
て
予
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
在
既

に
完
成
も
し
く
は
整
備
中
の
施
設
と
未
利
用
の
自
然
環
境

を
有
効
か
つ
一
体
的
に
組
合
わ
せ
て
活
用
し
、
ふ
る
さ
と

の
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る

"や
す
ら
ぎ
“
の
拠
点
と
し
て
、

こ
の
整
備
に
よ
り
国
道
交
通
を
媒
体
と
し
た
頓
原
の
産
業

や
文
化
の
情
報
発
信
の
基
点
と
す
る
た
め
、
今
後
共
苦
労

を
重
ね
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。



第暫位
道路整備の長期構想 (薬) の策定に続き、
第11次道路整備五箇年計画等の策定と総投資

規模が決まる。

6月の道路審議会建議に続き、 生活 ･地域

･環境を三本柱とする新たな長期構想 (案 )

(N E X T W A Y )が策定され、 昨年末の予

算編成において、 総投資額76兆円による第11

次道路整備五箇年計画の策定が決まる。 併せ

癖戚4鍾週曜関係
　　　 　 　 　 　

て第10次積雪寒冷特別地域道路交通確保五箇

年計画及び第 8 次奥地等産業開発道路計画の

策定が決る。

第鰹立
東京外かく環状道路の開通、 瀬戸中央自動

車道の高松自動車道との直結等高規格幹線道

路の開通相次ぐ。

11月27日東京外かく環状道路 (三郷~ 美女

木 )供用開始。 また、 4月19日には瀬戸中央

自動車道が高松自動車道とつながり、 瀬戸大

橋を介し、 中国と四国が一本の道路で直結す

るなど高規格幹線道路の整備は着実に進展。

第圓位
41年ぶりに道路特定財源税制の拡充方針が

決る。

第虹次道路整備五箇年計画の財源を確保す

るため、 軽油引取税の 1 8 当たり7.8円引き

上げ、 揮発油税を 1 8 当たり 3円引き上げ及

び地方道路税の同額引き下げ (ガソリンの税

率は不変 )を内容とする道路特定財源税制の

拡充を14年ぶりに行う方針が決定される。

第⑯位
11年ぶりに一般国道約6,00okmが追加指定

される。

11年ぶりに一般国道約6,00okmを追加指定。
これにより一般国道は 5万kmを超える (施行

は平成 5年 4月 1日 )。

東京外かく環状道路



高難曲醐車遵･瀬戸事実自動庫趨趨鱸
し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　
本日 ＼ 本日

　 　　
　　　
　　 　
　
　　　

　　　
道路審議会から ｢今後の有料道路制度のあ
り方についてJ 中間答申される。

6月道路審議会より、 償還期間の見直し等
有料道路制度の見直しに関する答申がされる。

第 '値
交通事故死者数過去19年間で最悪、 災害の
多発等、 道路行政への課題高まる。

交通事故死者数は過去19年間で最悪であり、
4年連続で 1万 1千人を超える死者数を記録。
また、 雲仙噴火等災害の多発等、 道路行政を
めぐる課題が高まっている。

第鬮位
地域高規格道路の調査が始まる。

全国的な高規格幹線道路と一体となって、
地域の連携による ｢地域集積圏｣ の形成、 交
流の促進を図るための地域高規格道路の整備
促進を図るため、 平成 4年度予算において、
地域高規格道路の調査に着手。

日米道路科学技術に関する協力実施の取決

冠 調印、 米国連邦道路庁ラーソン長官来日する。　　　　

、 日米が初めて次世代の道路交通システム、
滋 道路環境、 道路交通安全、 橋梁、 舗装等の道

,愁 路科学技術に関する技術交流についての取決
議 めに調印o

い き】が ^べ き焚き＼



｢道の駅｣ 進展。
道にやすらぎと個性豊かなにぎわいの場を

設ける試みとして ｢道の駅｣ が展開される。
11月には ｢道の駅｣ 駅長会議も開催。

難問値
~酒は,暮らしの中を走っていま富。~

“㈱2 r蓮の目｣記愈"鬮ウ率ランド
スーパーロードカップサッカー、

r道の日｣、
｢道路をまもる月間J等多彩なイベント開催。

道路は文化交流、 地域振興の基盤であると

の認識が、 スーパーロードカップサッカーに

おける広報活動により一般に広まる。 また、
道路の意義に対する認識等を深めるべく ｢道

の日｣、 ｢道路をまもる月間｣ の関連行事が各

地で盛大に開催。 今後、 道路に関するソフト

な施策の意義はますます高まるものと考えら
れる。

　　　　　
趨はリッカーをはれ3l

slゅE円璧脳DCUPSOC鎌田
　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て気塁̂"gB1て｢･、･r.｢｣□　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　r~“準、ずつ-1ーんコー.-′̂′ヴ-->--



道
路
に
お
け
る
円
滑
か
つ
安
全
な
交
通
を
確
保
し
、
道

に
道
の
設
置
･
管
理
の
瑕
疵
に
係
る
損
害
賠
償
の
概
況
を

路
の
機
能
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
、
道
路
管
理
者
に

紹
介
す
る
。

お
い
て
は
道
路
の
適
正
な
維
持
、
管
理
の
充
実
を
図
り
事

な
お
、
こ
の
統
計
は
道
路
の
設
置
･
管
理
の
瑕
疵
に
よ

故
の
防
止
に
万
全
を
期
す
よ
う
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
当
該
年
度
に
お
い
て
訴
訟
又
は
示
談
に
よ
り
損
害
賠
償

る
が
、
道
路
の
設
置
･
管
理
の
瑕
疵
に
係
る
損
害
賠
償
件

し
た
事
案
も(以
下
、
こ
れ
ら
損
害
賠
償
し
た
事
案
を

｢暇

数
が
こ
こ
数
年
増
加
傾
向
に
あ
り
、
平
成
二
年
度
に
お
い

疵
事
案
｣
と
い
う
。)
の
件
数
と
賠
償
金
額
で
あ
る
。
し
た

て
は
、
全
体
で
一
、
六
〇
〇
件
を
越
え
て
い
る
。

が
っ
て
、
当
該
年
度
に
発
生
し
た
道
路
の
設
置
･
管
理
に

道
路
の
設
置
･
管
理
の
瑕
疵
に
係
る
損
害
賠
償
の
概
況

係
る
事
故
の
件
数
を
集
計
し
た
も
の
で
は
な
い
。

お
い
て
は
道
路
の
適
正
な
維
持
、
管
理
の
充
実
を
図
り
事

故
の
防
止
に
万
全
を
期
す
よ
う
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
道
路
の
設
置
･
管
理
の
瑕
疵
に
係
る
損
害
賠
償
件

数
が
こ
こ
数
年
増
加
傾
向
に
あ
り
、
平
成
二
年
度
に
お
い

て
は
、
全
体
で
一
、
六
〇
〇
件
を
越
え
て
い
る
。

道
路
の
設
置
･
管
理
の
瑕
疵
に
係
る
損
害
賠
償
の
概
況

を
紹
介
し
、
さ
ら
に
係
争
中
の
道
路
関
係
訴
訟
の
概
況
も

併
せ
て
紹
介
す
る
。

一
道
路
の
管
理
瑕
疵
に
係
る
損
害
賠
償
の
概

況
毎
年
、
全
国
の
道
路
管
理
者
の
協
力
を
得
て
実
施
し
て

い
る
道
路
管
理
瑕
疵
事
故
統
計
の
平
成
二
年
度
分
を
も
と

1

過
去
五
箇
年
間
の
概
況

①

損
害
賠
償
件
数
及
び
賠
償
金
額

昭
和
六
一
年
度
か
ら
平
成
二
年
度
ま
で
の
五
箇
年

間
に
お
け
る
道
路
の
設
置
･
管
理
の
瑕
疵
に
係
る
瑕

疵
事
案
は
件
数
で
六
、
九
三
五
件
、
賠
償
金
額
で
約

二
五
億
円
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
訴
訟
で
解
決
し
た
件

数
は
四
五
件
、
示
談
で
解
決
し
た
件
数
は
六
、
八
九

〇
件
で
あ
る
o

ま
た
、
一
件
当
た
り
の
賠
償
金
額
は
訴
訟
は
平
均

約
七
四
八
万
円
、
示
談
で
は
約
三
二
万
円
で
あ
る
。

五
箇
年
間
に
お
け
る
瑕
疵
事
案
を
道
路
管
理
者
別

に
み
る
と
建
設
大
臣
が
管
理
す
る
一
般
国
道
に
係
る

も
の
が
件
数
で
二
一
六
件
、
賠
償
金
額
で
約
一
億
七
、

七
○
0
万
円
、
都
道
府
県
が
管
理
す
る
県
道
等
に
係

る
も
の
が
二
、
四
三
二
件
、
約
八
億
五
、
六
〇
〇
万

円
、
指
定
市
が
管
理
す
る
市
道
等
に
係
る
も
の
が
五

一
六
件
、
約
一
億
六
、
六
〇
〇
万
円
、
指
定
市
以
外

の
市
が
管
理
す
る
市
道
に
係
る
も
の
が
二
、
二
七
二

件
、
約
八
億
八
、
五
〇
〇
万
円
、
町
村
が
管
理
す
る

町
村
道
に
係
る
も
の
が
一
、
三
三
七
件
、
約
四
億
六

○
0
万
円
、
道
路
関
係
公
団
、
地
方
道
路
公
社
が
管

道
路
管
理
瑕
疵
に
係
る

損
害
賠
償
と
訴
訟
の
概
況建設
省
道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
訟
務
班



(単位 :千円)

表 1 道路管理瑕疵事故統計総括表

路

者理

道

管

理

分

処

区

6l 62 “ 一元 リム 計

徽 賠償全額 件 数 賠償金額 件 数 賠償金額 件 数 賠償金額 件 数 賠償金額 件 数 賠償金額
直 轄

計

訴
｣不
訟
談
0
45
菊

0
鱗
0
蘂
艶

0
%
第
躍
鰯

0
約
第

0
繃
0
蛆
俎

0
鱗
0
55
55

0
鱗
0
216

第

0
纖

公 団
計

訴
示
訟
談
1
銘
盤
卿鱗

0
24
24

0
蝸
0
20
20

0
螂
0
32
32

0
鰡
ー
35
36

鰡
器
2
133
135
纖総

公 社
計

訴
一不

V̂
11
14

0
219
219

〉̂
ワ‘
ワー

0
潴
nU
リム
り&

0
醗
ハU
ワー
ワ‘

o
㈱
㈱

o
m
m

0
繃
o
"
"

0
霧

方

体団共

地

公 計

訴
示
訟
談
“
瑠 鯛総
“
爛議 “翔 硼鷲露贓 鯛蛔

0
溌 硼鱗
“
器翹

内

訳

都道府県
計

訴
示

5
418
423
購鱗

7
報
知
鱸獲

4
485
螂
総
颯

2
526
528鱗

2
即
戦
蹄罐
“
鑓 嗽鱗

指 定 市
計

訴
)不

1
艶
船
鰡
蜘

1
90
91
蛔雛

1
鋭
臨

0
濃
0
121
栩

0
皺
ー
129
即
鱗
皺

4
512
516
総
噸

市
訟
談
計

訴
示

2
361
363
総
蹴

2
383
385
蹴讓

5
蝋
燭
鸚饗

2
483
485
烈鱗

3
550
蹴
獲霧
滋
翔
蹴鰡

町 村
訟
談
計

訴
示

0
225
225

0
舵
2
200
202

㈱
鱗

2
229
獺
綴
協

ー
317
雛
鰡響

0
361
361

0
鱗 滋
鰡
燃総

全 国 計
訟
談
計

訴
示
,
購 鯛
鰊
滋
耶
鯏箋
“
即
戦
纖
鱒
,
鰕 総
礪
,
醗 鯛
鰊
副
鯛礬郷

理
す
る
有
料
道
路
に
係
る
も
の
が
一
六
二
件
、
約
五
、

六
〇
〇
万
円
で
あ
る

(表
1
)
。

傾
向
と
し
て
は
、
件
数
が
こ
こ
数
年
の
間
に
大
幅

に
増
加
し
、
賠
償
金
額
は
減
少
し
て
い
る

(別
添
図

表
)
。

②

瑕
疵
事
案
の
態
様
別
内
訳

態
様
別
に
瑕
疵
事
案
を
み
る
と
穴
ぼ
こ
に
係
る
も

の
が
一
、
八
九
四
件
、
賠
償
金
額
で
約
四
億
一
、
四

〇
〇
万
円
、
落
石
に
係
る
も
の
が
一
、
五
〇
八
件
、

約
五
億
三
、
0
0
0
万
円
安
全
施
設
不
備
に
係
る
も

の
が
四
一
四
件
、
約
四
億
二
、
一
〇
〇
万
円
と
な
っ

て
い
て
、
こ
れ
ら
が
全
体
の
件
数
及
び
賠
償
金
額
を

お
し
あ
げ
て
い
る
。

な
お
、
蓋
不
全
に
係
る
も
の
は
昭
和
六
三
年
度
か

ら
平
成
二
年
度
ま
で
の
数
字
し
か
な
い
が
こ
の
三
年

間
で
て

0
八
二
件
、
約
二
億
六
、
二
〇
〇
万
円
で

件
数
、
賠
償
金
額
と
も
目
立
っ
て
多
い
状
況
に
あ
る

(表
2
)
。

別
桝
600

400
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…
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0

百

1
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次
に
、
事
故
態
様
別
に
件
数
を
み
た
場
合
各
道
路

管
理
者
と
も
穴
ぼ
こ
、
落
石
、
蓋
不
全
、
安
全
施
設

不
備
が
上
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
る
こ
と

(表
3
ー

①
及
び
同
表
②
)
、
さ
ら
に
穴
ぼ
こ
に
つ
い
て
は
特

に
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
件
数
が
昭
和
五
〇
年
度

か
ら
同
五
四
年
度
ま
で
の
五
箇
年
の
年
間
平
均
が
一

二
八
件
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
平
成
元
年
度
が
四
七

八
件
、
平
成
二
年
度
が
五
二
四
件
と
な
っ
て
お
り
増

加
が
著
し
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

地
方
公
共
団
体
の
穴
ぼ
こ
件
数
の
増
加
の
原
因
は

詳
ら
か
で
な
い
が
、
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
道
路

に
つ
い
て
穴
ぼ
こ
の
件
数
が
増
加
し
て
い
る
事
実
に

照
ら
せ
ば
地
方
公
共
団
体
が
管
理
す
る
道
路
の
路
面

の
一
層
の
適
正
化
が
望
ま
れ
よ
う
。

平
成
二
年
度
の
概
況

①

損
害
賠
償
件
数
及
び
賠
償
金
額

平
成
二
年
度
に
お
い
て
道
路
の
設
置
･
管
理
の
瑕

疵
に
よ
り
損
害
賠
償
し
た
事
案
は
件
数
一
、
六
八
七

件
、
賠
償
金
額
は
六
億
四
、
九
〇
〇
万
円
で
あ
る
。

傾
向
と
し
て
は
前
年
度
と
比
べ
て
件
数
、
賠
償
金

額
と
も
増
加
し
た

(表
1
)
。

②

瑕
疵
事
案
の
態
様
別
内
訳

態
様
別
に
瑕
疵
事
案
を
み
る
と
穴
ぼ
こ
が
最
も
多

く
五
三
六
件
で
、
以
下
、
蓋
不
全
四
〇
三
件
、
落
石

二
九
三
件
が
上
位
を
占
め
て
い
る
。
賠
償
金
額
に
つ

(単位 ;千円)㈲

均

b
1
2

8
2
2

5
2
2
7
6
9

0
7
8
8
8
0

3
2
3

7
1
3

5
9
9

4
7
0

6
6

　

　

　

　

　

表 2 事故態様別総括表

分
類
事故態様

理

分

処

区

鎚 戦 “ 元 ハ.乙 計

鰍 支 払 額 件 数 支 払 額儼 支 払 額 件 数 支 払 額 件 数 支 払 額 件 数 支 払 額 1件の平均額
11 穴 ぼ こ

訟
談
計

訴
示

2
251
253 灘

2
241
243 鰔響

2
358
360

0
502
502 総

0
536
536

0蹴 需
第

り“ 段 差
訟
談
計

訴
示

1
35
第 覇

0
稀
姫
0鱗
1
$
56

1
印
矼

0
57
57

-
3
加
減

890
264
271

QJ 蓋 不 全
訟
談
計

訴
示 一

-
-

一
-
-

一
-
-

-
-
一

3
330
333

0
346
溝

0
403
403

0趨 鴎
拗

4, ス リ ッ プ
訟
談
計

y跡
-不

1
24
25

l
m
u 獺

0
16
蜷

o
偽
盤

0
12
12

0
268
弼

'
2
87
89 灘

にJ
道 路 崩 壊
(注1)

訟
談
計

訴
示

0
乱
視

1
お
斜 鱗

0
第
盤

0
卸
勘

0
剥
製

1
156
157

"聽
げ道 路 崩 壊(注2)

訟
談
計

訴
示

1人仁Uワ‘

ハU
ワ‘"!
0廟
nUGURU

o
u
u

1具イ性にソ

2
鷁
鍋

檮
雌

AU 落 石
訟
談
計

訴
示

ー
332
333

ー
319
320 鱗 1

295
芻

0
266
266

0
293
293

3
縦
鯛
L
L

郷雛
り′ 路上障害 物

訟
談
計

訴
示 -

-
一

-
-
一

-
-
一

一
-
-

0
75
お 覊

1
お
袴

1
筧
剪

'
2
248
250 駕

QU 工 事 不 全
訟
談
計

訴
示

o
"
“
0瑠
1
30
視 癪

0
13
聡
0鰍
0
12
乾

o
n
n

1
95
%

500
978
973

QJ 安全施設不備
訟
談
計

訴
示

2
84
節
翁芻

2
%
卯 鱗 4

53
57 灘

2
78
卸

4
90
94

14
400
414

鵺鷲
鱒 脱 橋

訟
談

訴
示 Û

QJQJ

0瑠
nVリリQJ

0蝋
nVにJにJ
0濃
nUにJにJ

0議
nVイ性イ性

0
即
刻

'
0
687
687

n 視 柱 衝 突
訟
談
計

訴
示

ハUnU
〔nY

nUnVnV

nVnU
ハU

nUnUnU

nunUnU

ハVハVnu

nVnVnU

ハVnUnV

nUnUnV

nUAVnU

ハUnUnU

nVハVnu

nUnUnU

12 そ の 他
訟
談
計

訴
一不

ー
365
366 遷嘩

4
399
403 鱗 1

106
107
巍蝸
1
m
m 鱗

ー
邸
139 鱗 0璃 鱗 撥

那
合 計

訟
談
計

訴
示 岬
峨 議

“繃 鱗 “崑 -讓 “趨 総
潴
,搬
,鱗 護讓鱗 鰡

鰡
(※ 分類 3 と 7 は61年度、 62年度は分類12に含まれる。 )
(注 1 ) 道路の陥没、 路肩崩壊等のため通行車両が路外に転落する等の事故。
(注 2 ) 道路の崩壊した土砂が沿道の家屋、 田、 畑等に損害を与えた場合。

浦行セ 9? 12 4 5



表 3一① 態様別管理瑕疵事故統計〔五箇年 (昭和富年~平成 2年) 計〕 全国計内訳

分

類
事故態様

全 国 計 直 轄 公 団 公 社 地方公共団体

件 数 賠 償 金 件 数 賠 償 金 件 数 賠 償 金 件 数 賠 償 金 件 数 賠 償 金

順位件 数順位金 額順位件数順位金 蘭鹸化件数順位金 額頤位件数聰位金 額頼位件 数頗位金 師

l 穴 ぼ こ l l,894 3 414,069 4 22 6 4940 2 34 3 3,608 5 0 5 0 l 1,838 2 405,52l
2 段 差 6 256 lo 69,485 10 l 10 550 6 1 6 411 5 0 5 0 6 254 10 68,524

3 礎蓋 不 全 4 LP82 5 262,038 5 16 5 7,123 4 3 4 681 3 2 3 1,528 3 l,062 5 252,706
4 ス リ ッ プ lo 89 9 82,434 8 2 9 上457 7 0 8 0 3 2 4 328 lo 85 9 80,649

5 道 路 崩 壊駐ョ) 7 157 6 126,139 8 2 4 8,575 7 0 8 0 5 0 5 0 8 155 6 l17564

5' 道 路 崩 壊(注2) ll 36 11 37,821 11 0 11 0 6 1 7 86 5 0 5 0 = 35 11 37,735

6 落 石 2 1,508 1 530,436 1 90 2 44,332 4 3 1 26,348 1 17 2 3,653 2 上398 1 456,103

7 専路上障害物 8 250 8 9し605 6 8 7 3,493 3 6 5 576 5 0 5 0 7 236 8 87,536
8 工 事 不 全 9 96 7 93,386 7 3 8 3,340 7 0 8 0 5 0 5 0 9 93 7 90,046

9 安 全 施 設不 備 5 414 2 421,063 3 34 1 91,124 7 0 8 0 5 0 5 0 5 380 4 329,939

10 脱 橋 12 20 12 13,734 11 0 11 0 7 0 8 0 5 0 5 0 12 20 l2 13,734

11 規 柱 衝 突 13 0 13 0 11 0 11 0 7 0 8 0 5 0 5 0 13 0 13 0

12 そ の 他 3 1 133 4 406,003 2 39 3 12,698 1 87 2 15,020 2 6 1 3,788 4 1"01 3 374,497

計 6,935 2-548,213 216 17ス632 135 46,730 27 9,297 G 557 2,314,554

い
て
は
落
石
が
一
億
三
、
二
〇
〇
万
円
と
最
も
多
く
、

以
下
、
安
全
施
設
不
備
約
一
億
二
、
○
○
0
万
円
、

穴
ぼ
こ
約
一
億
一
、
九
〇
〇
万
円
、
蓋
不
全
約
一
億

(※ 分類 3と 7 は61年度、 62年度は分類12に含まれる。 )
(注 1 ) 道路の陥没、 路肩崩壊等のため通行車両が路外に転落する等の事故。
(注 2 ) 道路の崩壊した土砂が沿道の家屋、 田、 畑等に損害を与えた場合。

謡一② 態様別管理瑕疵事故統計〔5箇年 (昭和61年~ 平成 2年) 計〕 地方公共団体計内訳

四
〇
〇
万
円
、
路
上
障
害
物
約
六
、
五
〇
〇
万
円
で

こ
れ
ら
が
上
位
を
占
め
て
い
る

(表
2
)
。

③

賠
償
金
額
五
〇
〇
万
円
以
上
の
瑕
疵
事
案
の
内
容

事 故 態 様

地方公共団体計 都 道 府 県 指 定 市 市 町 村

件 数 賠 償 金 件 数 賠 償 金 件 数 賠 償 金 件 数 賠 償 金 件 数 賠 償 金

頓位件 数順位金 額順位件 数順位 金 額頴位件 数鬮王金 額順位件 数順位 金 額順位件 数順位金 額
穴 ぼ こ 1 1,838 2 405,521 2 418 4 89,257 1 157 4 19,757 1 868 1 243,941 l 395 4 52,566

差 6 254 10 68,524 7 50 9 16,344 6 26 6 6,582 5 128 8 36,865 6 50 9 8,733
◆藍 不 全 3 1,062 5 252,706 4 213 6 44,966 3 90 5 15,277 2 452 4 l06,158 2 307 l 86305
ス リ ツ フ 10 85 9 80,649 9 19 7 2錠420 9 6 8 5,197 10 38 5 44,613 10 22 11 4遵19
道 路 崩 壊
(注1) 8 155 6 1l7,564 8 44 5 45,333 8 7 9 3,507 7 59 7 37,961 7 45 6 30,763

道 路 崩 壊
(注2) 11 35 11 37,735 11 5 10 8,288 1l 2 7 6,368 11 lo 11 10,005 11 18 8 13,074

落 石 2 13 98 l 456,103 1 1･170 1 384,151 7 19 10 3,490 8 51 6 39,653 4 158 7 28,809
め路上障害物 7 236 8 87,536 6 87 8 17184 4 45 1 53,044 6 72 10 14,689 8 32 12 2,619
工 事 不 全 9 93 ? 90,046 10 l3 11 3,843 lo 2 u 962 9 47 9 35766 9 31 5 49,475
安 全 施 設
不 備 5 380 4 329,939 5 127 3 107,163 5 42 3 23,886 4 158 3 135,78l 5 53 2 63,109

脱 橋 12 20 12 13734 12 2 12 556 12 0 12 0 12 7 l2 5,759 12 11 lo 7,419
親 柱 衝 突 l3 0 13 0 13 0 13 0 12 0 12 0 13 0 13 0 13 0 13 0
そ の 他 3 1･001 3 3741,497 3 284 2 112,515 2 120 2 28,031 3 382 2 174 529 3 215 3 59,422

6,557 2,314,554 減432 856,020 516 裏66,101 2,272 885,720 1,337 406,713

主
な
損
害
賠
償
事
例
で
あ
る
賠
償
金
額
五
〇
〇
万

円
以
上
の
も
の
に
つ
い
て
そ
の
概
況
を
紹
介
す
る
と

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

(※ 分類 3と 7 は61年度、 62年度は分類12に含まれる。 )
(注 1 ) 道路の陥没、 路肩崩壊等のため通行車両が路外に転落する等の事故。
(注 2 ) 道路の崩壊した土砂が沿道の家屋、 田、 畑等に損害を与えた場合。



表 4 係争中の道路関係訴訟の件数
平成 3年 3月31日現在

“

訟
署

管 理 瑕 疵 関 土

地

関

係

そ

の

他

合

計

穴

ぼ

こ

段

差

蓋

不

全

ス

リ

ッ

プ

道

路

崩

壊

落

石

路
上
障
害
物

工
事

不

全

安
全
施
設
不
備

そ

の

他

計

建 設 省 nU 14 nU 1ユ nv AV AV nV QJ RU 13 u QU 32

公団 ･ 公社 nU Û AV QJ nY AV Û 14 リム QJ q} 第 13 “

都 県 1L メ"nT リム リム QJ 14 14 ?& AU 月彗 第 43 虹 80

指 定 市 14 =̂〕 nV Û nv nV 1上 1具 ?“ り乙 ワ‘ 盟 にU M

市 町 村 り乙 nU リノム AV n〕 〔U nV リム m n乙 18 54 第 留

合 メ自生 にU ‘れせ AY らくり 11 ?“ AU 23 19 ね 154 52 279

※ 土地関係は土地の所有権、 境界等に関する訴訟である。

全
国
で
一
一
件
、
賠
償
金
額
三
億
一
、
二
〇
〇
万

円
と
な
っ
て
い
る
。
態
様
別
内
訳
は
穴
ぼ
こ
が
四
件
、

安
全
施
設
不
備
が
三
件
、
落
石
二
件
、
そ
の
他
二
件

で
あ
る
。

訴
訟
･
示
談
別
で
は
裁
判
上
の
和
解
二
件
、
示
談

九
件
で
あ
る
o

三

係
争
中
の
道
路
関
係
訴
訟
の
概
況

次
に
、
係
争
中
の
道
路
関
係
訴
訟
に
つ
い
て
そ
の
概
況

を
紹
介
す
る
。

ー

係
争
中
の
道
路
関
係
訴
訟

平
成
三
年
三
月
三
一
日
現
在
で
裁
判
所
に
係
争
中
の
道

路
に
関
す
る
訴
訟
は
全
体
で
二
七
九
件
あ
り
、
そ
の
内
訳

は
管
理
瑕
疵
関
係
七
三
件
、
土
地
関
係
一
五
四
件
、
そ
の

他
五
二
件
で
あ
る
。
傾
向
と
し
て
は
土
地
に
関
す
る
訴
訟

が
全
体
の
過
半
数
を
占
め
て
お
り
、
直
轄
以
外
の
道
路
管

理
者
で
は
管
理
瑕
疵
関
係
訴
訟
の
ほ
ぼ
二
倍
に
な
っ
て
い

る

(表
4
)
。

2

管
理
瑕
疵
関
係
訴
訟

管
理
瑕
疵
関
係
訴
訟
七
三
件
に
つ
い
て
管
理
者
別
内
訳

を
示
せ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
直
轄
一
三
件
、
都
道
府

県
二
六
件
、
指
定
市
七
件
、
市
町
村
一
八
件
、
公
団
･
公

社
九
件
で
あ
る
。
ま
た
、
事
故
の
態
様
別
内
訳
は
安
全
施

設
備
不
備
二
三
件
、
工
事
不
全
、
ス
リ
ッ
プ
が
各
六
件
、

段
差
五
件
、
穴
ぼ
こ
蓋
不
全
が
各
四
件
、
道
路
崩
壊
三
件
、

路
上
障
害
物
二
件
、
落
石
一
件
、
そ
の
他

(道
路
環
境
訴

訟
、
道
路
排
水
不
良
等
)
一
九
件
で
あ
る
。
傾
向
と
し
て

は
安
全
施
設
不
備
が
非
常
に
多
く
全
体
の
三
分
の
一
近
く

を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
示
談
件
数
で
上
位
を
占
め

て
い
た
落
石
は
一
件
、
同
様
に
上
位
を
占
め
て
い
た
穴
ぼ

こ
、
蓋
不
全
も
比
較
的
に
件
数
が
少
な
い
。

こ
の
こ
と
は
、
落
石
等
の
事
案
に
つ
い
て
は
過
去
の
判

例
で
管
理
瑕
疵
の
判
断
基
準
が
ほ
ぼ
定
着
し
て
訴
訟
に
持

ち
込
ま
れ
ず
に
処
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
安
全
施
設
不
備
、

工
事
不
全
に
つ
い
て
は
管
理
瑕
疵
の
有
無
の
判
断
の
基
礎

と
な
る
道
路
の
状
況
、
周
辺
環
境
、
交
通
の
状
況
、
事
故

者
の
運
転
状
況
等
が
個
別
の
事
例
に
よ
っ
て
異
な
り
、
必

ず
し
も
過
去
の
判
例
が
参
考
と
な
ら
な
い
場
合
が
多
い
こ

と
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

以
上
、
道
路
の
設
置
･
管
理
の
瑕
疵
に
係
る
損
害
賠
償

の
概
況
及
び
係
争
中
の
道
路
関
係
訴
訟
の
概
況
を
紹
介
し

た
。近

年
、
地
域
住
民
の
権
利
意
識
の
昂
揚
、
生
活
環
境
の

保
全
に
対
す
る
要
請
を
背
景
に
し
て
道
路
管
理
及
び
道
路

環
境
等
に
関
す
る
争
訟
が
増
加
し
、
そ
の
内
容
も
複
雑
化

し
て
き
て
い
る
。
道
路
管
理
者
は
道
路
の
管
理
瑕
疵
に
起

因
す
る
事
故
を
な
く
す
た
め
道
路
管
理
に
万
全
を
期
す
よ

う
努
力
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
が
、
不
幸
に
し
て
道
路
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
て
事
故
が

発
生
し
た
場
合
の
賠
償
面
で
の
適
切
な
処
理
も
重
要
で
あ

る
↓。道
路
管
理
者
と
し
て
は
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
は
そ

の
状
況
等
を
的
確
に
把
握
し
、
損
害
賠
償
の
要
否
を
適
切

に
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
。
道
路
賠
償
責
任
保
険
に
加
入

し
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
道
路
管
理
者
が
安
易
な
対
応
に

流
れ
る
と
道
路
行
政
へ
の
信
頼
を
損
な
う
こ
と
に
な
る
の

で
注
意
が
必
要
で
あ
る
。



三

路
線
認
定
に
つ
い
て

前
回
は
都
道
府
県
道
の
旧
法
か
ら
新
法
へ
の
引
継
関
係

の
経
緯
を
述
べ
た
が
、
今
回
か
ら
は
路
線
認
定
及
び
認
定

基
準
に
つ
い
て
実
務
の
話
を
交
え
な
が
ら
述
べ
て
み
た
い

、と
田
き
つ
。

の

道
路
法
第
七
条
に
つ
い
て

(都
道
府
県
道
の
意
義
及
び
そ
の
路
線
の
認
定
)

第
七
条

第
三
条
第
三
号
の
都
道
府
県
道
と
は
、
地
方

的
な
幹
線
道
路
網
を
構
成
し
、
且
つ
、
左
の
各
号
の

一
に
該
当
す
る
道
路
で
、
都
道
府
県
知
事
が
当
該
都

道
府
県
の
区
域
内
に
存
す
る
部
分
に
つ
き
、
そ
の
路

線
を
認
定
し
た
も
の
を
い
う
。

一

市
又
は
人
ロ
五
千
以
上
の
町

(以
下
こ
れ
ら
を

｢主
要
地
｣
と
い
う
。)
と
こ
れ
ら
と
密
接
な
関

係
に
あ
る
主
要
地
、
港
湾
法
第
二
条
第
二
項
に
規

定
す
る
重
要
港
湾
若
し
く
は
地
方
港
湾
、
漁
港
法

(昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
)
第
六
条

に
規
定
す
る
第
二
種
漁
港
若
し
く
は
第
三
種
漁
港

若
し
く
は
飛
行
場

(以
下
こ
れ
ら
を

｢主
要
港
｣

と
い
う
。)、
鉄
道
若
し
く
は
軌
道
の
主
要
な
停
車

場
若
し
く
は
停
留
場

(以
下
こ
れ
ら
を

｢主
要
停

車
場
｣
と
い
う
。)
又
は
主
要
な
観
光
地
と
を
連

絡
す
る
道
路

二

主
要
港
と
こ
れ
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
主
要
停

車
場
又
は
主
要
な
観
光
地
と
を
連
絡
す
る
道
路

三

主
要
場
と
こ
れ
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
主
要
な

観
光
地
と
を
連
絡
す
る
道
路

四

二
以
上
の
市
町
村
を
経
由
す
る
幹
線
で
、
こ
れ

ら
の
市
町
村
と
そ
の
沿
線
地
方
に
密
接
な
、関
係
が
あ

る
主
要
地
、
主
要
港
又
は
主
要
停
車
場
と
を
連
絡
す

る
道
路

五

主
要
地
、
主
要
港
、
主
要
停
車
場
又
は
主
要
な
観

光
地
と
こ
れ
ら
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
高
速
自
動
車

国
道
、
国
道
又
は
前
各
号
の
一
に
規
定
す
る
都
道
府

県
道
と
を
連
絡
す
る
道
路

六

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
外
、
地
方
開
発
の

た
め
特
に
必
要
な
道
路

2

都
道
府
県
知
事
が
前
項
の
規
定
に
よ
り
路
線
を
認
定

し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
当
該

都
道
府
県
の
議
会
の
議
決
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
が
認
定
し
よ

う
と
す
る
路
線
が
地
方
自
治
法

(昭
和
二
十
二
年
法
律

第
六
十
七
号
)
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
市

郡
遭
府
県
週
の
路
線
認
麓
基
準
に
つ
い
て

建
設
省
道
路
局
路
政
課
総
務
係



(以
下

｢指
定
市
｣と
い
う
J
の
区
域
内
に
存
す
る

…
場
合
に
お
い
て
は
、
都
道
府
県
知
事
は
、
当
該
指
定

…

市
の
長
の
意
見
を
聞
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の

…

場
合
に
お
い
て
、
当
該
指
定
市
の
長
は
、
意
見
を
提

…

…
出
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
指
定
市
の
議
会
の

…

…
議
決
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

‐
4

二
以
上
の
都
道
府
県
の
区
域
に
わ
た
る
道
路
に
つ
…

‐

い
て
は
、
関
係
都
道
府
県
知
事
は
、
協
議
の
上
そ
れ
…

…

ぞ
れ
議
会
の
議
決
を
経
て
、
当
該
都
道
府
県
の
区
域

…

…

内
に
存
す
る
部
分
に
つ
い
て
、
路
線
を
認
定
し
な
け
一

…

れ
ば
な
ら
な
い
。

‐
5

前
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
が
成
立
し
な
い
場
合
に
…

…
お
い
て
は
、
関
係
都
道
府
県
知
事
は
、
建
設
大
臣
に

…

｣

裁
定
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

…
6

建
設
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
に
基
い
…

…
て
裁
定
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
関
係

｣

…
都
道
府
県
知
事
の
意
見
を
聞
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ヱ

…

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
関
係
都
道
府
県
知
事
は
、
意

“

…
見
を
提
出
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
都
道
府
県

一

｣
の
議
会
の
議
決
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

‐
7

建
設
大
臣
が
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
路
線
を
認
定

…

｢

す
べ
き
旨
の
裁
定
を
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
関
係
-

…
都
道
府
県
知
事
は
、
当
該
都
道
府
県
の
区
域
内
に
存

…

…
す
る
部
分
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
路
線
を
認
定
し
な

一

…

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
四

…

…
項
の
規
定
に
よ
る
当
該
都
道
府
県
の
議
会
の
議
決
を
-

…
経
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

①

道
路
法
第
七
条
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
都
道
府
県

道
の
意
義
及
び
そ
の
路
線
の
認
定
に
関
す
る
規
定
で

あ
る
が
、
第
一
項
の
柱
書
き
で
書
か
れ
て
い
る
よ
う

に
都
道
府
県
道
と
は

｢地
方
的
な
幹
線
道
路
網
を
構

成
し
｣
｢第
一
項
の
各
号
の
一
に
該
当
し
｣
｢知
事
が

当
該
都
道
府
県
の
区
域
内
に
つ
き
路
線
認
定
を
し
た

も
の
｣
が
要
件
と
な

っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
こ
の
認
定
に
際
し
て
は
法
第
七
四

条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
建
設
大
臣
の
認
可
を
経
る

こ
と
も
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
規
定
は
一
見
し
て
中
央
集
権
的
な
規
定
で
あ

る
と
思
わ
れ
が
ち
で
は
あ
る
が
、
認
可
を
必
要
と
す

る
本
来
の
目
的
は
、
地
方
的
な
幹
線
達
路
網
を
構
成

す
る
都
道
府
県
道
に
つ
い
て
そ
の
計
画
を
立
て
よ
う

と
し
た
場
合
、
上
位
道
路
で
あ
る
高
速
自
動
車
国
道
、

一
般
国
道
と
の
関
連
を
十
分
考
慮
し
相
互
に
機
能
を

発
揮
で
き
る
計
画
が
必
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
高
速
自

動
車
国
道
、
一
般
国
道
の
路
線
の
指
定
等
を
行
っ
て

い
る
国
に
お
い
て
総
括
的
な
見
地
か
ら
判
断
す
る
必

要
が
あ
る
た
め
、
建
設
大
臣
の
認
可
を
必
要
と
し
た

も
の
で
あ
る
。

②

第
一
項
各
号
に
つ
い
て
は
後
に
認
定
基
準
の
説
明

と
し
て
詳
し
く
述
べ
る
予
定
で
あ
る
の
で
こ
の
欄
で

は
省
略
す
る
こ
と
と
す
る
。

③

第
二
項
は
議
会
の
議
決
に
つ
い
て
の
規
定
で
あ
る

が
、
路
線
認
定
に
あ
た
っ
て
の
都
道
府
県
議
会
の
議

決
は
認
定
の
効
力
発
生
の
補
充
要
件
と
さ
れ
て
お
り
、

議
会
に
は
発
案
権
は
な
い
。

ま
た
、
実
務
に
お
い
て
は
建
設
大
臣
の
認
可
申
請

に
お
い
て
は
路
政
課
と
の
下
協
議
、
路
政
課
、
企
画

課
、
地
方
道
課
の
三
課
協
議
を
行
っ
た
上
で
議
会
へ

の
上
程
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
手
続
き
は
も
ち
ろ
ん

法
律
等
に
定
め
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
大
臣
認

可
の
事
務
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
た
め
実
質
上
の
審

査
を
こ
の
時
点
で
行
い
、
議
会
議
決
事
項
に
認
可
時

点
で
修
正
を
加
え
る
こ
と
と
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
し

て
い
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
路
政
課
と
の
下
協
議
は
随
時
行
っ
て
い
る

の
で
気
軽
に
相
談
さ
れ
た
い
。

④

第
三
項
に
つ
い
て
は
、
政
令
指
定
市
内
に
お
い
て

都
道
府
県
道
を
認
定
し
よ
う
と
す
る
場
合
は
当
該
政

令
指
定
市
の
意
見
を
聞
く
必
要
が
あ
り
、
当
該
指
定

市
は
意
見
を
提
出
し
よ
う
と
す
る
場
合
は
議
会
の
議

決
を
必
要
と
し
て
い
る
。

こ
の
規
定
は
法
第
一
七
条
第
一
項
に
よ
り
政
令
指

定
市
内
の
都
道
府
県
道
の
管
理
は
当
該
指
定
市
が
行

う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

こ
の
意
見
聴
取
は
議
会
一
回
分
手
続
き
が
増
え
る

た
め
ど
う
し
て
も
遅
れ
が
ち
に
な
る
た
め
政
令
指
定

市
を
擁
す
る
都
道
府
県
に
お
い
て
は
注
意
が
必
要
で



あ
る
。

⑤

第
四
項
は
三
以
上
の
都
道
府
県
の
区
域
に
わ
た
る

都
道
府
県
道
の
認
定
に
つ
い
て
の
規
定
で
あ
る
が
、

各
都
道
府
県
が
協
議
の
上
当
該
都
道
府
県
の
区
域
内

に
存
す
る
部
分
に
つ
い
て
路
線
を
認
定
す
る
こ
と
と

な
る
。

本
項
と
関
連
す
る
内
容
の
質
問
事
項
を
一
つ
紹
介

す
る
。

A

｢路
線
｣
と
は
、
当
該
道
路
が
道
路
網
上
果
た
す

べ
き
交
通
機
能
を
示
す
に
必
要
な
範
囲
内
で
表
示
さ
れ

る
道
路
の
位
置
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
本
件
の
よ

う
に
拡
幅
工
事
に
伴
っ
て
他
の
都
道
度
県
の
区
域
に
道

路
が
入
り
込
む
場
合
は
単
な
る
幅
員
の
変
更
で
あ
り
、

路
線
の
変
更
に
は
当
た
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
元
々
の

路
線
を
認
定
し
て
い
る
都
道
府
県
に
お
い
て
区
域
変
更

を
行
え
ば
よ
い
も
の
で
あ
る
。

⑥

第
五
項
-
第
七
項
に
つ
い
て
は
第
四
項
の
協
議
が

整
わ
な
い
場
合
に
お
け
る
建
設
大
臣
の
裁
定
等
に
関

す
る
規
定
で
あ
る
が
、
実
例
も
少
な
く
議
論
す
る
実

益
も
少
な
い
の
で
割
愛
す
る
こ
と
と
す
る
。

②

路
線
認
定
事
務
の
問
題
点

上
述
し
た
よ
う
に
都
道
府
県
道
を
認
定
、
変
更
、
廃
止

し
よ
う
と
す
る
場
合
は
建
設
大
臣
の
認
可
が
必
要
と
な
っ

て
い
る
が
、
こ
の
認
可
に
多
大
な
労
力
が
必
要
と
な
っ
て

い
る
。

新
規
に
路
線
を
認
定
し
よ
う
と
す
る
場
合
は
認
定
基
準

上
、
予
算
上
か
ら
十
分
な
審
査
を
し
て
認
可
す
る
こ
と
が

妥
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
路
線
の
変
更
等
の
場
合
は

形
式
的
審
査
に
重
点
が
お
か
れ
手
続
き
的
に
は
新
規
路
線

認
定
と
全
く
同
じ
と
な
っ
て
い
る
た
め
事
務
処
理
上
検
討

の
余
地
が
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

路
政
課
と
し
て
も
打
ち
合
せ
の
回
数
を
減
ら
す
等
の
努

力
を
行
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
各
道
路
管
理
者
に
お

か
れ
て
も

｢路
線
認
定
、
区
域
決
定
及
び
供
用
開
始
等
の

取
扱
に
つ
い
て
｣
(昭
和
二
九
年
一
一
月
一
七
日
建
設
省

道
発
第
四
一
六
号
道
路
局
長
通
達
)
を
よ
く
読
ま
れ
た
上

で
、
告
示
の
変
更
等
の
手
続
き
を
活
用
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
も
の
と
考
え
る
。

四

路
線
認
定
基
準
に
つ
い
て

D

ま
え
が
き

現
行
の
都
道
府
県
道
の
路
線
認
定
基
準
は
昭
和
四
六
年

に
通
達
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
は
昭
和
二
九

年
に
出
さ
れ
て
い
た
旧
基
準
で
認
定
さ
れ
て
い
た
も
の
で

あ
る
。

こ
の
稿
で
は
で
き
る
限
り
一
項
目
ず
つ
旧
基
準
、
現
行

基
準
を
説
明
し
な
が
ら
改
正
の
方
向
を
検
討
し
て
行
き
た

い
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

都道府県境
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R
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f
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鱗

県A

Q

都
道
府
県
道
を
拡
幅
し
た
際
に
そ
の
拡
幅
し
た

一
部
が
都
道
府
県
境
を
越
え
て
隣
接
県
内
に
入
り

込
む
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
場
合
道
路
法
第
七
条

第
五
項
に
基
づ
き
そ
れ
ぞ
れ
の
都
道
府
県
に
お
い

て
道
路
の
存
す
る
部
分
に
つ
き
路
線
の
認
定
を
な

し
及
び
同
法
第
一
八
条
第
一
項
に
基
づ
き
区
域
の

決
定
を
行
う
必
要
が
あ
る
か

(別
図
1
)。



①

-
に
つ
い
て

本
則
は
交
通
の
流
れ
の
原
則
と
呼
ば
れ
て
い
る
も

の
で
あ
る
が
、
そ
の
要
件
は
注
一
に
お
い
て
、
｢起

別図2

起点
(起点から経島否での交通量)

量　
　　

交
鞍
の
笈
　
　　

量　

　

　
　

　

の
①
点
8
地R)

飴
量
の
通
丸
交　　

量
絡
通
達
%

交
間
ぬ

日
点
均
終
合

平
起
割

終
点
間
日
交
通
量
が
任
意
の
地
点
で
の
当
該
路
線
の

平
均
日
交
通
量
の
一
○
%
以
上
あ
る
場
合
を
い
う
。｣

と
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
具
体
的
に
は
、
あ
る
路
線
を
認
定
し
よ
う

と
し
た
場
合
、
ま
ず
そ
の
路
線
の
起
点
か
ら
終
点
ま

で
す
べ
て
走
る
交
通
量
を
調
べ
、
そ
の
台
数
が
平
均

日
交
通
量
の
一
0
%
以
上
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ

と
で
あ
る

(別
図
2
参
照
)
。

起
終
点
間
日
交
通
量
の
調
査
方
法
は
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
調
査

(起
点
と
終
点
に
調
査
員
を
置
き
通
過

す
る
車
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
書
取
り
あ
と
で
そ

れ
を
照
合
す
る
方
法
)
が
一
般
的
で
あ
る
。
他
は
聞

き
取
り
調
査
、
ア
ン
ケ
ー
ト
票
を
渡
し
て
回
収
す
る

方
法
等
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
費
用
の
面
か
ら
考

え
て
困
難
な
場
合
は
既
存
の
O
D
調
査
を
加
工
し
起

点
と
終
点
の
都
市
間
の
連
絡
交
通
量
を
算
出
し
推
計

値
で
検
討
し
て
も
よ
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

本
規
定
は
旧
基
準
に
お
い
て
も
定
め
ら
れ
て
い
た

も
の
で
あ
る
が
、
旧
基
準
で
は
港
湾
、
飛
行
場
、
停

車
場
等
の
施
設
に
連
絡
す
る
路
線
の
起
終
点
連
絡
交

通
量
の
割
合
は
別
に
定
め
ら
れ
、
五
0
%
と
さ
れ
て

い
た
。

本
則
に
つ
い
て
は
適
切
な
数
値
で
あ
る
と
思
わ
れ
、

改
正
す
る
必
要
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

ろ
%

②

二
に
つ
い
て

本
則
は
道
路
網
構
成
の
原
則
で
あ
り
、
都
市
間
を

連
絡
す
る
路
線
等
は
原
則
と
し
て
一
般
国
道
又
は
都

道
府
県
道
と
網
を
構
成
す
る
こ
と
を
必
要
と
し
て
い

ろ
↓。こ
れ
は
道
路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
原
則
を
示
し
た

も
の
で
あ
り
、
路
線
認
定
に
当
た
っ
て
他
の
幹
線
道

路
と
の
連
携
を
確
実
に
行
う
よ
う
規
定
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。

一
方
原
則
の
例
外
と
し
て
主
要
港
、
主
要
停
車
場
、

主
要
な
観
光
地
に
連
絡
す
る
も
の
又
は
開
発
的
性
格

を
有
す
る
も
の
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
と
さ
れ
て
お

り
、
特
定
の
ポ
イ
ン
ト
と
幹
線
道
路
を
結
ぶ
路
線
は

網
を
構
成
し
な
く
て
も
よ
い
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

(つ
づ
く

担
当
高
鍋
誠
治
)

･
交
通
の
流
れ

･
網
構
成
の
原
則

項

目

一
、
通
則

H

都
道
府
県
道
は
、
交
通
の
流
れ
に

沿
う
如
く
認
定
す
る
も
の
と
し
、
港
湾
、

飛
行
場
、
停
車
場
等
の
施
設
に
連
絡
す

る
も
の
、
或
は
開
発
的
性
格
を
有
す
る

も
の
を
除
い
て
、
一
般
に
網
を
完
結
す

る
こ
と
を
原
則
と
す
る
。

昭
和
二
九
年
旧
基
準

第
一

通
則

一

路
線
は
、
交
通
の
流
れ
に
沿
う
よ

う
に
認
定
す
る
も
の
と
す
る
。

二

路
線
は
、
原
則
と
し
て
、
国
道
又

は
都
道
府
県
道
と
一
体
と
な
っ
て
網
を

完
結
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、

主
要
港
、
主
要
停
車
場
若
し
く
は
主
要

な
観
光
地
に
連
絡
す
る
も
の
又
は
開
発

的
性
格
を
有
す
る
も
の
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。 昭

和
四
六
年
現
行
基
準

②

通
則
に
つ
い
て



は
じ
め
に

道
路
交
通
に
よ
る
、
騒
音
、
大
気
汚
染
等
の
環
境
問
題

に
対
し
、
道
路
管
理
者
は
従
来
か
ら
道
路
環
境
対
策
を
推

進
し
、
道
路
と
環
境
の
調
和
を
図
る
べ
く
努
力
を
重
ね
て

い
る
が
、
近
年
の
自
動
車
交
通
需
要
の
著
し
い
増
大
と
人

ロ
、
産
業
の
急
速
な
都
市
へ
の
集
中
に
対
す
る
社
会
資
本

の
整
備
の
相
対
的
な
立
遅
れ
の
結
果
、
都
市
部
の
幹
線
道

路
を
中
心
と
し
た
騒
音
、
大
気
汚
染
等
の
環
境
問
題
は
依

然
と
し
て
道
路
行
政
上
の
重
要
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。

例
年
、
環
境
庁
に
お
い
て
は
、
一
一
月
か
ら
三
一月
に

か
け
て
、
大
気
汚
染
状
況
及
び
自
動
車
交
通
騒
音
の
状
況

に
つ
い
て
の
調
査
結
果
を
取
り
ま
と
め
て
発
表
し
て
お
り
、

こ
こ
で
は
平
成
三
年
度

(騒
音
に
つ
い
て
は
、
平
成
三

年
)
調
査
結
果
の
概
要
を
紹
介
す
る
こ
と
と
す
る
。

一
平
成
三
年
度
大
気
汚
染
状
況
に
つ
い
て

○

概
要

環
境
庁
は
、
平
成
四
年
三

月
二
七
日
に
平
成
三
年
度

の
大
気
汚
染
状
況
に
つ
い
て
調
査
結
果
を
発
表
し
た
。

こ
れ
は
、
公
害
対
策
基
本
法
一
三
条
及
び
大
気
汚
染
防

止
法
二
二
条
に
基
づ
き
国
及
び
都
道
府
県
知
事
が
大
気
汚

染
の
状
況
を
常
時
監
視
し
て
い
る
結
果
を
環
境
庁
が
取
り

ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
二
酸
化
硫
黄

(S
0
2)、
一
酸
化
炭

素

(C
O
)
に
つ
い
て
は
、
良
好
な
状
況
が
続
い
て
い
る

も
の
の
、
二
酸
化
窒
素

(N
0
2)、
浮
遊
粒
子
状
物
質

(S
P
M
)
に
つ
い
て
は
、
依
然
と
し
て
改
善
を
要
す
る

状
況
に
あ
る
o

②

二
酸
化
窒
素
の
状
況

環
境
基
準
が
一
時
間
値
の
一
日
平
均
値
が
○
･
0
四

-
○
･
0
六
皿
ま
で
の
ゾ
ー
ン
内
又
は
そ
れ
以
下
と
定
め

ら
れ
て
い
る
二
酸
化
窒
素
に
つ
い
て
は
、
年
度
ご
と
の
趨

勢
を
み
る
た
め
に
一
日
平
均
値
○
･
0
六
跡
を
年
平
均
値

に
直
す
と
概
ね
半
分
の
○
･
0
三
脚
程
度
に
該
当
す
る
が
、

年
平
均
値
は
、
昭
和
五
四
年
度
以
降
改
善
の
傾
向
が
み
ら

れ
た
が
、
六
一
年
度
以
降
増
加
し
、
三
年
度
に
お
い
て
も

一
般
環
境
大
気
測
定
局

(
一
般
局
"
地
域
に
お
け
る
バ
ッ

ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
濃
度
の
把
握
を
目
的
と
し
て
、
学
校
、
公

園
等
の
公
共
施
設
に
設
置
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
)
及
び
自

動
車
排
出
ガ
ス
測
定
局

(目
排
局
"
自
動
車
に
起
因
す
る

較

大
気
汚
染
物
質
濃
度
の
把
握
を
目
的
と
し
て
、
主
た
る
幹

q

線
道
路
沿
い
に
設
置
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
)
の
い
ず
れ
に

ャ行　

お
い
て
も
高
い
レ
ベ
ル
で
推
移
し
て
い
る

(図
-
、
表

2

1
)
。

平
成
三
等
魔
大
気
汚
染
状
況
及
び

卿
醐
草
葉
通
騒
音
の
状
況
に
つ
い
て

建
設
省
道
路
局
企
画
課
道
路
環
境
対
策
室
係
長

今
二昴…伸
二
溌郎



表 1 二酸化窒素年平均値の経年変化
(一般環境大気測定局15局平均、自動車排出ガス測定局21局平均)

年 度 45 46 “ 48 49 50 51核 邱 54 琉

一般局鰄鱸㈱硼鰡嬬鰯聯鰡嬬鰡目排局 鰄嬬鰔“嬬鯉鯛嬬鰡邨
琉 57 邱 胎 卸 61 62 “ 一元 リム ろく〕

礪硼硼硼嬬嬬聯嬬鱗嬬◎
鰓蜷●嬬鰔鰔噸鰡鰓鯉鰡(単位 :pp m )

ま
た
、
環
境
基
準
と
の
対
応
と
し
て
、
日
平
均
値
の
年

横
ば
い
、
目
排
局
で
は
○
･
0
六
脚
を
超
え
る
局
が
増
加

間
九
八
%
値
が
○
･
0
六
脚
を
超
え
る
局
は
、
一
般
局
で

し
て
い
る

(図
2
)
。

二
年
度
の
八
七
局

(六
･
四
%
)
か
ら
三
年
度
は
八
一
局

な
お
、
環
境
基
準
非
適
合
局
数
を
首
都
圏
一
都
三
県

(五
･
九
%
)
に
減
少
し
た
が
、
目
排
局
で
は
一
三
一局

(東
京
、
神
奈
川
、
埼
玉
、
千
葉
)
及
び
近
畿
圏
一
府
一

(三
五
･
七
%
)
か
ら
一
二
一
局

(三
七
･
二
%
)
に
増

･県

(大
阪
、
兵
庫
)
を
除
外
し
て
見
る
と
、
目
排
局
で
一

加
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
大
気
汚
染
防
止
法
五
条
の
二

六
三
局
中
一
三
局
、
一
般
局
で
は
九
七
五
局
中
0
局
と
な

に
基
づ
く
総
量
規
制
三
地
域
に
お
い
て
は
、
一
般
局
で
は

っ
て
お
り
、
N
O
“
金
至
素
酸
化
物
)
問
題
が
い
か
に
大

　

　
　
　

　

　

6 57
度
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年
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図 二酸化窒素年平均値の経年変化
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図 2 総量規制 3地域における二酸化窒素に係る環境基準の達成状況
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鱒

都
市
に
集
中
し
た
問
題
で
あ
る
か
が
わ
か
る

(図
3
)。

○
.
一
%
と
向
上
し
て
き
て
い
る
も
の
の
、
依
然
低
い
水

≦

こ
の
よ
う
な
状
況
に
つ
い
て
、
環
境
庁
は
、
燃
料
使
用

準
で
推
移
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

~

量
や
自
動
車
交
通
量
の
増
加
が
背
景
に
あ
り
、
各
種
対
策

現
在
、
環
境
庁
に
お
い
て
は
、
そ
の
対
策
の
確
立
の
た

公+ --+、、+/
/+ --+＼

斗/
/
" 　　　

　　

　　　

　　　　　

　　　
　　

仰

邱
胡

の
効
果
が
相
殺
さ
れ
て
い
る
と
し
て
い
る
。

め
の
総
合
的
な
調
査
解
析
が
実
施
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

瀕
ぬ
〉

≧

蹴

③

浮
遊
粒
子
状
物
質
の
状
況

あ
る
o

図 3 東京湾岸地域における二酸化窒素の環境濃度分布
(資料) 環境庁｢平成 4年度環境白書｣境

年
平
均
値
は
、
二
年
度
に
比
べ
一
般
局
で
は
ほ
ぼ
横
ば

　
　

　
　
　
　

い
、
目
排
局
で
は
増
加
し
て
い
る

(図
4
、
表
2
)。

2 3元鎚

均

銘

平

　

　

60

局

　
　
　

　変

　
　
　
　

4 55

繃
彌

　

　
　

51 5

口
燃

　

　図 4 浮遊粒子状物質年平均値の経年変化

浮
遊
粒
子
状
物
質
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
八
年
五
月
に

環
境
基
準
が
設
定
さ
れ
、
そ
の
達
成
率
は
、
一
般
局
で
は

前
年
度
の
四
三
･
一
%
に
比
べ
三
年
度
は
四
九
･
七
%
、

目
排
局
で
は
前
年
度
の
二
一
･
二
%
に
比
べ
三
年
度
は
三

均　

(参考) N 0 2の年間98 % 値の上位測定局
一般環境大気測定局

(単位 :pp m )

順位 測 定 局 都府県 市 区 年間98 % 値

14
リム
3

月性
にu
rb

海
前
所
舎

庁礬
晴

旧

旧

神

神

京

京

川

川

京

川

奈
奈

奈

束

束

神

神

束

神

央

田

浜

浜

浜

代

港

中
千
横
機

構

鍋
皿
080

079

嬬
硼

自動車排出ガス測定局刹
-

′

本
占

が

7

6

5

4

3

2

1

0

ガ

県

川
京
京
京
川

g

･

出

府

奈

奈

m
o

o

o

o

o

o

o

排

都

神
束
東
東
神

年
平
均
値

(単位 :pp m )

順位 測 定 局 都府県 市 区 年間98 %

14
?自
QU
月4
そり

園
橋
和
橋
前

公

↑

田

氣

叉

ル

新
拶

ガ

受

上

〃

池

松

大

大

市

川
京
京
京
川

奈

奈

神
束
東
東
神

崎

田

橋

黒

崎

川

大

板

自

用

沸
096
094

091

087

〔自動事排出ガス測定局〕



のすべて 4時間帯のいずれか 4 闇市のすべて
4時間帯影 ル“%% %“勿勿移勿亥勿勿% %勿

多多彩“亥亥"%
…時は一落…“““一移しZ%Z“%%

彫ろんる/ // // / / “%〃亥勿
“" " 勿

-が達成 が達成 (31,8 % ) / が超過 (54.6% )(13.6% )

図 5 環境基準の達成状況

こ
れ
に
よ
る
と
、
環
境
基
準
達
成
率
等
は
引
続
き
低
い

水
準
に
あ
り
、
自
動
車
交
通
量
が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と

が
そ
の
原
因
と
さ
れ
て
い
る
。

②

騒
音
の
現
況

全
国
の
測
定
点

(四
、
六
二
一
点
)
を
対
象
と
し
た
環

境
基
準
の
達
成
状
況
に
つ
い
て
は
、
朝
、
昼
間
、
夕
、
夜

間

(｢四
時
間
帯
｣
と
い
う
。
)
の
す
べ
て
で
環
境
基
準
を

達
成
し
た
の
は
、
一
三
･
六
%
で
あ
っ
た

(図
5
)
。

ま
た
、
最
近
五
年
継
続
測
定
点

(
一
、
0
七
七
点
)
で

の
環
境
基
準
達
成
状
況
の
経
年
変
化
で
は
、
四
時
間
帯
の

三

平
成
三
年
自
動
車
交
通
騒
音
状
況

表 2 浮遊粒子状物質年平均値の経年変化
(一般環境大気測定局40局平均、自動車排出ガス測定局8局平均)

年 度 49 50 51 乾 53 54 55 56 57

一般局㈱螂㈱“嬬螂嬬嬬飢目排局 饑◎嬬 ･ ◎鰔鰔 ･
那 59 60 61 62 鐙 一元 り乙 QJ

嬬飢鰡難鯉◎◎噸鰡
螂嬬嬬“嬬嬬鰔 嬬･ 嬬(単位 :略/ m 3)

に
つ
い
て

節

概
要

環
境
庁
は
、
平
成
四
年
一
二
月
三

日
に
平
成
三
年
の

自
動
車
交
通
騒
音
状
況
に
つ
い
て
調
査
結
果
を
発
表
し
た
^

こ
れ
は
、
公
害
対
策
基
本
法
一
三
条
及
び
騒
音
規
制
法

二
一
条
の
二
に
基
づ
き
国
及
び
都
道
府
県
知
事
が
騒
音
測

定
し
て
い
る
結
果
を
環
境
庁
が
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ

る
。

図 7 大都市域とその他の地域別環境基準の達成状況

す
べ
て
で
環
境
基
準
を
達
成
し
た
割
合
は
年
々
減
少
傾
向

に
あ
っ
た
が
、
平
成
三
年
は
前
年
よ
り
も
改
善
さ
れ
、
一

0
･
二
%
で
あ
っ
た

(図
6
)。

な
お
、
こ
れ
を
地
域
別
、
道
路
別
に
み
て
み
る
と
、
大

都
市
域

(東
京
二
三
区
及
び
一
一
政
令
指
定
都
市
)
と
そ

の
他
の
地
域
と
の
比
較
に
お
い
て
は
、
大
都
市
域
で
は
、

四
時
間
帯
の
す
べ
て
で
環
境
基
準
を
達
成
し
た
割
合
は

七
･
三
%
と
小
さ
く
、
道
路
の
種
類
別
で
は
、
都
市
高
速

道
路
、
一
般
国
道
、
主
要
地
方
道
の
達
成
率
が
低
い
が
、

こ
れ
は
例
年
の
傾
向
で
あ
る

(図
7
、
8
)。4時間帯のすべてが 4時間帯のいずれかが 4時間帯のすべてが超過

達成 超過

4時間帯のすべてが 4時間帯のいずれかが 4時間帯のすべてが超過達成 達成

図 6 環境基準の達成状況の経年変化



さ
ら
に
、
騒
音
規
制
法
一
七
条
に
基
づ
く
要
請
限
度
に

つ
い
て
、
四
時
間
帯
の
い
ず
れ
か
又
は
す
べ
て
で
要
請
限

度
を
超
過
し
た
の
は
、
合
わ
せ
て
三
一
･
九
%
で
あ
っ
た

(図
9
)。

ま
た
、
最
近
五
年
継
続
測
定
点

(
一
、
0
七
七
点
)
で

の
要
請
限
度
超
過
状
況
の
経
年
変
化
で
は
、
四
時
間
帯
の

い
ず
れ
か
又
は
す
べ
て
で
要
請
限
度
を
超
過
し
た
割
合
は
、

年
々
増
加
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
平
成
三
年
は
前
年
よ
り
わ

ず
か
に
改
善
さ
れ
、
三
四
･
三
%
で
あ
っ
た

(図
刊
)。

図10 要請限度の超過状況の経年変化

三

道
路
に
お
け
る
対
策
に
つ
い
て

の

概
要

こ
の
よ
う
に
、
都
市
部
の
幹
線
道
路
を
中
心
と
し
た
大

気
汚
染
、
騒
音
の
環
境
問
題
は
道
路
行
政
の
大
き
な
課
題

で
あ
る
。

道
路
環
境
対
策
と
し
て
は
、
自
動
車
構
造
の
改
善

(発

生
源
対
策
)
を
基
本
と
し
て
、
交
通
規
制
、
交
通
取
締
の

強
化
、
道
路
網
の
整
備
、
道
路
構
造
の
改
善
、
沿
道
土
地

利
用
の
適
正
化
等
各
省
庁
に
ま
た
が
る
各
種
の
施
策
を
総

合
的
に
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

(図
=
)。

建
設
省
に
お
い
て
は
、
従
来
か
ら
、
道
路
施
策
と
し
て
、

①

バ
イ
パ
ス
、
環
状
道
路
等
の
道
路
網
整
備

②

遮
音
壁
、
環
境
施
設
帯
等
の
設
置
、
緑
化
の
推
進

等
の
道
路
構
造
面
で
の
対
策

③

沿
道
と
調
和
し
た
土
地
利
用
へ
の
転
換
を
図
る
沿

道
整
備

な
ど
を
推
進
し
て
い
る
ほ
か
、
新
た
な
対
策
技
術
の
開
発

に
も
取
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
道
路
網
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
我
が
国
の

道
路
網
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
の
整
備
が
必
ず
し
も
十

分
で
な
い
状
態
に
あ
り
、
長
距
離
、
中
距
離
、
地
先
交
通

等
各
種
の
自
動
車
交
通
が
一
本
の
道
路
に
混
在
し
た
形
で

集
中
す
る
と
い
う
状
態
に
あ
り
、
こ
れ
が
道
路
環
境
問
題

を
生
む
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の

道
路
整
備
に
お
い
て
は
、
バ
イ
パ
ス
、
環
状
道
路
等
の
道

道

　　　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

高
(

都
(

一
(

主
(

一
(

そ
(

、
て

が

ま

し
注) 一つの測定点が二つ以上の道路に関連している場合は、
それぞれの道路について当該結果が得られたものとして

集計したため、 測定点の合計は全測定点数を上回る。

4時間 のすべてが 4時間帯のいずれか
蓬 ,.･; ‐窯 饑然 * -‐‐纖･讓鑿灘杵 鮴灘/ / / / / /クククク鰯

要請限度以下 (68,1% ) が超過 (29,1% )
　
　

4時間帯のすべてが超過 (2.8% )

図 9 要請限度の超過状況の内訳 '

のい れかが 4時間帯のすべてが
超過

その他 (市町村道)
(840測定点)

てべ
過
す
超

4時間帯のすべてが
達成

図 8 道路の種類別環境基準の達成状況



(参考) 騒音レベル上位測定点
平成 3年の測定点における騒音レベル上位測定点を時間帯別にみたものを下に示す。

時間

区分

騒 音
レヘマレ

地域の

区 分
測 定 地 点 道 路 名

車線
数

朝

卸
卸
卸
獲

得

種
種
種
種

種

‘4
QU
?“
ろくU

QU

第
第
第
第

第

秋田県本荘市石脇字田頭651

愛知県岡崎市矢作町字馬乗103

千葉県柏市柏1367‐5

東京都豊島区南池袋41 6‐6

東京都中野区大和町2‐2‐16

国道 7号

国道 1号

国道16号

首都高速 5号池袋線

音羽池袋線

環状 7号線

ん◎
“▼
護れ"
邊4
リム
バマ

昼間

"

"

乃
鵺
盤

種
種

種
種
種

QU
うり

96
“4
リム

第
第

第
第
第

愛知県岡崎市矢作町字馬乗103

東京都豊島区南池袋4‐16-6

横浜市保土ヶ谷区権太坂l‐5-2

三重県鈴鹿郡関町大字木崎地内

千葉県柏市柏1367‐5

国道 1号

首都高速 5号池袋線

音羽池袋線

横浜新道
国道 1号

国道16号

4

4

2

7

2

4

夕

78

78

78

78

78

種
種
種
,種
種

QJ
リム
nノム
リム
リム

第
第
第
第
第

愛知県岡崎市矢作町字馬乗103

広島県佐伯郡大野町林が原1‐7381‐8

大阪府和泉市葛の葉町186

千葉県柏市柏1367-5

大分県大分市大字神崎1029‐4

国道 1号

国道 2号

国道26号

国道16号

国道10号

4

2

6

4

4

夜間

"

"

佑
花
佑

第3種

第 3種

第 2種

第 3種

第 2種

東京都豊島区南池袋4‐16‐6

東京都世田谷区大原2‐23‐13

広島県三原市古城通1‐121

東京都中野区大和町2‐2‐16

横浜市戸塚区品濃町880‐8

首都高速 5号池袋線

音羽池袋線

国道20号

首都高速 4号新宿線

国道 2号

環状 7号線

横浜新道

4

2

8

4

2

4

4

注) (1)騒音レベルの中央値による上位 5位までを掲載した。 なお、 中央値が同一の場合は、
上端値、 下端値の順に大きい方を日立測定点とした。
(2)測定期日、 測定時間等は一致していない。

騒音に係る環境基準 (46, 5 . 25閣議決定)

地 域 の 種 類
時 間 の 区 分

備 考
昼 間 朝 ･ 夕 夜 間

A A 45ホン色)
以下
40ホン(A)
以下
35ホン(A)
以下 (該当地域)
｢環境基準に係る水域及び地域の
指定権限の委任に関する政令｣ 第
2項の規定に基づき、 都道府県知
事が地域の区分ごとに指定する地
域

(達成期間)
道路に面する地域については、 設
定後、 5年以内を目途としてその
達成を図るよう努めるものとする。
ただし道路交通量が多い幹線道路
に面する地域で、 その達成が著し
く困難な地域については 5年を越
える期間で可及的速かに達成を図
るように努めるものとする。

A 50ホン(A)
以下
45ホンくA)
以下
40ホン囚
以下

!｢道路に面 2 車 線の特例
する地域｣
- 礬蕪こ

55ホンの
以下
50ホン("
以下
45ホン(A)
以下

60ホンの
以下
55ホン鍵
以下
50ホン(勾
以下

B 60ホン("
以下
55ホン“
以下
50ホン回
以下

2 車 線
｢道路に面 以 下

の特例
する地域｣ ー ･ “ -2事聾をこ
Iえる単線

65ホン("
以下
60ホン(A)
以下
55ホン(刃
以下

65ホン "
以下
65ホン囚
以下
60ホン(A)
以下

注){#
A A 特に静穏を要する地域
A 主として住居に供される地域
B 相当数の住居と併せて商業、工業等の用に供される地域
車線 -縦列の自動車が安全かつ円滑に走行するために必要な一定の幅員を有する帯状の車道部分

路
網
を
体
系
的
に
整
備
し
、
通
過
交
通
を
迂
回
さ
せ
域
内

交
通
の
分
離
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
既
成
市
街
地
の

交
通
混
雑
の
解
消
を
図
る
と
と
も
に
、
沿
道
の
生
活
環
境

保
全
の
た
め
の
窒
素
酸
化
物
、
騒
音
等
の
低
減
を
進
め
る

必
要
が
あ
る
。
な
お
、
バ
イ
パ
ス
等
の
整
備
は
現
道
の
沿

道
環
境
改
善
に
効
果
的
な
対
策
で
あ
る
が
、
バ
イ
パ
ス
等

の
沿
道
に
新
た
な
環
境
問
題
が
生
じ
な
い
よ
う
、
現
在
及

び
将
来
の
土
地
利
用
の
調
和
を
図
る
と
と
も
に
、
必
要
に

応
じ
て
環
境
影
響
調
査
等
を
行
い
、
適
切
な
環
境
保
全
対

策
を
講
じ
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

②

大
都
市
の
窒
素
酸
化
物
問
題
へ
の
対
応

大
都
市
部
で
の
窒
素
酸
化
物
問
題
に
つ
い
て
は
、
自
動



音の大きさ

80 - "
ホン ‘ . 地下鉄の車内

70 〆 ~
ホン ノ曲 電話のベル。デパートの中o

祟り難 し ■■○““。“““““‘ ㈱ ○

40
M , 市内の深夜。図書館oホン

車
一
台
ご
と
の
排
出
規
制
強
化
と
い
う
着
実
な
単
体
規
制

の
実
施
が
重
要
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
と
も
に
、
大
都
市
に

お
け
る
自
動
車
か
ら
の
窒
素
酸
化
物
の
排
出
の
総
量
の
抑

制
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
こ
の
観
点
か
ら
、
平
成

四
年
六
月
に

｢自
動
車
か
ら
排
出
さ
れ
る
窒
素
酸
化
物
の

特
定
地
域
に
お
け
る
総
量
の
削
減
等
に
関
す
る
特
別
措
置

法
｣
(い
わ
ゆ
る

｢自
動
車
N
O
“法
｣)
が
制
定
さ
れ
、

こ
れ
に
基
づ
き
平
成
四
年
三

月
に
特
定
地
域
が
政
令
で

指
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る

(図
掟
)。

　 　
! 自動車構造の改善 l

, ノ 0 エンジン、 タイヤ等の改良による対策
: による対策

･ - 1 0 メタノール車、 電気自動車等の開発及び普及

道路網整備による
○都市を迂回する環状道路、バイパス等の整備

対策
{ による道路畿能の分化
○環境影響評価の実施

○盛土、切土、掘割、高架構造の採用、遮音壁
道路構造の改善に {○癪 翳 礬籟離 鯛孃境空間“確保よる対策

○舗装の維持水準等の向上

○沿道指向型の土地利用への転換
{ ○緩衝建築物の沿道への誘導
○建築物の防音構造化の推進

i交通規制及び取締 ! ○速度規制、取締り

; り強化“こよる対策 :
- - - {○特定時間帯、特定道路-こおける大型車規制

, 0 交通信号の現示の適正化

○物流の合理化
○公共輸送機関との結節点
○規制適合ヂIEへの代替促進

… .-- {○公共輸送機関との結節点の整備

図= 沿道環境保全対策の分類

沿
道
環
境
保
全
対
策



特定地域(第6条‐政令で指定) {:鼻霧撚離農聽雑務叢が困難な地域
　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　

〔施策の大枠

総豊贓基本方鉗第6条閻鍍決定) ……………-回 ノノ
ノ閲係大臣

越定自動車規制億ゆ条~第篠川矩

、

計
画
の
承
認

報
酬
軸
豊

…
内

方
針
等
の
意
見
照
会

　

　

　

　

　

　

【

関

項

･

　

　

　
　

　

内閣総理大臣
　
　　　　、▲公害対策会議 特定自動車排出基準

その他自動車排出窒乗酸化物の削減に関する重要な事項

道路運送車両法による担保 (第掟条)
(基準不適合車への車検不交付)

l事業者の自動車使用合理化指國第脇条

　　　　　　　
環境庁長官

〔具体的な実施計画〕
総量削減計画 (第7条 ･知事が策定)

!要朝の

都道府県 求め

総量削減計画策定協齦会(第8条) その他の施策(施策の所掌大臣、知事)
物流対策
(共同輪配送の推進,物流施設の適正配置鋤
人流対策
(公共輸送燬閲の整備,乗組ぎ利便性向上等)
交通流対策
(交差点の改良交通管制の高度化劫
低公害車普及
(電気自動車.メタノール自動車等の普及促進)

･知事 ･公安委員会
も関係市町村 ･関係道路管理者

･関係地方行政機関
(国の地方部局等)

図12 自動車から排出される窒素酸化物の特定地域における総量の削
減等に関する特別措置法の体系

道
路
管
理
者
は
、
窒
素
酸
化
物
の
削
減
に
資
す
る
効
率

的
走
行
を
実
現
す
る
た
め
の
道
路
整
備
を
進
め
る
と
と
も

に
法
八
条
に
基
づ
く
総
量
削
減
計
画
策
定
協
議
会
の
メ
ン

バ
ー
と
し
て
、
削
減
計
画
の
計
画
立
案
に
参
画
す
る
こ
と

と
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
協
議
会
の
場
に
お
い
て
、
環

境
庁
･
運
輸
省
･
公
安
委
員
会
等
の
関
係
機
関
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
総
合
的
な
窒
素
酸
化
物
対
策
を
講
じ
る
べ

く
、
な
お
一
層
の
単
体
規
制
の
強
化
、
効
果
的
な
交
通
規

制
の
実
施
、
予
測
手
法
の
科
学
的
精
査
、
汚
染
メ
カ
ニ
ズ

ム
の
解
明
等
を
求
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

さ
い
ご
に

良
好
な
沿
道
環
境
の
保
全
の
た
め
に
は
、
自
動
車
の
利

便
性
を
享
受
し
な
が
ら
、
自
動
車
か
ら
の
環
境
負
荷
を
で

き
る
限
り
少
な
く
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
た
め
に
は
、
関
係
機
関
と
協
力
し
な
が
ら
、
適
切

な
対
策
の
模
索
を
進
め
つ
つ
、
各
種
の
環
境
対
策
を
総
合

的
に
推
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



岩井 茨城県
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m
･27

ロ

郎

月
･日

世
界
の
動

き

○
米
商
務
省
の
発
表
に
よ
る
と
、
米
国
の
第
三
･
四
半
期

(七
ー

九
月
)
の
実
質
経
済
成
長
率
は
、
前
期
比
年
率
二
･
七
%
で
、
前

期
の
一
･
五
%
を
上
回
っ
た
。
景
気
の
回
復
が
軌
道
に
乗
っ
て
き

た
と
み
ら
れ
る
。
特
に
個
人
消
費
が
好
調
。

○
米
大
統
領
選
は
即
日
開
票
の
結
果
、
民
主
党
の
ビ
ル
･
ク
リ
ン

ト
ン
氏

(四
六
)
=
ア
ー
カ
ン
ソ
ー
州
知
事
=
が
共
和
党
の
ブ
ッ

シ
ュ
大
統
領

(六
八
)、
無
所
属
の
実
業
家
ペ
ロ
ー
氏
(六
二
)
を

抑
え
て
圧
勝
。
民
主
党
の
勝
利
は
一
九
七
六
年
以
来
。

○
米
国
自
動
車
業
界
に
よ
る
と
、
今
年
一
-
一
〇
月
の
米
国
内
の

乗
用
車
販
売
実
績
は
、
六
九
七
万
一
、
八
四
〇
台
で
、
前
年
同
期

比
○
･
六
%
減
。
こ
の
う
ち
日
本
車
は
、
二
一
〇
万
五
、
四
三
七

台
で
、
市
場
占
有
率
は
三
0
･
二
%
。
前
年
同
期
の
三
0
･
六
%

か
ら
○
･
四
ポ
イ
ン
ト
減
で
、
日
本
車
の
シ
ェ
ア
低
下
は
、
米
国

市
場
に
本
格
参
入
し
て
以
来
初
め
て
。

○
ロ
シ
ア
政
府
が

｢モ
ス
ク
ワ
i
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
｣
計

画
を
発
表
。
計
画
は
モ
ス
ク
ワ
か
ら
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
を

経
由
し
て
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
国
境
に
達
す
る
初
の
有
料
道
路
を
建

設
、
沿
道
で
は
退
役
軍
人
ら
が
農
業
、
観
光
事
業
に
当
た
る
。
資

金
は
西
側
諸
国
の
投
資
に
期
待
し
て
い
る
。

○
世
界
銀
行
が
中
国
の
道
路
計
画
に
対
し
て
三
億
六
、
○
○
0
万

ド
ル
の
融
資
を
発
表
。
こ
の
う
ち
二
億
四
、
0
0
0
万
ド
ル
は
広

東
省
の
道
路
建
設
、
一
億
二
、
0
0
0
万
ド
ル
は
江
南
省
の
道
路

網
改
良
に
充
て
ら
れ
る
。

事

項

m
･28

u

･

月
･日

国

内

の

動

き

○
日
本
自
動
車
工
業
会
に
よ
る
と
、
本
年
度
上
半
期

(四
ー
九

月
)
の
四
輪
車
輸
出
台
数
は
、
二
七
三
万
三
、
0
三
七
台
で
、
前

年
同
期
に
比
べ
一
･
一
%
減
。
地
域
別
に
み
る
と
、
ア
ジ
ア
、
中

近
東
、
南
米
が
増
え
た
の
に
対
し
て
米
国
向
け
が
同
一
六
･
一
%

滅
、
欧
州
共
同
体

(E
C
)
向
け
が
四
･
0
%
減
。

○
日
本
建
設
業
団
体
連
合
会
の
会
員
企
業
五
七
社
の
受
注
調
査
結

果
に
よ
る
と
、
四
-
九
月
期
の
受
注
総
額
は
、
三

兆
五
、
三
二

四
億
円
で
、
前
年
同
期
比
一
五
･
六
%
減
。
落
ち
込
み
幅
は
過
去

最
大
。

○
羽
田
蔵
相
が
都
市
銀
行
、
長
期
信
用
銀
行
、
信
託
銀
行
の
計
二

一
行
の
不
良
債
権
に
つ
い
て
公
表
。
九
二
年
九
月
末
時
点
で
の
不

良
債
権
総
額
は
、
約
一
二
兆
三
、
○
○
0
億
円
で
、
こ
の
う
ち
回

収
不
能
分
が
約
四
兆
円
。
不
動
産
関
連
の
融
資
に
よ
る
も
の
が
多

い
。

○
国
土
庁
が
一
〇
月
一
日
現
在
の
短
期
地
価
動
向
調
査
の
結
果
を

発
表
。
住
宅
地
、
商
業
地
と
も
全
体
と
し
て
は
引
き
続
き
下
落
傾

向
。
住
宅
地
で
は
東
京
都
区
部
の
大
半
で
年
率
換
算
で
約
二
〇

%
、
兵
庫
県
阪
神
地
域
で
同
三
○
%
程
度
の
下
落
。
国
土
庁
は
当

面
、
こ
の
傾
向
が
続
く
と
み
て
い
る
。

○
羽
田
蔵
相
に
よ
る
と
、
九
月
末
現
在
の
公
共
事
業
契
約
額
は
、

一
一
兆
六
、
三
六
二
億
円
で
、
前
年
同
期
比
一
九
･
四
%
増
。
契

約
率
は
七
七
･
四
%
で
政
府
の
前
倒
し
目
標
の
七
五
･
二
%
を
上

回
っ
た
。

○
環
境
庁
が
自
動
車
N
o
x削
減
法
が
摘
要
さ
れ
る
特
定
地
域
を

決
め
た
。
対
象
地
域
は
東
京
、
神
奈
川
、
千
葉
、
埼
玉
、
大
阪
、

兵
庫
の
一
都
一
府
四
県
。

事

項

m
･
“

11
･
11317郎%"

月
･日

道
路
行
政
の
動

き

○
磐
越
自
動
車
道

猪
苗
代
磐
梯
高
原
I
C
-
会
津
坂
下
I
C

(三
四
･
八
如
)
供
用
開
始

･
N
T
T
株
式
売
却
益
を
活
用
し
た
開
発
I
C
と
し
て
磐
梯
河

東
I
C
が
初
の
供
用

○
標
識
令
施
行

○
一
般
有
料
道
路

第
三
京
阪
道
路

京
都
府
久
御
山
町
-
門
真

市

(二
六
･
四
如
)
日
本
道
路
公
団
に
事
業
許
可

○
一
般
有
料
道
路

志
賀
草
津
道
路

(国
道
二
九
二
号
)

(四
一

･
一
如
)
無
料
開
放

･
昭
和
四
五
年
九
月
三
一日
に
供
用
し
た
も
の

○
土
木
の
日

○
自
動
車
か
ら
排
出
さ
れ
る
窒
素
酸
化
物
の
特
定
地
域
に
お
け
る

総
量
の
削
減
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政

令

(政
令
第
三
六
四
号
)

･
施
行
日
を
三

月
一
日
(特
定
自
動
車
排
出
基
準
に
係
る
も

の
は
、
平
成
五
年
一
二
月
一
日
)
と
定
め
る
。

○
自
動
車
か
ら
排
出
さ
れ
る
窒
素
酸
化
物
の
特
定
地
域
に
お
け
る

総
量
の
削
減
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令

(政
令
第
三
六
五

号
)･

特
定
地
域
及
び
総
量
削
減
計
画
の
作
成
の
指
針
を
定
め
た
も

の

○
道
の
駅

｢駅
長
会
議
｣

○
東
京
外
環
自
動
車
道

三
郷
I
C
-
美
女
木
J
C
T

(二
一
･

一
如
)
供
用
開
始

･
同
時
に
美
女
木
i
和
光
間
の
連
結
路
五
･
四
如
も
供
用

○
環
境
庁
が
平
成
三
年
度
の
大
気
汚
染
状
況
に
つ
い
て
調
査
結
果

を
発
表
。

事

項
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一
昨
年
の
一
〇
月
二
五
日
、
道
路
視
察
団
一
行
一

六
人
は
、
翌
早
朝
の
帰
国
を
前
に
ポ
ン
ペ
イ
の
遺
跡

を
見
学
し
た
。

ロ
ー
マ
か
ら
南
下
す
る
高
速
道
路
は
、
途
中
ア
ッ

ピ
ア
街
道
と
二
度
立
体
交
差
を
す
る
。
独
特
の
傘
松

並
木
が
帯
の
よ
う
に
続
く
こ
の
街
道
は
、
遠
目
に
も

ロ
ー
マ
帝
国
以
来
の
道
路
の
歴
史
を
今
に
伝
え
て
い

る
か
の
よ
う
だ
。
バ
ス
は
南
イ
タ
リ
ヤ
の
明
る
い
風

景
の
中
を
二
時
間
で
港
町
ナ
ポ
リ
に
着
く
。
左
手
に

は
ヴ
ェ
ズ
ヴ
ィ
オ
山

(
一
、
二
八
両
)
が
裾
野
を

長
く
引
い
て
秋
空
に
聟
立
し
て
い
る
。
ナ
ポ
リ
･ポ

ン
ペ
イ
間
の
有
料
道
路
は
、
裾
野
が
海
に
落
ち
込
む

際
ぎ
り
ぎ
り
に
作
ら
れ
て
い
る
。
右
に
紺
青
の
地
中

海
、
左
に
ヴ
ェ
ズ
ヴ
ィ
オ
山
の
全
容
を
車
窓
一
杯
に

見
な
が
ら

一
時
間
で
ポ
ン
ペ
イ
に
到
着
し
た
。
こ
こ

は
、
も
う
南
の
国
、
屋
根
の
勾
配
が
浅
い
建
物
や
行

き
交
う
人
々
の
動
き
が
軽
や
か
に
見
え
る
。

西
暦
七
九
年
八
月
二
四
日
、
人
口
二
万
の
ボ
ン
ベ

イ
と
近
隣
の
ヘ
ル
ク
ラ
ネ
ウ
ム
の
町
は
、
ヴ
ェ
ズ
ヴ

ィ
オ
山
の
大
爆
発
に
よ
っ
て
完
全
に
埋
没
し
た
。
そ

し
て
多
数
の
住
民
は
降
り
注
ぐ
熔
岩
や
熱
灰
の
中
に

閉
じ
込
め
ら
れ
消
滅
し
た
。
交
易
都
市
ポ
ン
ペ
イ
と

そ
の
一
帯
は
、
以
後
一
、
六
〇
〇
余
年
も
の
長
い
間
、

所
在
不
明
の
伝
説
都
市
と
し
て
語
り
継
が
れ
る
。
一
、

七
〇
九
年
の
或
る
日
、
プ
ド
ー
畑
の
中
で
井
戸
堀
を

し
て
い
た
農
夫
が
、
大
理
石
の
美
し
い
柱
を
掘
り
当

て
た
。
古
代
都
市
発
見
の
報
は
た
ち
ま
ち
全
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
に
拡
が
っ
た
。
か
く
し
て
一
獲
千
金
を
夢
見
る
、

に
わ
か
考
古
学
者
達
に
よ
る
財
宝
さ
が
し
の
乱
掘
が

始
ま
る
。
し
か
し
四
m
余
の
堅
い
熔
岩
を
掘
る
に

は
資
金
が
か
か
る
。
発
掘
は
個
人
か
ら
王
候
貴
族
の

も
の
と
な
り
、
や
が
て
本
物
の
考
古
学
者
の
登
場
と

な
る
。
｣
、
七
六
五
年
に
は
ポ
ン
ペ
イ
の
中
心
と
な

る
神
殿
が
発
掘
さ
れ
、
幻
の
都
市
の
全
容
が
次
第
に

明
ら
か
に
さ
れ
る
。
現
在
、
イ
タ
リ
ヤ
政
府
は
未
発

掘
部
分
を
四
0
%
残
し
た
ま
ま
ポ
ン
ペ
イ
の
発
掘
を

中
断
す
る
と
発
表
し
て
い
る
。
日
干
し
レ
ン
ガ
を
積

み
上
げ
た
既
発
掘
の
建
物
は
風
化
が
著
し
い
の
と
、

年
間
一
五
〇
万
人
に
及
ぶ
旅
行
者
に
よ
る
、
歩
道
の

す
り
減
り
や
落
書
き
な
ど
で
、
ポ
ン
ペ
イ
は
ま
た
も

滅
亡
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

さ
て
、
私
達
は
神
殿
が
あ
る
公
共
フ
ォ
ル
ム
遺
跡

に
立
っ
て
、
イ
タ
リ
ヤ
人
ガ
イ
ド
に
し
て
は
流
暢
な

日
本
語
の
説
明
を
き
い
た
。
正
面
神
殿
の
前
に
は
白

い
大
理
石
作
り
の
生
贄
台
が
、
眞
昼
の
強
い
光
を
受

け
て
一
段
と
目
立
つ
。
こ
の
台
の
上
で
家
畜
の
ほ
か

奴
隷
も
生
贄
に
さ
れ
た
ら
し
い
。
ガ
イ
ド
が
キ
リ
ス

ト
教
以
前
の
宗
教
は
、
野
蛮
で
し
た
と
つ
け
加
え
た
。

こ
こ
に
は
弱
肉
強
食
の
ロ
ー
マ
帝
国
時
代
の
宗
教
が

そ
の
ま
ま
凍
結
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
フ
ォ
ル
ム

か
ら
細
い
露
路
を
行
く
と
公
共
浴
場
跡
が
あ
り
、
更

に
有
力
者
の
住
居
跡
も
公
開
さ
れ
て
い
る
。
住
居
の

壁
面
に
は
彩
色
さ
れ
た
獣
面
人
体
の
神
や
、
男
女
婿

態
の
神
々
が
画
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
の
住
人
が
壁
面

の
神
々
を
見
て
法
悦
に
浸
っ
た
と
す
れ
ば
、
後
年
の

キ
リ
ス
ト
教
が
如
何
に
革
新
的
な
宗
教
で
あ
っ
た
か

が
判
る
。

詳
し
い
こ
と
は
知
ら
な
い
が
、
生
贄
の
代
償
と
し

て
神
の
前
に
人
々
の
罪
の
赦
し
を
乞
う
キ
リ
ス
ト
、

弱
肉
強
食
の
代
償
に
平
等
な
愛
を
説
く
キ
リ
ス
ト
。

価
値
倒
換
の
標
語
を
も
っ
て
弱
き
者
の
味
方
と
な
る

そ
の
教
義
は
、
強
い
者
が
神
で
あ
る
と
し
て
領
土
を

束
ね
て
来
た
ロ
!
マ
皇
帝
の
許
し
が
た
い
と
こ
ろ
で

あ
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
、
ペ
テ
ロ
(十
字
架
)

パ
ウ
ロ
(斬
首
)
の
殉
教
の
よ
う
な
激
し
い
迫
害
を

受
け
る
。
が
西
暦
三
一
一
年
ロ
ー
マ
皇
帝
は
キ
リ
ス

ト
教
の
布
教
を
許
す
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
そ
れ
は

同
時
に
、
力
で
支
配
し
て
来
た
大
ロ
ー
マ
帝
国
の
崩

壊
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

(崎
)

お
詫
び

本
誌
一
二
月
号
を
、
平
成
五
年
の
一
月
下
旬
に

発
行
す
る
と
い
う
事
態
に
な
り
ま
し
た
こ
と
、
架

く
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

言
い
訳
が
ま
し
く
な
り
ま
す
が
、
最
も
新
し
い

道
路
事
情
を
掲
載
し
よ
う
と
し
た
た
め
、
記
事
の

集
ま
り
が
予
定
よ
り
遅
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
お

し牛-
ノート
.良
一
･
o

箋
繋
丁
tん
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